
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 
 
 
 

令和 7 年度事業報告/令和 8 年度事業計画 

令和 8 年 5 月 

狭山市公民館連絡協議会 

 

 

 

 

親子リトミック教室 
（狭山台） 

第 42 回 狭山市民展 
（狭山市公民館連絡協議会） 

池原昭治の世界(入曽を学ぶ) 
（入曽） 

平和祈念講演 
（新狭山） 

ぼく、わたしの夏休み 
（中央） 

ほりかね寿大学 
（堀兼） 

防災教室 
（柏原） 

小学校機織り体験 
（広瀬） 

熟・年・楽・校 
（水富） 

パンの販売実習体験 
（奥富） 

東雲大学 
（富士見） 

大人の社会科見学 紙漉き体験
（水野） 



はじめに 

 

公民館は、社会教育法に基づいて設置され、狭山市立公民館条例などで管理運

営が定められている生涯学習社会の実現のための拠点となる施設です。 

広く地域住民の皆さまに向け、実際生活に即する教育、学術や文化に関する各種

の事業を行い、教養の向上や健康の増進などを図り、生活文化の振興、社会福祉の

増進に寄与することを目的として運営しています。 

これを実現するために、狭山市内の公民館では狭山市公民館基本方針と重点目標

を定め、「学びの場」「創造の場」「集いの場」として、皆さまに活動の場を提供するとと

もに、様々な講座やイベントなどの事業を実施しています。 

特に、近年、人口減少と少子高齢化の急速な進行や社会格差の拡大、さらには地

域社会での人のつながりの希薄化など、社会環境が大きく変化している状況です。 

このような状況を踏まえ、社会の急激な変化に対応するため、人間性豊かな生活を

営むための「現代的課題」や、住みよい地域社会をつくるための「地域課題」をテーマ

とした講座に積極的に取り組んでいます。 

また、自主的な学習活動を支援し、人と人との交流やふれあいを深め「仲間づくり」

を進めるとともに、学びにより培われた知識や技能を「地域づくり」や「まちづくり」に活

かせるよう、生涯学習の成果を地域に還元することを推進しています。 

 本書は、公民館の運営方針や事業内容、年度計画などを一冊にまとめ、公民館の

事業運営について理解を深めていただき、より多くの方々に利用していただくことを目

的に発行しています。巻末には附録として、入曽地域交流センターの事業も掲載して

いますので、併せて、ご覧いただけたら幸いです。 

多くの人々との交流や様々な経験、体験を通して、一人一人の生活が楽しく、充実

したものになれば、地域も楽しく・魅力的になり、さらには、狭山市も楽しく・魅力的にな

るのではないでしょうか。 

そのために、多くの人々の交流を生み出し、楽しく学びを深める機会を創出し、これ

からも地域に親しまれ、愛される施設であるために、日々研鑽
けんさん

を重ねてまいります。 

 

 

  令和 8 年 5 月 

狭山市公民館連絡協議会 
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公民館等名

青少年対象 5 件 326 回 2,301 人

成人一般対象 12 16 364

高齢者対象 5 20 309

小　計 22 362 2,974

8 8 6,276

30 370 9,250

青少年対象 8 31 454

成人一般対象 8 41 483

高齢者対象 4 80 1,877

小　計 20 152 2,814

4 7 4,541

24 159 7,355

青少年対象 3 40 1,572

成人一般対象 7 25 646

高齢者対象 1 5 100

小　計 11 70 2,318

3 3 3,380

14 73 5,698

青少年対象 10 41 295

成人一般対象 12 50 1,037

高齢者対象 7 104 1,303

小　計 29 195 2,635

9 17 5,139

38 212 7,774

青少年対象 10 19 589

成人一般対象 10 18 195

高齢者対象 3 6 188

小　計 23 43 972

5 6 3,521

28 49 4,493

青少年対象 5 10 147

成人一般対象 7 9 94

高齢者対象 4 40 381

小　計 16 59 622

12 12 10,119

28 71 10,741

青少年対象 11 285 2,860

成人一般対象 14 23 5,336

高齢者対象 1 1 23

小　計 26 309 8,219

6 6 4,069

32 315 12,288

講座

イベント

合　　計

講座

イベント

合　　計

講座

イベント

合　　計

講座

イベント

合　　計

講座

イベント

事業件数 延べ開催回数 延べ参加者数

令和7年度講座等の開催状況　※分類については11ページの表の見方をご覧ください

区　分

合　　計

講座

イベント

中央公民館

狭山台公民館

新狭山公民館

イベント

合　　計

講座

合　　計

富士見公民館

入曽公民館

水野公民館

堀兼公民館
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青少年対象 10 211 1,518

成人一般対象 5 8 370

高齢者対象 4 76 2,879

小　計 19 295 4,767

6 7 5,483

25 302 10,250

青少年対象 12 39 857

成人一般対象 11 40 656

高齢者対象 4 6 76

小　計 27 85 1,589

6 7 2,467

33 92 4,056

青少年対象 3 20 536

成人一般対象 10 51 609

高齢者対象 4 47 1,353

小　計 17 118 2,498

6 7 3,611

23 125 6,109

青少年対象 3 22 693

成人一般対象 4 37 1,084

高齢者対象 1 8 122

小　計 8 67 1,899

4 12 2,738

12 79 4,637

青少年対象 80 1,044 11,822

成人一般対象 100 318 10,874

高齢者対象 38 393 8,611

小　計 218 1,755 31,307

69 92 51,344

287 1,847 82,651

 （参考）前年度 329 2,034 75,709

1　展示事業

2　会議等

3　広報事業

講座

講座

イベント

合　　計

イベント

合　　計

講座

イベント

広瀬公民館

水富公民館

合　計

講座

イベント

合　　計

講座

イベント

合　　計

合　　計

奥富公民館

柏原公民館

     各公民館だよりの発行・ホームページの更新。

合　　計

本表に含めない事業について

　　 ロビーや階段等を活用した作品等の展示。

     事業運営委員会・利用者懇談会・実行委員会・防災訓練・避難訓練
     その他の利用者協力事業（設備備品の点検修理、大掃除等）。
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利用登録団体数

活動分類 中央 富士見 水野 堀兼 狭山台 新狭山 奥富 柏原 広瀬 水富 入曽地域
交流センター

語学会話 17 1 3 0 1 3 0 0 7 1 5

学習活動 83 4 3 2 13 4 5 22 0 19 53

邦楽 1 13 1 1 3 0 1 4 2 0 19

踊り 10 1 0 0 3 3 1 2 3 2 4

演芸 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

文芸 13 1 0 0 1 2 0 1 2 2 8

教養 9 6 1 1 4 4 0 3 5 4 9

美術 5 6 3 1 5 1 1 2 4 1 5

 写真映像 3 1 0 1 0 2 1 1 0 0 5

楽器演奏 18 10 4 4 6 4 2 2 9 7 64

 レクリエーション 6 0 0 2 3 0 3 3 1 1 3

 スポーツ球技 5 10 5 3 0 11 6 1 3 4 17

ダンス 55 14 2 2 7 21 3 0 5 4 55

料理 5 5 1 0 3 3 2 3 1 0 8

鑑賞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

歌唱 16 6 3 0 4 2 1 2 2 1 13

 園芸盆栽 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0

ゲーム等 10 3 0 0 0 2 0 6 4 0 6

手工芸 7 11 6 3 3 1 6 4 12 2 10

 健康体操 28 10 11 7 12 17 5 6 10 9 22

その他 0 18 0 0 0 5 1 0 19 1 37

個人 630

合　計 297 121 44 28 68 85 38 63 89 58 975

昨年度 289 124 50 28 87 82 42 60 89 64 347

※合計は個人を除いた団体の合計値 令和8年3月31日現在

単位：団体
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語学・会話 英語、韓国語、スペイン語、中国語、ドイツ語、日本語、フランス語

学習・活動

学校教育、環境、芸術・文化活動、健康づくり学習、国際交流、子育て支援、寿
会・老人クラブ、自然観察、宗教の学習、生涯学習・社会教育、食文化研究、人
権・平和、生活・家政学、政治・法律の学習、青少年健全育成、青少年の活動、パ
ソコン・コンピュータ、福祉、文学研究、ペット、編集･ジャーナル、ボランティア、ま
ちづくり・コミュニティ、歴史研究、朗読・よみきかせ・話し方・語り

邦楽
邦楽全般、お囃子、吟詠、筝、尺八、三味線、太鼓、大正琴、長唄・謡曲、民謡、
横笛・篠笛

踊り 阿波踊り、かっぽれ、日本舞踊・新舞踊、民踊、よさこい・ソーラン

演芸 演劇、能・狂言

文芸 絵本づくり、五行歌、随筆・小説・童話・作文、短歌、童句、読書・古典読書、俳句

教養 華道、着付け・着装、香道、茶道、書道・ペン字、フラワーアレンジメント

美術
美術・芸術全般、イラスト・精密画・デッサン、絵手紙・はがき絵、切り絵、水彩画、
ちぎり絵・はり絵・和紙絵、日本画・水墨画、版画、油彩画

写真・映像 映像、写真

楽器演奏
楽器演奏全般、ウクレレ、オカリナ、管楽器、管弦楽、ギター、弦楽器、ジャズ、吹
奏楽、打楽器、ハーモニカ、ハワイアン、バンド・ビッグバンド、民族楽器演奏、リ
コーダー

レクリエーション
レクリエーション全般、インディアカ、グラウンドゴルフ、ゲートボール、スポーツ吹き
矢、パークゴルフ、ペタンク

スポーツ・球技
合気道、空手、弓道、剣道・居合道、柔道、少林寺拳法・日本拳法、ソフトボール、
卓球、テニス（軟式・硬式）、なぎなた・槍術、フットサル、野球（軟式・硬式）、ラグ
ビー

ダンス
アルゼンチンタンゴ、車いすダンス、社交ダンス、ジャズダンス、手話ダンス、スクエ
アダンス、ダンススポーツ、バレエ、ヒップホップ、フォークダンス、フラダンス、フラメ
ンコ、ラウンドダンス、レクリエーションダンス

料理 お菓子づくり、料理

鑑賞 古典芸能鑑賞

歌唱 合唱・コーラス、カラオケ、シャンソン・カンツォーネ、声学、童謡・唱歌

園芸・盆栽 家庭農園、園芸・盆栽、ガーデニング

ゲーム等 囲碁、カードゲーム・テーブルゲーム、かるた・百人一首、将棋、マジック

手工芸
手芸全般、工芸全般、編み物、押し花、折り紙、木彫り・木工、木目込、組み木、刺
しゅう、七宝焼き、ステンドグラス、染め物、篆刻、陶芸、籐工芸、トールペイント、粘
土細工、パッチワーク、バルーンアート、表装、ポーセリン、レザークラフト、和裁

健康 健康・体操
ウオーキング、エアロビクス、気功、健康体操・ストレッチ、自彊術、太極拳、登山・
ハイキング、ヨガ、リトミック・リズム体操・幼児体操

その他 その他 その他の活動内容

文化

活動内容分類表

語学・研
究・交流

芸能・教
養

芸術

スポーツ・
レクリエー

ション
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単位・・・件数：件　　人数：人

官　公　署 公共的団体 有　料　団　体 合　　計

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数

中 央 1,366 33,443 584 9,150 7,990 80,011 9,940 122,604

富 士 見 30 5,902 239 4,037 5,058 40,637 5,327 50,576

水 野 12 613 93 2,264 2,376 19,497 2,481 22,374

堀 兼 78 1,210 39 944 1,138 10,688 1,255 12,842

狭 山 台 31 331 1,065 14,314 2,803 23,433 3,899 38,078

新 狭 山 126 2,179 637 3,252 3,696 34,877 4,459 40,308

奥 富 53 468 613 8,212 1,094 11,079 1,760 19,759

柏 原 156 2,054 218 2,795 1,552 13,440 1,926 18,289

広 瀬 4 82 159 1,396 3,441 29,202 3,604 30,680

水 富 11 250 259 5,269 1,226 12,990 1,496 18,509

合 計 1,867 46,532 3,906 51,633 30,374 275,854 36,147 374,019

前 年 度 1,850 29,194 4,524 52,578 31,284 281,375 37,658 363,147

(参考)

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数

入 曽 250 5,875 1,012 19,470 7,217 76,686 3,613 10,761 12,092 112,792

前 年 度 226 4,294 917 16,638 7,127 79,424 3,084 8,770 11,354 109,126

地域交流
セ ン タ ー

令和7年度利用状況 (貸館状況）

公民館名

合　　計官　公　署 公共的団体 有　料　団　体 個　　人
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各館「事業一覧」 表の見方 
 

1 「分類」について 

(1) 青少年対象事業 

青少年を対象とした学級、講座として実施した事業です。 

(2) 成人一般対象事業 

成人に関する問題、生活講座等、一般向けに実施した事業です。 

(3) 高齢者対象事業 

概ね 60 歳以上を対象として実施した事業です。 

(4) イベント事業 

市民文化祭、市民体育祭、スポーツ大会、公民館まつり、芸術祭、音楽会など、広く市民が参加できる 

学習イベント（映画鑑賞会、演芸会、メッセージギャラリー）などの事業です。 

(5) 展示事業 

    ロビーや階段などを活用した作品の展示です。 

(6) 会議等 

事業運営委員会、利用者懇談会、実行委員会、防災訓練、避難訓練、その他の利用者協力事業 

（設備備品の点検修理、大掃除など）などです。 

(7) 広報事業 

各公民館だよりの発行、ホームページの更新です。 

 

２ 「事業件数・延べ開催回数・延べ参加者数」について 

(1) 事業件数 

単発講座及び 2 回以上実施する連続講座はともに、事業件数を「1」としています。 

(2) 延べ開催回数 

    単発講座または連続講座であるかに関わらず、「実施した個別の講座の合計数」としています。 

(3) 延べ参加者数 

    参加者数は、個別の講座の参加者数の合計としています。ただし、大規模なイベントで参加者数の 

正確な把握が困難な事業は、実行委員会報告や職員による計測などに基づいた概算人数としていま 

す。 

また、ロビーなどで行う「メッセージギャラリー」は、作品展示とは異なり、市民が参加する学習活動で 

あることから参加人数は寄せられたメッセージ数としています。 

 

３ 「総合評価・重点目標」について 

(1) 総合評価 

    各講座などで実施した受講者アンケート結果を基に５点満点で記載しています。 

    （小数点第 2 位で四捨五入） 

5…とても良かった 4…良かった 3…ふつう 2…悪かった 1…とても悪かった 

(2) 重点目標 

講座などのねらいに合った各館の重点目標の番号を掲載しています。 
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令和７年度 狭山市公民館基本方針・重点目標 
 

 第 3 次狭山市教育振興基本計画に掲げる生涯学習の基本方針「学びが人を育み 

社会をつくる 生涯学習社会の推進」及び施策の基本目標Ⅴ「自己を磨き 社会を支え

る 豊かな学びの振興」を踏まえ、令和 7 年度における狭山市公民館基本方針及び重

点目標を次のように定める。 

 

基本方針 1 現代的課題や地域課題への取組の推進及び人材の発掘と育成 

人権・平和・環境・防災・防犯・少子高齢化・子育て・健康・国際化等に関わる現代

的課題や、豊かな地域社会の発展に資する事業に積極的・計画的に取り組む。 

また、これらの事業の実施にあたっては、関係する団体等との連携を十分に図るとと

もに、豊富な知識や技能及び経験を有する地域の優れた人材の発掘と育成に努め、こ

うした人材の活用を図る。 

【重点目標】 

（１）人権・平和・環境・防災・防犯・少子高齢化・子育て・健康・国際化等に関 

わる現代的課題の解決に向けた事業の取り組みの推進 

（２）地域が抱える固有の課題の解決に向けた事業の取り組みの推進 

（３）防災意識の向上や災害時等有事に活かすことのできる地域コミュニティづ 

くりに資する事業の取り組みの推進 

（４）豊富な知識や技能及び経験を有する地域の人材等の活用及び人材の発 

掘と育成 

 

基本方針 2 ライフステージに応じた学びと交流を促進する事業の充実  

青少年期から高齢期にわたり、自己を磨き、高めながら、生きがいや充実感、 

達成感を味わい、社会の変化に対応して豊かな人生を送ることができるよう、ライフステ

ージに応じた各種の事業の充実を図る。 

また、市民一人ひとりの学びとともに、事業を通じて住民相互の理解や交流を深め、

豊かな地域コミュニティづくりに資するよう、幅広い世代の交流を促進する事業を展開

する。 

【重点目標】 

（１）幼児とその家族、青少年を対象とした事業の推進 

（２）成人を対象とした事業の推進 

（３）高齢者を対象とした事業の推進 

（４）幅広い世代の交流を図る事業の推進 

（５）障害のある市民の社会参加につながる事業の推進 

（６）ＩＣＴを活用した市民がデジタル化を実感できる事業の推進 
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基本方針 3 大学等の教育機関や関係団体等と連携した学習機会の充実  

大学等の教育機関をはじめ、図書館や博物館、地域の企業や学習サーク 

ル等と連携し、幅広い分野や専門性の高い内容とする講座を実施すること 

により、公民館における事業の充実を図る。 

【重点目標】 

（１）大学や高校等の教育機関と連携した事業の推進 

（２）図書館や博物館等の社会教育施設と連携した事業の推進 

（３）さやま市民大学やＮＰＯ法人、企業と連携した事業の推進 

（４）学習サークルと連携した事業の推進 

 

基本方針 4 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の推進  

地域の歴史や文化を学び、郷土に対する愛着を育む取り組みを推進するとともに、

学校・家庭・地域が一体となり、地域ぐるみで子供の豊かな心と体を育む取り組みを推

進する。 

また、自治会をはじめ地域の各種団体や関係機関等と連携を図り、まちづくりにつな

がる取り組みを推進する。 

【重点目標】 

（１）地域に伝わる伝統文化の事業の推進及び民俗芸能振興団体の支援 

（２）子供の生活体験や社会体験等に関する事業の推進 

（３）学校や地域等と連携した地域学校協働活動の推進 

（４）地区体育祭や音楽祭等、地域で行なわれる行事等の推進及び関係団体 

等の支援 

 

基本方針 5 学習サークルへの支援並びに職員の資質の向上  

会員の高齢化等により学習サークルの中には解散をする事例も見受けられることか

ら、学習サークルの学びの成果を地域で活かす地域貢献活動を促進し、新規会員の

加入の機会につなげるなど継続して活動ができるよう支援するとともに、新たな学習サ

ークルの立ち上げにつながる取り組みを推進する。 

また、公民館職員としての資質をより一層高めるため、生涯学習や社会教育に関す

る幅広い知識の習得及び事業の企画立案能力等の向上に努める。 

【重点目標】 

（１）学習サークルの継続的活動の支援と地域貢献活動の促進 

（２）利用登録団体懇談会等の場を活用した公民館に関する研修等の実施 

（３）職員の資質向上を図るための研修の実施並びに各種研修会への参加 
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令和 7 年度 狭山市公民館 振り返り 

  

狭山市公民館では、令和 7 年度の運営方針に基づき 5 つの基本方針を掲げ、各公民館の

事業や狭山市公民館連絡協議会の事業として実施した。 

各基本方針は次のとおりであり、本年度の反省と課題を踏まえ、次年度事業に活かしていき

たい。 

 
 

1 現代的課題や地域課題への取組の推進及び人材の発掘と育成 

各公民館において人権や平和、環境、防災・防犯、少子高齢化、子育て、健康、国際化

などの現代的課題や地域課題の解決に向けた取組の推進を図った。これらの取組の実施

にあたっては、様々な学習サークルと連携し、人材の発掘と育成に努めた。 

 

２ ライフステージに応じた学びと交流を促進する事業の充実 

各公民館において家庭教育支援に関する事業や、幼児から高齢者までを対象としたライ

フステージに応じた各種事業を実施した。特に高齢者対象の事業では、情報格差の解消を

図るため、スマートフォンの使い方などを学ぶ「スマホ教室」などを実施した。 

また、豊かな地域コミュニティづくりに資するよう、市民文化祭やコンサート、お祭りといった

住民相互や幅広い世代が交流できる事業を実施した。 

 

３ 大学等の教育機関や関係団体等と連携した学習機会の充実 

図書館などの社会教育施設や大学、ＮＰＯ法人、公民館利用団体などと連携して事業を

実施した。特に６月に実施している入会体験フェスタでは、サークル会員増強の支援を行い、

新規の入会体験者が参加しやすい環境づくりを促進した。 

 

４ 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の推進 

   学校、地域、公民館利用団体などと連携し、地域資源を活用した事業を実施した。事業

地域住民による伝統文化や自然体験などに関する事業を実施し、世代間交流の促進や地

域での居場所づくりに寄与した。 

 

５ 学習サークルへの支援並びに職員の資質の向上 

   学習サークルの活動を支援するとともに、住民相互のつながりと地域の連帯感を醸成する 

ため、学びの成果を講座などで活かす地域貢献活動を促進した。 

また、職員の資質向上を目的に、入間地区公民館連絡協議会が開催する公民館学校へ 

の参加や、職員研修会を開催し、課題意識や解決に必要となる研修等を開催した。 
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★ピックアップ事業★ 第42回 狭山市民展
【講座のねらい／内容】

広く市民の芸術文化に対する意識の普及と創
造意欲の高揚を図り、市民文化の振興を図るこ
とを目的として、令和7年6月27日（金）から7
月1日（火）まで、5日間実施した。

展示については、日本画・洋画・彫刻・工
芸・書・写真の6部門から作品の公募を行い、
今回は日本画・洋画・工芸・書・写真の5部門
で189点の展示を行った。

また、会期中に協力団体の会員による作品解
説を行った。

5日間で1,718名の方々に来場いただき、総
合評価は4.5となり、満足度の高い展示会と
なった。

なお、運営については、狭山市公民館連絡協
議会から実行委員（担当館）を選出して行った。

【総合評価】 4.5

【来場者】 1,718 名

【重点目標】 1-(4) 

【作品総数】 189点

【主 催】 狭山市公民館連絡協議会

【協 力】 狭山市写真連盟
狭山市美術家協会
狭山市民美術協会

【狭山市美術家協会によるギャラリートーク】

【工芸】

【書】

【写真】
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★ピックアップ事業★ 職員研修会
「キラキラ～さやまで輝く人から学ぶ～」

【講座のねらい／内容】
各公民館の職員が集まり、令和8年1月に研修会

を実施した。
今回は、「キラキラな（魅力的な・働きたい）

職場環境を考える」をテーマに、前半（午前）は
講師が経験してきた「狭山から起業への挑戦」を
主題に、自身の体験や学びから新しいものを生み
出す考え方などについて講義をしていただきまし
た。後半（午後）はグループワークを実施し、各
グループに分かれて、職場での日頃の悩みなどを
共有するとともに、魅力的な職場環境のあり方や
意欲を出すための取組などを話し合い、プレゼン
テーション（発表）を行った。

【研修会の目的】
(1)公民館等職員の資質向上を目的として、研修会
を実施する。
(2)働く公民館の枠を超えた職員間のつながりを構
築する。
(3)歴史や伝統を大切にしながら、時代の流れを読
み、時代の変化に柔軟な対応をすることができる
ようになる。
(4)一人一人の個性を生かして、利用者、職員とも
に満足度・愛着の高い地域の学習拠点として、魅
力的な地域づくりに貢献する。

【講 師】 入間川 愛
（合同会社ティーレックス）

【総合評価】 4.6

【参加者数】 13名

【重点目標】 5-(3) 

【主 催】 狭山市公民館連絡協議会

【前半の講義の様子】

【後半のプレゼンテーションの様子】 【後半のプレゼンテーションの様子】

【グループワークの様子】

【グループワークの様子】
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分
類

終了時期

6月 1 回 － 人 0 円

【ねらい】

　 5-(1)

7月 1 回 1,718 人 0 円

【ねらい】

4.5 1-（4）

2 件 2 回 1,718 人

1月 1 回 27 人 0 円

【ねらい】

4.5 5-（3）

3月 8 回 26 人 0 円

【ねらい】

　 5-（3）

2月 1 回 2 人 0 円

【ねらい】

5-（3）

3 件 10 回 55 人

令和7年度　狭山市公民館連絡協議会　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

イ
ベ
ン
ト

【主催】 1 公民館利用サークル入会体験月間 【継続】 6月

【内容】
6月の1か月を入会体験月間と位置づけ、公民館だより
などで周知し、サークルの会員増強を支援した。

サークル活動の支援と、広く市民への生涯学習の
機会の拡充を図ることを目的に、入会体験の情報
を公民館だよりなどでサークルの情報を発信す
【総合評価】

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

市内在住、在勤、在学、在活の方を対象とした公募展
を実施した。
日本画、洋画、工芸、書、写真の各部門から189点出
展があった。なお、彫刻の出展は無し。招待展示は行
わず、特別展示（写真）を４点展示した。

広く市民の芸術文化に対する意識の普及と創造
意欲の高揚を図ることを目的として、展示会を実施
する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】狭山市写真連盟、狭山市美術家協会、狭山
市民美術協会【実行委員担当】狭山市公民館連絡
協議会(中央公民館、柏原公民館、富士見公民館、
水野公民館、入曽公民館、奥富公民館)

【重点目標】

備
考

【主催】 2 第42回狭山市民展 【継続】 6月

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

研
修

【主催】 1 職員研修会 【継続】 4月

【内容】
（1）新任職員研修
DVDを使用した公共施設予約システム操作研修（個
人学習）を実施した。
（2）狭山市公民館連絡協議会職員研修
「さやまで輝く人から学ぶ」をテーマに公民館等職員の
資質向上を目的とした研修を1月に実施した。

公民館等職員の資質向上を目的として、研修会を
実施する。

【内容】
（1）定期総会（1回)
館長9名、主事2名を派遣した。
（2）管内館長の連絡組織である理事会(3回)
理事として延べ3名を派遣した。
（3）専門委員会(4回)
研修企画委員会(1回)、情報委員会(1回※電話会議)、
研究委員会(2回)に委員として各1名、延べ4名を派遣
した。

公民館相互の情報交換、連絡連携により、運営の
向上を図ることを目的として、入間地区の市町で
構成する公民館連絡協議会に職員を派遣する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】川越市・所沢市・飯能市・狭山市・入間
市・富士見市・坂戸市・鶴ヶ島市・日高市・ふじ
み野市・毛呂山町・三芳町・越生町

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】(2)入間川愛（合同会社ティーレックス）

【共催】2 入間地区公民館連絡協議会への職員派遣 【継続】 4月

【共催】3 入間地区公民館連絡協議会主催研修への参加【継続】 8月

【内容】
入間地区公民館連絡協議会が主催する研修に参加し
た。
(1)公民館学校（公民館基礎課程）
　 1回、2名参加
(2)公民館学校（コミュニティ学習支援養成課程）
　 1月実施予定。

公民館相互の情報交換、連絡連携により、運営の
向上を図ることを目的として、入間地区の市町で
構成する公民館連絡協議会に職員を派遣する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】川越市・所沢市・飯能市・狭山市・入間
市・富士見市・日高市・毛呂山町・三芳町

『研修』事業（件数、回数、延参加者数）小計
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分
類

終了時期

令和7年度　狭山市公民館連絡協議会　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 6 回 75 人

【ねらい】

　 　

3月 1 回 7 人

【ねらい】

　 　

2 件 7 回 82 人

3月 1 回

【ねらい】

　

1 件

相互の情報交換、課題検討を目的として、市内全
11館の館長及び富士見集会所長による会議を実
施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 1 館長・所長会議 【継続】 4月

『会議』事業（件数、回数、延参加者数）小計

広
報

【主催】 １．冊子「狭山市の公民館の取り組み」の作成 【継続】 4月

【内容】
（1）公民館連絡調整会議（職員部会）を1回実施した。
（2）公民館利用者アンケート調査を10月に実施予定。

相互の情報交換、連絡調整を目的として、市内全
11館の公民館及び富士見集会所の職員(主幹以
下)により構成する会議を実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

会
議

【主催】 2 連絡調整会議（職員部会） 【継続】 4月

【内容】
市内全11館の公民館長及び富士見集会所の所長な
どを構成員とする定期会議を毎月1回実施した。

『広報』事業（件数）小計

【内容】
市内全11公民館および入曽地域交流センターの前年
度利用状況・前年度事業報告及び今年度事業計画に
ついて、冊子「狭山市の公民館の取り組み」を作成し
た(5月30日完成)。

効果的に情報発信を行うことを目的として、市内11
公民館及び入曽地域交流センター分の事業報告
や事業計画を取りまとめた冊子を作成する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考
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各館「事業一覧」 表の見方 
 

1 「分類」について 

(1) 青少年対象事業 

青少年を対象とした学級、講座として実施した事業です。 

(2) 成人一般対象事業 

成人に関する問題、生活講座等、一般向けに実施した事業です。 

(3) 高齢者対象事業 

概ね 60 歳以上を対象として実施した事業です。 

(4) イベント事業 

市民文化祭、市民体育祭、スポーツ大会、公民館まつり、芸術祭、音楽会など、広く市民が参加できる 

学習イベント（映画鑑賞会、演芸会、メッセージギャラリー）などの事業です。 

(5) 展示事業 

    ロビーや階段などを活用した作品の展示です。 

(6) 会議等 

事業運営委員会、利用者懇談会、実行委員会、防災訓練、避難訓練、その他の利用者協力事業 

（設備備品の点検修理、大掃除など）などです。 

(7) 広報事業 

各公民館だよりの発行、ホームページの更新です。 

 

２ 「事業件数・延べ開催回数・延べ参加者数」について 

(1) 事業件数 

単発講座及び 2 回以上実施する連続講座はともに、事業件数を「1」としています。 

(2) 延べ開催回数 

    単発講座または連続講座であるかに関わらず、「実施した個別の講座の合計数」としています。 

(3) 延べ参加者数 

    参加者数は、個別の講座の参加者数の合計としています。ただし、大規模なイベントで参加者数の 

正確な把握が困難な事業は、実行委員会報告や職員による計測などに基づいた概算人数としていま 

す。 

また、ロビーなどで行う「メッセージギャラリー」は、作品展示とは異なり、市民が参加する学習活動で 

あることから参加人数は寄せられたメッセージ数としています。 

 

３ 「総合評価・重点目標」について 

(1) 総合評価 

    各講座などで実施した受講者アンケート結果を基に５点満点で記載しています。 

    （小数点第 2 位で四捨五入） 

5…とても良かった 4…良かった 3…ふつう 2…悪かった 1…とても悪かった 

(2) 重点目標 

講座などのねらいに合った各館の重点目標の番号を掲載しています。 
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◆

平成24年7月18日

鉄筋鉄骨コンクリート造・地上3階建

㎡ 〔事務室、貸室、トイレ、廊下の他共有部分を含む〕

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

職員配置

◆

狭山市入間川1－3－1（狭山市市民交流センター内）

3

社会教育主
事有資格者

2

スクリーン、音響機器、アップライトピアノ、プロジェクター、映写機

ホワイトボード

ホワイトボード

主事

20第2学習室

第3学習室

第4学習室

第5学習室

第1和室

第2和室

20

20

20

26

7224

備考

陶芸窯、七宝窯

ホワイトボード（壁掛け）

ホワイトボード

ホワイトボード

面積

97

36

定員

30

20

施設概要

敷地面積

区分

工芸室

第1学習室

2,369.00

2,947.00

施設案内

開館年月日

構造 ・規模

施設内容

炉、水屋（第１、2和室共用） ※12畳

炉、姿見鏡 ※16畳

グランドピアノ、ホワイトボード、演台、音響機器

アップライトピアノ、ホワイトボード、演台、音響機器

ＩＨ調理器具

合計

第1ホール

第2ホール

調理実習室

視聴覚室

470

148

51

790

100

40

中央公民館

館長 副館長 主幹 主査

148100

60

16

20

35

35

41

81

5

主任

1 1 30

04-2952-4137

狭山市駅西口徒歩1分（歩道デッキ直結）

chuo-kom@city.sayama.saitama.jp

所在地

電話 ＦＡＸ

E-mail

交通

04-2952-2230

（R8.4.1時点）
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令和７年度 中央公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

中央公民館では、4 つの重点目標を掲げ、事業を実施した。各重点目標についての振り返

りは次のとおりである。 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題の解決に向けた取り組みの実施 

人権、平和への理解を深めることを目的とした「人にやさしい人権講座」や健康をテーマに

フレイル予防などを目的とした「健康講座」、「認知症予防講座」、「中央寿講座」、防犯をテー

マに特殊詐欺被害の防止、意識啓発を目的とした「地域の安心安全講座～特殊詐欺被害防

止～」などの講座を実施した。 

現代的な課題がある中で、課題解決に向けた優先を検討していき、効果的かつ魅力的な

事業を企画、立案していく。 

 

重点目標 2 地域力を活かした取り組みの実施 

公民館利用団体や、青少年育成入間川地域会議、入間川地区自治会連合会、地域包括

支援センター、総合子育て支援センター、中央図書館、地域の企業など様々な団体と連携し

て講座を実施した。 

今後も地域との更なる連携を進めて、地域にあるつながりを生かしつつ、講座などの事業を

実施しながら新たなるつながりに広がっていけるよう取り組んでいく。 

 

重点目標 3 全ての人々の居場所づくりの推進 

 夏休みの小学生を対象とした「ぼくわたしの夏休み」や子育て世代の親子を対象とした「子

育て応援講座 Hello Hello Halloween ～おはなし会とプラバン工作～」、１８歳以上の知的障

害者を対象とした「あけぼの教室」、芸術文化の普及啓発を図ることを目的とした「狭山市美術

家協会展・県展入選作展」、「写真連盟展」などの講座を実施した。 

 今後も、世代を問わず多くの方々に利用していただけるよう、一人一人の居場所づくりを進

めていく。 

 

重点目標 4 学びの成果を地域で活かす地域貢献活動の推進 

公民館利用登録団体が日頃の学びの成果を発表できる場として「市民文化祭」や狭山市駅

西口周辺のにぎわいの創出を行う「入間川まちづくりコンサート」などの事業を実施した。 

今後も地域貢献活動の場の創出を行いながら事業を実施していくとともに、事前利用申請

の活用による地域貢献活動がしやすいように制度の周知に努めていく。 
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★ピックアップ事業★

【講座のねらい／内容】
地域の大人から様々な事を学び、世代間交流を図ることや日頃の活動成果を地域に還元し、魅力的な

地域づくりを進めることを目的として、中央公民館利用登録団体（中央公民館で活動しているサークル）
が講師となり、小学生を対象とした体験教室を実施した。
令和7年度は、中央公民館利用登録団体2１団体（公募）が講師を務め、8月の夏休み期間に21講座

（全23回）を実施した。
講座を実施した結果、208名の参加があり、中央公民館利用登録

団体が日頃の活動成果を生かして講座を実施することで、日頃の
活動成果を地域に還元し、世代を超えた交流を創出することができた。

【実施講座（実施日程順）】
1 七宝焼きを体験しよう！（七宝焼き）
2 スクラッチプログラミングで楽しくゲームを作ろう（プログラミング）
3 ポンポンを持ってチアダンス体験♪（チアダンス）
4 絵やポスターを描こう（絵描き）
5 やってみよう！紙芝居！（紙芝居）
6 フラダンスを楽しもう（フラダンス）
7 キッズウクレレ体験（ウクレレ）
8 こどもマジック入門講座（マジック）
9 小学生将棋大会（将棋）

10 手話でビリーブを歌ってみよう♪
11 はじめての囲碁（囲碁）
12 踊ってみよう！楽しいフォークダンス（フォークダンス）
13 みんなで一緒に手話体験（手話）
14 夏休み書道体験（書道）
15  ぼくとわたしのマジック教室（マジック）
16 ウクレレで弾き語り体験（ウクレレ）
17 つくってみようやってみよう！紙芝居！（紙芝居）
18 ぼくわたしの夏休み体験茶会（茶道）
19 紙芝居と語りで知る昔の戦争（紙芝居）
20 学んでみよう！百人一首（百人一首）
21 夏休みの写真教室（写真）

※以下の事業は参加者がいなかったため中止した
22 お笑い演劇「落語」を体験（落語）
23 みんなで楽しくレッツダンス♪（ダンス）

【講 師】
1 七宝焼さくら草
2 パソコンCAまぐまぐ
3 Ｓｕｎｆｌｏｗｅｒ Ｃｈｅｅｒ Ｄａｎｃｅ Ｔｅａｍ
4 狭山市美術家協会
5 拍子木カンカン
6 フラ・レフア
7 ウクレリアンズ
8 狭山マジッククラブ
9 わかば将棋クラブ（こども将棋クラブ）

10 コーラス虹
11 さやまだれでも囲碁クラブ
12 狭山市フォークダンス同好会
13 狭山市聴覚障害者の会
14 さやま美文字書道会
15 マジック「四喜」
16 フラ・レフア

「ぼく、わたしの夏休み」

7 キッズウクレレ体験

1 七宝焼きを体験しよう！

４ 絵やポスターを描こう

17 （さやま）紙芝居しあわせ一座
18 狭山市茶道連盟
19 原水爆禁止狭山市協議会
20 深読み百人一首
21 狭山市写真連盟
22 お笑いボランティアサークル「お笑い友の会」
23 ダンスチーム“Merci”

【総合評価】4.7
【参加者数】208人
【重点目標】1、2、3、4
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★ピックアップ事業★

【講座のねらい／内容】
あけぼの教室は、成人の知的障害者を対象に、レクリエーションなど様々な体験学習や交流の機会をつくり、障

害者の自立と社会参加の促進を図っていく事を目的に実施した。
各回「みんなで楽しく活動する」をコンセプトに、運動、工作、レクリエーションなどを企画し、全３回開催した。
令和７年度からは、参加者にアンケートを書いていただき、満足度や本人達の思いを聞くことができた。

【講師】公民館職員、市民ボランティア

【協力】狭山マジッククラブ（第3回イベント事業協力）

【参加者数】延べ78人

【重点目標】1、２、3、4

【総合評価】4．2

【その他】参加費各回3００円（材料費など）

「あけぼの教室」

★ピックアップ事業★ 「狂言講演会」

【講座のねらい／内容】
伝統文化を地域に広め、次世代への伝承を図ることを目的として、

狭山市に関連のある狂言について学ぶ講演会を実施した。
当日は、「狂言を身近に学ぶ」をテーマに、「入間川（当市を流れる

入間川を題材にした狂言）」を題材に、狭山市にゆかりのある狂言師
3名から狂言について学んだ。
講演会のなかでは、非常に近い距離で実際に狂言を演じていただく

ことや衣装についての説明などがあり、日頃の生活では体験すること
ができない、貴重な機会とすることができた。

【講師】山本 泰太郎、山本 則孝、山本 凜太郎

【共催】狂言入間川を観る会

【参加者数】93人

【重点目標】1、２、3

【総合評価】４．4

事業(教室)の様子

当日の様子
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分
類

終了時期

3月 300 回 1,984 人 0 円

【ねらい】

1、3

8月 23 回 208 人 ※ 円

【ねらい】

4.7

8月 1 回 2 人 0 円

【ねらい】

5.0 1、2、4

8月 1 回 7 人 0 円

【ねらい】

5.0

1月 1 回 100 人 0 円

【ねらい】

4.4

令和7年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【重点目標】

備
考

【協力】狭山市市民交流センター

【共催】 2 ぼく、わたしの夏休み 【継続】 8月

青
少
年

【主催】 1 開放教室「独習」 【継続】 4月

【内容】
2週間前の段階で予約の入っていない施設を宿題や
受験などの学習用に開放した。
なお、日程についてはホームページで周知した。
※通年で実施

青少年の居場所づくりに寄与することを目的とし
て、予約の入っていない施設を宿題や受験などの
学習用スペースとして開放する。
【総合評価】

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

共催団体を中央公民館利用登録サークルから公募
し、各サークルが日頃活動している活動内容と関連し
た体験教室を夏休みの小学生を対象に、七宝焼、プロ
グラミング、チアダンス、絵描き、紙芝居、フラダンス、ウ
クレレ、マジック、将棋、手話コーラス、囲碁、フォーク
ダンス、手話、書道、茶道、百人一首、写真教室を実
施した。※一部実費徴収

地域の大人から様々な事を学び、世代間交流を
図ることを目的として、夏休みの期間に、小学生を
対象とした、体験教室を実施する。
【総合評価】 【重点目標】 1、2、3、4

備
考

【講師】公民館利用登録団体　21団体

「語り継ごう あの頃のこと」(人権テーマ：平和)と題し
た、平和に関する朗読会を夏休みの小学生を対象に
実施した。

一人一人が人権を尊重し、多様性を認め合いな
がら、誰もがいきいきと暮らせる社会づくりを目指
し、小学生を対象とした人権講座を実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】朗読サークルクローバー

【主催】 3 人にやさしい人権講座 【継続】 8月

【内容】

勉強や運動などにおける、将来の夢や目標を実現す
る可能性を高めるために、中学生の時期の効果的なコ
ンディションづくり（栄養）について学ぶ講座を実施し
た。

地域力を生かして専門的な知識を学ぶことを目的
として、夏休み期間の中学生を対象とした講座を
実施する。
【総合評価】 【重点目標】 1、2

備
考

【講師】大川清(社会医療法人財団石心会)

【主催】 4 中学生講座 【継続】 8月

【内容】

・入間川地区の中学生を対象とした、百人一首かるた
大会を実施した。
・3人1組のチームでリーグ戦を3試合を実施し、運営ス
タッフも中学生が担当した。

百人一首かるたの伝統文化を学ぶとともに、大会
を通じて青少年の交流や健全育成を図ることを目
的として、百人一首かるた大会を実施する。
【総合評価】 【重点目標】 1、2、3

備
考

【共催】青少年育成入間川地域会議

【共催】 5 入間川地区中学生百人一首かるた大会 【継続】 1月

【内容】
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分
類

終了時期

令和7年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 回 人 0 円

【ねらい】

5 件 326 回 2,301 人

5月 1 回 61 人 0 円

【ねらい】

4.7

5月 1 回 25 人 0 円

【ねらい】

5.0 1、2、3

6月 1 回 9 人 0 円

【ねらい】

4.6 1、2、3

12月 3 回 78 人 ※ 円

【ねらい】

4.2 1、2、3、4

【重点目標】 1、2

備
考

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

成
人
一
般

【共催】 1 郷土の歴史文化講演会 【継続】 5月

青
少
年

【主催】 6 小学生講座 【新規】 2月

【内容】
地域力を生かして専門的な学びや体験の機会を提供
することを目的として、小学生を対象とした講座の実施
を予定していたが、募集に関する周知の方法を検討し
たく、次年度への繰越し事業とした。

地域力を生かして専門的な学びや体験の機会を
提供することを目的として、小学生を対象とした講
座を実施する。
【総合評価】

【内容】
「鎌倉街道秘話～義高ウオークで訪ねる中世の宿～」
をテーマに鎌倉街道秘話として、河川の渡河点にあっ
た宿場（入間川の入間川宿、越辺川の苦林宿、都幾
川の大蔵宿）にスポットを当てた講演会を実施した。

郷土意識の高揚を図ることを目的として、源頼朝
の追手に入間河原で討たれた清水義高を題材と
した、講演会を実施する。
【総合評価】 【重点目標】 1、2

備
考

【共催】義高ウォーク実行委員会
【講師】佐藤春生(毛呂山町歴史民俗資料館)

ダンス系のエクササイズを体験し、ストレス発散や運動
不足を解消することで健康的な生活を送れる体づくり
を学べる講座を実施した。

心身の健康、運動不足の解消及び世代間交流を
目的として、入門レベルのエクササイズ（運動）講
座を実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】近藤雅子

【共催】 2 楽しくエクササイズ講座 【新規】 5月

【内容】

地域で生活する人々の健康づくりを支援することを目
的として、ヘルスリテラシーに関する内容の講座を実施
した。
※当初、高齢者対象の事業計画としていたが、内容が
広く市民を対象としたものであったため、成人一般の
分類へ変更した。

地域で生活する人々の健康づくりを支援すること
を目的として、フレイル予防及び生活習慣病予防
などに関する講座を実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】伊藤千春（西武文理大学）

【共催】 3 健康講座 【新規】 6月

【内容】

障害者の自立、社会参加の促進とボランティアの育成
を図ることを目的に3回実施した。
(1)七夕飾り作成、手作りうちわ作成
(2)ハロウィン工作、ハロウィンカード作成
(3)ミニツリー工作、マジック鑑賞、クリスマスビンゴ大会
※材料費として各回ごとに300円の参加費を徴収

障害者の自立、社会参加の促進とボランティアの
育成を図ることを目的として、障害者を対象に、体
験学習や交流事業を実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】市民ボランティア、狭山マジッククラブ

【主催】 4 あけぼの教室 【継続】 7月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！
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分
類

終了時期

令和7年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

7月 1 回 16 人 0 円

【ねらい】

4.4 1、2

9月 1 回 9 人 0 円

【ねらい】

4.4

10月 1 回 19 人 0 円

【ねらい】

4.7 1、2、3

12月 1 回 9 人 0 円

【ねらい】

4.8 1、2

2月 1 回 93 人 0 円

【ねらい】

4.5

1、2、3、4

1、2、3、4

成
人
一
般

【主催】 5 地域の安心安全講座～特殊詐欺被害防止～ 【新規】 7月

【内容】
市内で特殊詐欺被害が増加していることを鑑み、安全
安心な住みやすい地域づくりを進めるため、犯行時の
音声を聞くことや手口などを学び、被害防止につなが
る講座を実施した。

特殊詐欺被害が増加していることを鑑み、安全安
心な住みやすい地域づくりを進めることを目的とし
て、被害防止につながる講座を実施する。
【総合評価】

【内容】
狭山市に関連する狂言（演目「狂言入間川」）を学ぶ
入門編の勉強会（体験会）を実施した。

伝統文化を地域に広め、次世代への伝承を図るこ
とを目的として、「狂言入間川」を学ぶ勉強会（体
験会）を実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】狂言入間川を観る会

【重点目標】

備
考

【講師】伊藤憲児（狭山警察署）

【主催】
6 われらの故郷が舞台の狂言「狂
言入間川」を知ろう！（入門編）

【新規】 9月

子どもたちに本に触れ、親しむ機会を提供すること及
び子育て支援の一環として親子で「楽しい」を見つけ
てもらうことを目的として、未就園児と保護者を対象
に、図書館司書によるハロウィーンに関連する絵本の
読み聞かせとプラバン工作を実施した。

子育てについての悩みや不安を解消する一助と
すること及び地域で子育てを応援することを目的と
して、子育てに関連する講座を実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】総合子育て支援センター、中央図書館

【共催】
7 子育て応援講座「Hello Hello Halloween
～おはなし会とプラバン工作～」 【継続】 10月

【内容】

バードウォッチングを通じて、川の保全など、環境につ
いて学び、考える体験型の講座を実施した。

環境に対する市民の意識啓発を図ることを目的と
して、身近な環境問題を学ぶ講座を実施する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】柏原公民館
【講師】ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク

【共催】 8 環境にやさしいライフスタイル講座 【継続】 12月

【内容】

「狂言を身近に学ぶ」をテーマとして、狭山市に関連す
る狂言（演目「狂言入間川」）について学ぶ講演会を実
施した。

伝統文化を地域に広め、次世代への伝承を図るこ
とを目的として、狭山市に関連する狂言について
学ぶ講演会を実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狂言入間川を観る会
【講師】山本泰太郎、山本則孝、山本凜太郎

【共催】 9 狂言講演会 【継続】 2月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！
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分
類

終了時期

令和7年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 1 回 6 人 0 円

【ねらい】

4.0 1、3

2月 2 回 20 人 1,700 円

【ねらい】

4.7 1、2

3月 2 回 19 人 500 円

【ねらい】

5.0 1、2、4

7月 回 人 円

【ねらい】

1、2、3

12 件 16 回 364 人

3月 11 回 34 人 0 円

【ねらい】

1、2、3

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

成
人
一
般

【共催】 10 ステップアップセミナー 【継続】 2月

【内容】
「私の家事、はじめの一歩」をテーマとして、整理収納
についての講座を実施した。

男女共同参画社会を実現するための意識啓発を
目的として、講座を実施する。

【総合評価】

【内容】
お茶をテーマにした講座を2回実施した。
(1)日本茶インストラクターによるお茶の効能や気軽な
楽しみ方、デコ和菓子作り
(2)お茶を使った薬膳料理

狭山市の特産品である、お茶を生かして、健康で
豊かな生活を送ることを目的として、「狭山茶」につ
いて学び、体験する講座を実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】(1)野口留美子氏　(2)土田丹智子氏

【重点目標】

備
考

【共催】男女共同参画センター
【講師】後藤 邦江

【主催】 11 お茶の楽しみ方エトセトラ 【継続】 2月

利用登録団体に講師を依頼し、パソコンの基礎的な使
い方を学ぶ講座を2回実施した。
(1)Wordを使って案内文の作成
(2)Wordを使ってチラシの作成

情報格差の解消及びパソコンを使用した情報発
信・情報収集などができるようになることを目的とし
て、講座を実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】狭山市民講師協議会

【主催】 12 初心者パソコン講座 【新規】 1月

【内容】

※講師の都合により中止した。 家庭や地域の教育力の向上及び世代間交流を図
ることを目的として、親子を対象とした講座を実施
する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】埼玉県家庭教育アドバイザーin狭山

【共催】 13 家族ふれあい講座 【継続】 7月

【内容】

高
齢
者

【共催】 1 オレンジカフェ 【継続】 4月

【内容】
認知症の人とその家族が安心して過ごすことができる
場として、カフェを毎月1回、第3金曜日(3月は祝日の
ため未実施)に開催し、情報交換や相談支援事業を実
施した。

認知症の人とその家族が安心して過ごすことがで
きることを目的として、気軽に集い、情報交換や相
談ができる場として、認知症カフェを開催する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】介護保険課
【協力】地域包括支援センター職員など
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分
類

終了時期

令和7年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 5 回 169 人 0 円

【ねらい】

1、2、3、4

9月 1 回 31 人 0 円

【ねらい】

4.0 1、2

1月 2 回 46 人 0 円

【ねらい】

4.2

3月 1 回 29 人 0 円

【ねらい】

4.7 1、2

5 件 20 回 309 人

9月 1 回 30 人 ※ 円

【ねらい】

1、3

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

高
齢
者

【共催】 2 青空サロン 【継続】 4月

【内容】
毎月、第3日曜日（8月を除く）にレクリエーション（体
操、ゲーム、脳トレ、レクリエーションダンス等）を実施し
た。
※通年で実施

地域の高齢者の健康維持、仲間づくりを目的とし
て、体操、ゲーム、脳トレ、レクリエーションダンスな
どのレクリエーションを実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】青空の会、高齢者支援課

座学に運動を交えて、日常生活で取り組むことのでき
る認知症予防についての講座を実施した。

認知症予防を目的として、日常生活で気軽に行う
ことができる認知症予防に関する講座を実施す
る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】入間川・入間川東地域包括支援セン
ター
【講師】根岸洋祐（埼玉石心会病院）

【共催】 3 認知症予防講座 【継続】 9月

【内容】

第1回は「人生会議　生き方と逝き方を考える」、第2回
は「どうする、老後の資金？～相続・遺言・金銭管理
～」をテーマに講座を実施した。

参加者のいきがいづくりや仲間づくりなどを支援す
ることを目的として、健康などの生活に役立つ内容
の講座を実施する。
【総合評価】 【重点目標】 1、2、3

備
考

【共催】入間川・入間川東地域包括支援センター
【講師】(1)五十嵐信子(狭山市医師会立在宅医療支
援センター)(2)畑中敦(社会福祉法人狭山市社会福
祉協議会)

【共催】 4 中央寿講座 【継続】 12月

【内容】

ながら運動のススメ(健康寿命を延ばすために)をテー
マに介護予防について、講義と実技（運動）から学ぶ
講座を実施した。

介護を受けずに健康に暮らすことを目的として、楽
しみながら身体を動かして学ぶ、介護予防に関す
る講座を実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】入間川・入間川東地域包括支援セン
ター
【講師】川村悠太（埼玉石心会病院）

【共催】 5 介護予防講座 【継続】 3月

【内容】

イ
ベ
ン
ト

【共催】 1 狭山市囲碁大会団体戦 【継続】 9月

【内容】
5名1チームの団体戦を実施した。
※参加費は1チーム3,000円

参加者の交流と囲碁人口の拡大を図ることを目的
として、囲碁大会を実施する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】狭山市囲碁連盟
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分
類

終了時期

令和7年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

10月 1 回 1,193 人 0 円

【ねらい】

1、2、3

10月 1 回 551 人 0 円

【ねらい】

4.3 1、2、3

11月 1 回 2,092 人 0 円

【ねらい】

11月 1 回 228 人 0 円

【ねらい】

11月 1 回 1,443 人 0 円

【ねらい】

4.9 1、2、3、4

イ
ベ
ン
ト

【共催】 2 入間川体育祭 【継続】 10月

【内容】
入間川小学校を会場に、紅白玉入れ、自治会対抗リ
レーなどを構成種目とする体育祭を実施した。

スポーツによる健康増進及び参加者の交流、親睦
を図ることを目的として、体育祭を実施する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】入間川地区自治会連合会、富士見公
民館
【協力】交通安全協会入間川支部、スポーツ推
進員、埼玉石心会、狭山市陸上競技協会

狭山市美術家協会展と県展入選者（市内在住者）の
作品展示を実施した。
※県展入選者は、希望者の作品のみ展示

芸術文化の普及啓発を図ることを目的として、展
示会を実施する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山市美術家協会

【共催】 3 狭山市美術家協会展・県展入選作展 【継続】 10月

【内容】

中央公民館利用団体による日頃の芸術文化活動の発
表会を実施した。
※参加団体52団体

市民文化の向上及び市民相互の交流を図ること
を目的として、中央公民館利用者（団体）の日頃の
成果を発表する文化祭を実施する。
【総合評価】 【重点目標】 1、2、3、4

備
考

【共催】狭山市市民文化祭中央公民館会場実
行委員会

【共催】 4 市民文化祭中央公民館会場 【継続】 10月

【内容】

多くの市民が生涯学習活動を始めるきっかけにするこ
とを目的として、「吹奏楽　Jazz Night」と題したコンサー
トを実施した。

多くの市民が生涯学習活動を始めるきっかけにす
ることを目的として、コンサートを実施する。

【総合評価】 【重点目標】 1、2、3、4

備
考

【共催】NPO法人さやま生涯学習をすすめる市
民の会、社会教育課

【共催】 5 市民交流コンサート 【新規】 11月

【内容】

【共催】 6 入間川まちづくりコンサート 【継続】 11月

【内容】
入間川地区の保育所や幼稚園、小学校、音楽サーク
ルが出演するコンサートを実施した。
また、実行委員については、出演団体から選出された
方で構成し運営を行った。
※出演団体15団体

市民の音楽、芸術文化活動の普及啓発及び狭山
市駅西口周辺のにぎわいづくりを目的として、地
域の団体が出演するコンサートを実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【主催】入間川まちづくりコンサート実行委員会
【共催】入間川地区センター、富士見公民館
【協賛】入間川地区自治会連合会
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分
類

終了時期

令和7年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 1 回 90 人 0 円

【ねらい】

4.8 1、2

2月 1 回 649 人 0 円

【ねらい】

4.8 2、3、4

11月 回 人 ※ 円

【ねらい】

1、2、3

8 件 8 回 6,276 人

11月 1 回 101 人

【ねらい】

1

12月 5 回 167 人

【ねらい】

1

2部制（上級の部と初級の部）のトーナメント方式による
ソフトボール大会を11月9日（日）に実施予定であった
が、雨天により中止した。
※参加費は1チーム3,000円

地域住民の交流及び親睦を図ることを目的とし
て、自治会対抗のソフトボール大会を実施する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】入間川地区自治会連合会、富士見公
民館
【協力】ソフトボール協会

【共催】 9 入間川地区ソフトボール大会 【継続】 11月

【内容】

イ
ベ
ン
ト

【内容】
市内で活動する団体による、写真の合同展示会及び
こども写真コンテストを実施した。

地域住民の写真活動を促進すること及び芸術文
化の普及啓発を図ることを目的として、狭山市写
真連盟による展示会を実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山市写真連盟

【共催】 8 写真連盟展 【継続】 2月

詩人・吉野弘の生誕100年を記念し、吉野弘の詩やそ
の人柄について、演劇を通して偲ぶ講演会（演劇鑑賞
会）を実施した。

狭山市に関連のある詩人・吉野弘の作品と生涯を
紹介することを目的として、講演会を実施する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】さやま吉野弘の会、入曽地域交流セン
ター

【共催】 7 茶の花講演会 【継続】 2月

【内容】

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

会
議
等

【共催】 1 消防訓練 【継続】 5月

【共催】 2 体育祭、ソフトボール大会に関する会議 【継続】 5月

【内容】
建物火災を想定し、市民交流センター内各施設職員
の避難訓練を2回実施した。

建物火災発生時に公民館利用者が安全に非難で
きるようにするとともに、利用者自身が日頃から災
害に対する心構えを持つことを目的とする。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【主催】狭山市市民交流センター

【内容】
入間川体育祭、入間川地区ソフトボール大会の実施
に向けて、実行委員会を5回、体育主任全体会議を3
回実施した。

体育祭、ソフトボール大会の企画内容や役割など
を決め、実施に向けた準備をすることを目的とす
る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考
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分
類

終了時期

令和7年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 4 回 107 人

【ねらい】

 2

2月 2 回 12 人

【ねらい】

　 1

12月 3 回 53 人

【ねらい】

1、2

3月 2 回 15 人

【ねらい】

2

3月 4 回 165 人

【ねらい】

1

7 件 21 回 620 人

会
議
等

【共催】 3 市民文化祭に関する会議 【継続】 6月

【内容】
参加団体から実行委員を選出した実行委員会を3回、
参加団体への説明を目的とした全体会議を2回実施し
た。

公民館利用団体が実行委員を担当し、主体的に
運営することによる学びを生み出し、生涯学習の
振興に寄与することを目的とする。

【内容】
事業計画などについて検討する事業運営委員会を2
回実施した。

事業運営委員と公民館職員の意見交換を行い、
公民館事業の企画、運営を円滑に進めることを目
的とする。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 4 事業運営委員会 【継続】 7月

入間川まちづくりコンサートの実施に向けて、実行委
員会を3回実施した。

コンサートの内容や役割分担についての調整を行
うことで、参加者の意思を統一し、円滑に開催でき
るよう準備することを目的とする。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】入間川まちづくりコンサート実行委員会

【共催】 5 入間川まちづくりコンサートに関する会議 【継続】 9月

【内容】

公民館利用団体と職員が合同で備品や施設の点検、
修理及び職員との座談会を2回実施した。

保守点検を利用団体と共同で行うことで、各団体
と職員が連帯して公民館を運営する意識の醸成を
図ることを目的とする。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【主催】 6 保守点検と座談会 【継続】 2月

【内容】

懇談会（公民館の利用方法、団体登録の更新などに
ついての説明）を4回(平日日中、平日夜間、土曜午
前)実施した。
※利用登録団体数が多いため、同一内容の懇談会を
4回実施した

公民館の役割や利用のルールについての再確認
と利用団体間の交流を図ることを目的とする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 7 利用者懇談会 【継続】 3月

【内容】

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計
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分
類

終了時期

令和7年度　中央公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 12 回

【ねらい】

1

3月

【ねらい】

1

2 件

　

【内容】
公民館の講座に関することや地域の情報を掲載する
公民館だよりを毎月15,000部発行した。

公民館事業や地域の情報を住民に周知すること
を目的とする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

『広報』事業（件数）小計

随時

【内容】
講座開催のお知らせなどについて、狭山市公式ホー
ムページ内の中央公民館のページの更新し、周知を
行った。

公民館事業の周知と講座等への参加者を募ること
を目的とする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

広
報

【主催】 1 中央公民館だより「いるまがわ」発行 【継続】 4月

【主催】 2 公民館ホームページ更新 【継続】 4月
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◆

（平成4年6月30日竣工）

ＲＣ造 ・地上2階建

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

平成25年度

共用部分照明ＬＥＤ化工事　 平成28年度

トイレ改修工事 洋式化 令和 3 年度

（R8.4.1時点）

◆

狭山市入間川3156

04-2959-0175

fujimi_kominkan@s-seiun.co.jp

西武バス（狭山台団地行）富士見公民館入口下車徒歩5分

施設概要

事務室

その他

工芸室 20

定員

180

20

－

－

調理室

ホール

音楽室 30

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

１
階

小計

第１学習室

富士見公民館

館長 副館長 職員

区分

2,172.17

5635

40

30

12

46

第２学習室

２
階

76

56

20畳敷・水屋・姿見

その他

社会教育主
事有資格者

空調設備改修工事

備考

七宝窯・ホワイトボード

スクリーン・ホワイトボード

スクリーン・ホワイトボード

ホワイトボード

グランドピアノ・スクリーン
スピーカー・音響機器

グランドピアノ・大型スクリーン
可動式舞台・緞帳・音響機器

ＡＥＤ・コピー機

保育室・印刷機

調理台5台・ホワイトボード

施設等の整備状況

平成4年10月1日

陶芸小屋

耐震補強工事

54

37

72

251

65

1212合計

250

－

117小計

面積

1 1 2

会議室

386

876

和室

※富士見公民館は指定管理者「(株)セイウン」が管理・運営しています

367

113

336

交通

04-2959-0175

所在地

電話 ＦＡＸ

E-mail

施設案内

0

職員配置

付属施設
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令和 7 年度 富士見公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

富士見公民館では、令和 7 年度の狭山市基本方針に基づき 3 つの重点目標を掲げ、事業

を実施した。各項目についての評価、課題は次のとおりである。 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題への取り組みの推進 

人権、平和、環境、防災、防犯、少子高齢化、子育て、健康などの現代的課題や地域課題

に対応するため「人権を知り、未来につなげる DVD 上映会」や「災害に備える防災講座」、「電

動モビリティカー交通安全・試乗体験講座」など、具体的で実践的な講座や啓発事業を実施

した。参加者が特定の年代に偏る傾向であったことから、より幅広い世代の参加を促すための

周知方法や内容の工夫が必要である。また、地域課題は多様化しているため、関係団体との

連携をさらに強化し、地域の実情に即した事業の企画・実施を継続していくことが求められる。 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた公民館事業の充実 

幼児から高齢者まで幅広い世代を対象とした事業を実施し、誰もが参加できる学習機会の

提供に努めた。特に子育て世代向けの託児付き講座や高齢者向けの健康・生きがいづくりを

目的とした事業では、参加者同士の交流が生まれ、地域における居場所づくりの役割を果た

すことができた。事業によっては参加者数が伸び悩むものもあり、ニーズの把握や広報方法の

改善が必要である。また、誰もが参加しやすい環境づくりや、多様なライフスタイルに対応した

事業内容の検討が今後の課題である。 

 

重点目標 3 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる公民館事業の推進 

まちづくりにつながる公民館事業の推進の一環として、初めて「新春寄席」を実施したところ、

地域住民から大変好評を得た。参加者からは次回の開催を期待する声が多数寄せられ、本

事業が地域交流の促進と活性化に寄与する取り組みとなった。また、様々な音楽イベントや入

間川地区体育祭など地域行事への協力や支援を通じて、地域活動の活性化に寄与した。地

域行事や学習活動において参加者の固定化が見られるため、新たな参加者の参入を促す工

夫が求められている。また、近隣の教育機関や地域団体との連携を一層強化し、学社連携の

視点を踏まえながら、地域全体で教育力を高めていく体制の構築が必要である。 
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【ねらい】 健康・環境・人権など、様々なジャンルからテーマを選択し、高齢者の生きがいづくり、健康づくりを
推進する。

【内　容】 東雲大学の講座の一環として、新春寄席を実施した。一般公開講座とすることで、地域の人が集い
本事業を知ってもらう機会とした。

【出　演】 墨亭右柳、ぽんぽん亭遊月、参遊亭小遊、参遊亭遊若、ヒョロビリーズ
【参加人数】98名（東雲大学受講生39名、一般参加者59名） 【重点目標】1 【総合評価】4.7

【ねらい】 女性が楽しみながら学習し、日々の生活の充実と豊かな暮らしづくりを促進する。

★クリスマスを彩るフルーツカッティング講座★

【内　容】 「身近なフルーツをおもてなしの一皿に」をテーマに、クリスマスや年末年始のイベントに向け、
フルーツカッティングとあわせ、フルーツの切れ端を活用したフルーツティーの作り方を学んだ。

【講　師】 徳元智香
【参加人数】12人 【重点目標】1、2 【総合評価】4.8

★スマートボール・ストレッチ教室★

【内　容】 スモールボール、スーパーボール、タオルなどを使用し、日常生活の動作を楽にするコツ、運動前の
身体づくり、ホームケアなどを楽しく学んだ。公民館で子育て応援事業を実施している団体へ託児を
依頼し、参加者が安心して講座に集中できる環境を整え実施した。

【講　師】 ミク 【託児協力】親子サロン「すくすく」
【参加人数】10人 【重点目標】1、2 【総合評価】4.8

★ピックアップ事業★ 東雲大学 新春寄席

★ピックアップ事業★ 女性講座
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分
類

終了時期

3月 19 回 221 人 0 円

2

8月 2 回 12 人 500 円

4.9 2

7月 1 回 83 人 0 円

2、3

2月 3 回 37 人 0 円

1、2

3月 3 回 35 人 0 円

1、2

3 みんなで作る七夕飾り 【新規】 7月

【内容】

【総合評価】

【内容】 【ねらい】
・7月：お絵描き「みどりをつくろう！みどりで遊ぼう！」
・12月：工作「マカロニでクリスマスツリーをつくろう！」
・2月：遊び「トイレットペーパーで雪合戦」
を実施した。

未就学児親子を対象に、地域住民同士のつなが
りを促進し、子育てしやすい地域づくりを目指す。

【総合評価】

7月

【重点目標】

備
考

【講師】プレイルーム

【共催】

【重点目標】

備
考

【講師】ふじみおはなし会

備
考

【共催】 5 手作り遊びとお話し会 【継続】

4 プレイルーム 【継続】

令和7年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【主催】 1 開放教室 【継続】 4月

青
少
年

【内容】
フリースペースや1階の空き部屋を利用し、小中学生が
安心して過ごせる居場所の提供を実施した。

小・中学生に学習や子ども同士のふれ合い・憩い
の場を提供する。

【総合評価】

【内容】
子どもたちが楽しみながら創造的・体験的な活動
に取り組むことで、科学的な興味や感覚的な成長
を促すとともに、地域交流や学びの場とする。

備
考

利用のあった日数を回数とする。

【ねらい】
事前に用意した笹に、折り紙などで自由に作った笹飾
りや、願い事を書いた短冊の飾り付けを実施した。笹飾
りと短冊は、館内展示後に狭山市入間川七夕まつり会
場の本飾りへ飾り付けを実施した。

備
考

【主催】

・6月：雲みたいなスライムをつくろう
・8月：見える？見えない紫外線！紫外線チェックスト
ラップをつくろう
を実施した。

【ねらい】

【講師】牧島幸子（クラフトクリエーター）、小林
眞理子（埼玉たのしい科学ネットワーク）

【重点目標】

7月

【内容】 【ねらい】
・7月：パネルシアター「魔法のレンジ」、工作「紙コップ
で万華鏡」
・12月：パネルシアター「赤鼻のトナカイ」、工作「松ぼっ
くりでクリスマスツリー」
・3月：パネルシアター「不思議な冷蔵庫」、工作「紙コッ
プで動く不思議な人形」
を実施した。

小学生までの親子を対象に、親子同士の触れ合
いを深め、子どもの読書に対する関心を高めること
を目的に、読み聞かせと工作の構成で実施する。

入間川七夕まつりに合わせ、子どもたちが笹飾り
を作り、自身で笹飾りを飾り付ける。子ども同士の
交流を深めながら、地域行事への関心を高める。
【総合評価】 【重点目標】

【主催】 2 まちかどサイエンス 【新規】

【ねらい】

【重点目標】

6月

【総合評価】
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分
類

終了時期

令和7年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

8月 1 回 34 人 1,200 円

4.7 2

8月 1 回 17 人 700 円

4.4 1

11月 1 回 15 人 500 円

4.4 2

7月 回 人 円

2

8月 回 人 円

1、2

8 件 31 回 454 人

青
少
年

8 クリスマス・スノードームづくり 11月【主催】 【新規】

【ねらい】
季節を感じながら、ものづくりの楽しさや作品を完
成させる喜びを味わう。

【講師】牧島幸子（クラフトクリエーター）
【重点目標】【総合評価】

9 中庭モルック

【ねらい】
スマートフォンやゲーム以外の余暇の過ごし方とし
て、仲間や地域住民との幅広い世代と交流しなが
ら楽しめる活動の機会をつくる。
【総合評価】 【重点目標】

【内容】

備
考

参加者が必要人数に満たず中止とした。

7 親子参加型事業　

【主催】 8月【継続】6 夏休み子ども陶芸教室

【内容】
1日目：粘土の基本的な扱い方、成型方法を学び、自
分でデザインした皿やマグカップなどの作成
2日目：成形した作品の絵付け・模様付け作業
を実施した。
※講師による本焼き後、作品の引き渡しを実施した。

【ねらい】

7月【主催】 【新規】

【内容】

【ねらい】

備
考

【講師】大貫裕子、安藤倫子（さやま環境市民
ネットワーク）

身近にあるものを使い、オリジナルスノードームづくりを
実施した。

【主催】 10 環境講座 【継続】

【内容】
小学生までの親子を対象に、親子が協力して活
動する機会を提供し、家庭や地域でのふれ合い
や絆を深める。
【総合評価】

8月

【継続】

【ねらい】
小学3年生以上を対象に、陶芸体験を通じてもの
づくりの楽しさや達成感を味わい、想像力や表現
力を育む。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】陶芸サークル東雲窯、彩工房、陶の会
凡土

備
考

【主催】

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【講師】土田悠、権田由香子（武州ガス株式会
社）

「エコ・クッキング講座とピザ作り」
買い物、料理、片付けを通して、食品ロスを減らす工夫
や、地産地消、旬の食材の活用、エネルギーの使い方
など、自分たちが取り組める持続可能な食生活の大切
さを学び、夏野菜を使ったピザ作りを実施した。

【総合評価】 【重点目標】

【重点目標】

備
考

8月

紙のリサイクルの仕組みや大切さを理解し、自分
たちにできる環境への取り組みについて考える
きっかけとする。

【内容】
「雑がみポン！紙のリサイクル大作戦！」
参加者が定員に満たず中止とした。
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分
類

終了時期

令和7年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 22 回 250 人 ※ 円

1

2月 11 回 77 人 0 円

1、2

6月 1 回 9 人 1,500 円

4.8 2

11月 2 回 10 人 ※ 円

4.5 2

9月 1 回 65 人 0 円

1

備
考

【講師】原田修（埼玉県オレンジ大使）
【共催】富士見地区地域福祉を考える会（おた
がいさまふじみ）

「認知症になっても暮らしやすい地域づくり」を目
指し、認知症を理解する。

【総合評価】

夏に向けて、涼し気な吊りしのぶ風の苔玉づくりを実施
した。

【内容】

【新規】【共催】

・7月：おとな陶芸教室（2日間コース）
・11月：そば打ち体験と実食
を実施した。

備
考

昔ながらの夏の風物詩である「吊りしのぶ」を作る
ことで、日本の季節文化や暮らしの知恵を体験的
に学ぶ。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】大島恵（みどり屋和草）

【ねらい】

【ねらい】
・4月：折り紙を楽しもう・5月：手遊び、パネルシアター
・6月：自由遊び・7月：中庭プール遊び
・8月：中庭プール遊び※参加者なく実施に至らず
・9月：ミニ運動会・10月食育とランチ
・11月：ふわふわかくれんぼ※参加者なく実施に至らず
・12月：クリスマスで遊ぼう
・1月：みんなでお汁粉を食べよう　・2月：自由遊び
を実施した。

就園前の親子を対象に、親子のふれ合いを深め
るためのレクリエーションを行い、子育てをする保
護者を応援をする。

6月

【内容】

【総合評価】

【ねらい】

【講師】陶の会凡土（7月）、狭山手打ちそばの
会（11月）
※参加費：おとな陶芸教室1,000円、そば打ち
体験と実食1,800円

4 生涯学習支援講座

4月

【内容】

パソコン操作の基礎を学び、情報格差の解消を図
る。

・Word：概要、基礎、文字入力、商店・書店で使える
POPポスター、張り紙やはがきに使える案内地図、ある
と便利な日常の張り紙や書類
・PowerPoint：基礎知識、プレゼンテーション作成、表と
グラフ作成
・インターネット：生成AIを使った文章や画像作成方法
を学んだ。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】狭山パソコン支援の会
※全22回、教材費込み22,000円

【共催】

4月

【内容】 【ねらい】

2 子育て応援講座「すくすく」 【継続】

【重点目標】

9月

認知症の理解をより深めるため、埼玉県オレンジ大使
（認知症当事者）による講演を実施した。

【総合評価】

5 認知症を知る勉強会

【重点目標】

備
考

【協力】親子サロン「すくすく」

【ねらい】

【継続】 7月

【内容】
公民館で活動しているサークルが講師となり、日
頃の活動で培った技能や知識を地域に還元し、
地域全体の学習機会を広げる。

【重点目標】

【主催】

成
人
一
般

【主催】 3 吊りしのぶ風苔玉づくり 【新規】

【共催】 1 パソコン応用講座 【継続】

-40-



分
類

終了時期

令和7年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 2 回 22 人 ※ 円

4.8 2

2月 1 回 42 人 0 円

1

3月 1 回 8 人 0 円

1

8 件 41 回 483 人

3月 48 回 992 人 0 円

1

3月 19 回 460 人 1,000 円

1

【共催】 1 いきいき百歳体操しののめ 【継続】

【主催】 2 元気塾 【継続】

日常生活や地域活動のなかで直面する環境課題
を理解し、身近な課題として関心をもつきっかけと
する。

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

【内容】 【ねらい】

地域での仲間づくりや健康増進・維持を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

備
考

【ねらい】

【総合評価】 【重点目標】
【講師】青空の会

腕におもりを着用し、座りながら行う「いきいき百歳体
操」を毎週火曜日に実施した。

【内容】

【講師】いきいき百歳体操サポーター
【協力】介護保険課、地域包括支援センター

【ねらい】

【講師】徳元智香（12月）、ミク（2月）
【協力】親子サロン「すくすく」（託児）
※参加費：フルーツカッティング講座1,500円、
スマートボールストレッチ教室500円

【継続】8 環境講座

【主催】 6 女性講座　 【継続】 12月

【主催】

【継続】

【内容】
「人権を知り、未来につなげるDVD上映会」
ヤングケアラー、インターネット、障がいのある人、子ど
も、LGBTを啓発テーマにしたDVD上映会を実施した。

【ねらい】
・12月：クリスマスを彩るフルーツカッティング講座
・2月：スモールボールストレッチ教室（託児付き）
を実施した。

女性が楽しみながら学習し、日々の生活をより豊
かにする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

3月

4月

簡単なストレッチ、音楽に合わせておこなう軽体操やレ
クリエーションを第1・第3月曜日に実施した。（8月除く）

5月

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

備
考

【重点目標】【総合評価】

「海なし県から川でつながる海洋マイクロプラスチック汚
染を考える」を実施した。

地域での仲間づくりや健康増進・維持を図る。
【内容】

2月

【ねらい】
DVD視聴を通じ、多様性や相互理解の大切さに
気づく契機とし、日常生活や地域社会における差
別や偏見の解消につなげる。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】富士見集会所

【講師】田中仁志（埼玉県環境科学国際セン
ター）

高
齢
者

【主催】 7 人権講座

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和7年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 11 回 398 人 ※ 円

4.3 1

2月 2 回 27 人 0 円

4.6 1、2

4 件 80 回 1,877 人

2月 4 回 596 人 0 円

1、2、3

10月 1 回 1,193 人 0 円

1、2、3

11月 1 回 1,309 人 0 円

入間川小学校校庭を会場に、紅白玉入れ、自治会対
抗リレーなどを構成種目とする体育祭を実施した。

スポーツによる健康増進及び参加者の交流、親睦
を図ることを目的として、体育祭を実施する。

【内容】 【ねらい】

【継続】

【ねらい】

1 地域の音楽家、演奏家による音楽会 【継続】 5月

【内容】

3 市民文化祭富士見公民館会場

【総合評価】

1、2

富士見公民館利用団体による日頃の芸術文化活動の
発表を10月31日から11月3日まで実施した。

備
考

【重点目標】

【内容】
公民館サークルに発表の場を提供し地域文化の
高揚を図ることを目的に公民館全館を会場として
サークルの活動発表および作品展示を実施する。

10月

【重点目標】

備
考

【共催】入間川地区自治会連合会、中央公民
館
【協力】交通安全協会入間川支部、スポーツ推
進員、埼玉石心会病院、狭山市陸上競技協会

【主催】

備
考

【講師】株式会社セリオ

音楽を通じて地域住民人のつながりを深めること
を目的とし、幅広い年齢層が参加して楽しめる各
種イベントを実施する。

【ねらい】

・10月：乗って学ぼう！電動シニアカー交通安全講習
＆試乗体験会
・2月：自転車ルールと電動カート試乗体験会
を実施した。

【重点目標】

【共催】狭山市民文化祭富士見公民館会場実
行委員会

【総合評価】

【共催】山吹の会実行委員会（5月）、クリフーズ
バンド（6月）、狭山名曲鑑賞会（11月）、音の響
実行委員会（2月）

備
考

10月

【総合評価】

備
考

近年利用が増加している電動シニアカーの安全
な利用促進を図るとともに、交通事故防止と安全
意識の向上につなげる。
【総合評価】 【重点目標】

・前期：「のどを鍛える健康声磨き講座」「消費者トラブ
ルの今！」「老後を楽しく暮らす知恵！」「災害に備え
る！防災講座」・後期：「私たちの身近にある生薬とその
効能」「テレビと昭和歌謡あの名曲の誕生秘話」「世界
のお金を見ながら、世界を旅しよう！」「入間川の今昔・
豊かな川辺を次世代につなぐ」「新春寄席」「狂言入門
講座～わが故郷が舞台の狂言『入間川』を知る～」「狭
山市の総合計画について」全11回を実施した。

健康・環境・人権など、様々なジャンルからテーマ
を選択し、高齢者の生きがいづくり、健康づくりを
推進する。

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

【講師】坂本みちこ、北村夏生子、来生陸夫、芦沢
安寿、加賀谷元、間島貞行、飯島正行、皆川健治、
墨亭右柳他、狂言入間川を観る会、企画課
※参加費：前期1,000円、後期1,500円

【内容】

【主催】 4 電動シニアカー交通安全・試乗体験会 【新規】 10月

【主催】 3 東雲大学 【継続】

【ねらい】

【重点目標】【総合評価】

5月

【ねらい】

高
齢
者

イ
ベ
ン
ト

【共催】

・5月：山吹の会歌祭り
・6月：入曽ミュージックフェスティバル
・11月：ふじみコンサート
・2月：音の響演奏会
を実施した。

【共催】 2 入間川体育祭 【継続】

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計
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分
類

終了時期

令和7年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 1 回 1,443 人 0 円

11月 回 人 ※ 円

1、2、3

4 件 7 回 4,541 人

10月 7 回 106 人

【ねらい】

2月 2 回 10 人

【ねらい】

3月 1 回 74 人

【ねらい】

3 件 10 回 190 人

イ
ベ
ン
ト

会
議
等

【総合評価】

地域住民の交流及び親睦を図ることを目的とし
て、自治会対抗のソフトボール大会を実施する。

【ねらい】【内容】

備
考

【共催】入間川地区自治会連合会、中央公民
館
【協力】ソフトボール協会

2部制（上級の部と初級の部）のトーナメント方式による
ソフトボール大会を11月9日（日）に実施予定であった
が、雨天により中止した。
※参加費は1チーム3,000円

【内容】

【主催】入間川まちづくりコンサート実行委員会
【共催】入間川地区センター、中央公民館
【協賛】入間川地区自治会連合会

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【内容】

【重点目標】

・7月：指定管理会社変更にともなう連絡事項や事業計
画と公民館運営・管理などについて話し合い
・2月：公民館事業実施状況、来年度事業計画（案）、
利用者懇談会について話し合い
を実施した。

公民館の運営や事業を円滑に図るため、事業運
営委員との意見交換の場を設け、よりよい公民館
づくりにつなげる。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

・入間川地区の保育所や幼稚園、小学校、音楽サーク
ルが出演するコンサートを実施した。
・実行委員を出演団体から選出された方で構成し、運
営を行った。
※出演団体15団体

【重点目標】

市民の音楽、芸術文化活動の普及啓発及び狭山
市駅西口周辺のにぎわいづくりを目的として、地
域の団体が出演するコンサートを実施する。

【共催】

1、2、3

5 入間川地区ソフトボール大会 【継続】【共催】

4 入間川まちづくりコンサート 11月

【総合評価】 【重点目標】

参加団体より実行委員を選出し、安全かつ円滑な
準備、実行を図る。

【総合評価】

【主催】 1 狭山市民文化祭に関する会議 【継続】 7月

備
考

【ねらい】

参加団体から選出した実行委員が参加する実行委員
会を4回、参加団体への説明を目的とした全体会議を3
回（全体会議2回、展示部門会議1回、発表部門会議1
回）実施した。

【内容】
施設利用ルールの周知や利用者からの意見、要望を
聞く場とし、2回に分けて実施した。

【主催】 3 利用者懇談会 【継続】

備
考

【主催】 2 事業運営委員会 【継続】 7月

【内容】

3月

指定管理者の変更に合わせ、利用者への公民館
利用に関するルールの再認識を図るとともに、公
民館運営を円滑に進める。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

11月

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【継続】
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分
類

終了時期

令和7年度　富士見公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 12 回

3月

2 件

　

公民館事業の開催、募集案内などの掲載及び年間を
通して公民館登録サークルの会員募集を掲載した。

【主催】 1 富士見公民館だよりの発行 【継続】 4月

【内容】 【ねらい】

『広報』事業（件数）小計

【主催】 2 富士見公民館ホームページ更新 【継続】 4月 随時

【内容】 【ねらい】
お知らせ、イベント、事業、講座、公民館だより、報告を
随時更新した。

インターネットを通じて、地域住民はもちろん、広く
狭山市民に公民館の情報を発信して、興味を
持ってもらい、知名度の向上を図る。
【総合評価】 【重点目標】

広
報

広
報

備
考

地域住民に対して公民館事業や講座、公民館
サークルの情報を周知する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

地域歴史講座(七曲りの井)
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◆

鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造） ・地上2階建

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

付属設備

◆

主査 主任

和室（水屋、押入、床の間、炉あり）

120

－

窯置場、防災倉庫

太陽光発電パネル設置（施設屋上）

交流スペース等

448

939.31

1,837.73

0小計

合計

小ホール（2室分割利用可）
大型鏡、アップライトピアノ、
スクリーン、ホワイトボード

スタンドミラー※20畳

ホワイトボード

ホワイトボード

音響機器

－

30

30

20

230

581.57

トイレ（男、女、多目的）

小計

音楽スタジオ

コミュニティルーム2

コミュニティルーム1

交通

狭山市大字南入曽428番地の3

04-2959-3004

西武新宿線入曽駅東口下車徒歩7分

所在地

電話 FAX

E-mail

04-2958-5694

iriso-kour@city.sayama.saitama.jp

施設案内

職員配置

4 121

主事所長 社会教育主
事有資格者

2

入曽地域交流センター（入曽公民館）

2階

共通

141.35

50.56

46.50

38.77

39.67

316.85

121.17

818.14

30

七宝窯、作業台、ホワイトボード

コピー機、印刷機－

1階

図書コーナー（階段下）

4,801.03

区分

キッチンスタジオ

キッズルーム（授乳室、トイレあり）

大ホール

218

73.20

施設概要

令和2年4月1日開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

印刷室

小計

89.34

アトリエ

事務室

20

－舞台（大ホール）

31.45

－

18

カフェコーナー

－

備考定員 面積

180 184.00

73.81

55.82

13.75

46.92

－

13.28

－

舞台照明設備、音響設備、卓球台、
グランドピアノ、スクリーン、演台

調理台3台、冷凍冷蔵庫、
ホワイトボード

（Ｒ8.4.1時点）
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令和７年度 入曽公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

重点目標 1 現代的課題への取組及び人材の活用 

人権や健康、防災などをテーマとした講座を、関係団体のノウハウを活用して実施した。 

今後も、社会情勢の変化に応じた事業を展開するとともに、地域人材の更なる発掘及び活

用が必要である。 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた事業と世代間交流の促進 

青少年から高齢者まで、楽しみながら学べる講座を実施した。また、地域団体などと連携し、 

世代間交流の場を設けることができた。 

今後も、青少年から高齢者まで、それぞれの生活環境における課題やニーズに応じた事業

展開が必要である。 

 

重点目標 3 様々な関係団体と連携した事業の実施 

地域で活動する豊富な知識や技能及び経験を有する団体などと連携し、多様な事業を実

施した。 

今後も、それぞれの団体の長所を生かした事業を充実させることで、地域の更なる活性化を

図る。 

 

重点目標 4 地域を知り、郷土愛を深める事業の充実 

入曽の歴史や伝統文化、入曽ゆかりの文化人に触れる事業を実施し、地域への理解を深

めることができた。 

今後も、郷土愛を醸成するため、地域にまつわる学習機会の充実や、文化活動及び伝統

文化の継承を支援する。 

-46-



391人

20 1月10日（土） 小学生からはじめるお金の勉強
吉川唯
（ファイナンシャルプランナー）

いるまの科学クラブ

【参加者数】 【重点目標】 【総合評価】2、3

青少年育成入曽地域会議

4.8

17 8月30日（土） プログラミング教室（小学生の部、中学生の部）
齋藤大輔
（高千穂大学経営学部准教授）

15 8月24日（日） 紙コップや空き箱でパペットをつくろう ふくわじゅつサークル
ＰＰＰぴーちゃんず

16 8月26日（火） こども造形教室

19 12月26日（金） 書初め教室
尾﨑康行
（全日本書道教育協会）

21 3月27日（金） まちのお店探検隊～イオンエコエコ探検！ イオンスタイル入曽駅前

18 12月25日（木） 冬休み科学実験教室

夏休み自由研究教室 いるまの科学クラブ

創造堂こども絵画造形クラス

ミニスポーツ体験会 入曽ミニスポーツ推進倶楽部

8月23日（土）

9 8月13日（水）

13 8月20日（水）
リサイクルガラスビーズで作る
ガラスアート教室

日本フォトガラスアート協会

12

8月18日（月）、
8月19日（火）

10

11 夏休みダンスレッスン
秋草学園高等学校ダンス部
入曽児童館

8月19日（火） カーレット教室 狭山カーレットクラブまぜこぜ

8月17日（日）

14 夏休みこども体験バスツアー

8月5日（火）

スポーツリズムトレーニング 岩崎宏美

4

5

6

7

7月29日（火） ひょうたん工芸をやってみよう
瓢箪夢工房　紅屋
まちづくり推進協議会委員

親子で学ぶ！お金の教室
吉川唯
（ファイナンシャルプランナー）

キッズバレエ体験教室 スワンバレエアートスクール

8月6日（水） 身近なものを絵手紙に書いてみよう 絵手紙　玉葉の会

8月9日（土）

こどもチャレンジ教室

【ね  ら  い】 長期休暇など、学校が休みの期間における子どもの自主性の育成と世代間交流の促進を
図る。

【内　　　容】

3

8

ロディヨガ教室 白井智子

8月2日（土）

回 開催日 内　容 講　師／協　力

1 サマーキャンプ2025 青少年育成入曽地域会議
7月18日（金）～
7月19日（土）

7月31日（木）

2
7月23日（水）、
7月30日（水）

夏休み文化財教室 社会教育課

★ピックアップ事業★

身近なものを絵手紙に

書いてみよう
夏休みダンスレッスン カーレット教室 こども造形教室
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【参加者数】 　30人（令和7度受講生） 4

人 1

　

クリスマス会

1 6月23日（月） 骨粗しょう症予防講座 （株）ドリー夢

（株）ドリー夢

3 11月17日（月）

5 1月19日（月） フラワーアレンジメント教室
フラワーアレンジメントサークル
ばらの実

秩父散策

4 12月22日（月） 入曽保育所

【ね  ら  い】 教養、知識を深め、参加者相互の交流と生きがいの高揚を図る。

【内　　　容】

回 開催日 内　容 講　師／協　力

2 7月28日（月） 認知症予防　歩き方講座

入曽をまなぶ

【ね  ら  い】 入曽について学び、地域への理解や郷土愛を深める

【内　　　容】

回 開催日 内　容 講　師／協　力

1 11月8日（土） 茶の花文学散歩「吉野弘が見た風景」 さやま吉野弘の会

2 2月1日（日）

【重点目標】 【総合評価】1、2

【参加者数】 【重点目標】 【総合評価】

いりそカレッジ

4.8

節分の日の小さな旅
不老川周辺の散策と豆まき、落語の公演

不老川をきれいにする会

3 2月15日（日） 茶の花回想録「吉野さんとのおもいでばなし」
さやま吉野弘の会
中央公民館

4 3月28日（土） 池原昭治の世界 語り部グループ　ななこ会

187

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★

認知症予防 歩き方講座
秩父散策

フラワーアレンジメント教室

茶の花文学散歩 池原昭治の世界
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分
類

終了時期

11月 1 回 834 人 0 円

【ねらい】

1

3月 17 回 347 人 0 円

【ねらい】 （一部実費）

2、3、4

3月 22 回 391 人 0 円

【ねらい】 （一部実費）

4.8 1、3

3 件 40 回 1,572 人

7月 5 回 56 人 0 円

【ねらい】 　　（料理教室1,500円）

4.6 1

1月 5 回 45 人 0 円

【ねらい】

4.5 1

備
考

3 こどもチャレンジ教室

備
考

【共催、協力】青少年育成入曽地域会議、入曽児童
館、狭山カーレットクラブまぜこぜ、入曽ミニスポーツ
推進倶楽部、スワンバレエアートサークル、秋草学園
高等学校、絵手紙玉葉の会ほか

1 国際交流講座 【継続】 5月

【内容】

【共催】 2 おでかけぱれっとさん 【新規】 5月

【内容】
・保育士と保健師が親子と遊びながらコミュニケーショ
ンをとり、育児相談を受けた。
・パネルシアター、紙芝居、読み聞かせを行った。

子育て世代の育児相談と参加者同士の交流の場と
して、参加者同士のコミュニケーションを図る。

【総合評価】 【重点目標】

【継続】

2 げんキッズ

・年間を通じて、小学生の体験学習を実施した。
（お茶つみ、クッキーづくり、林であそぼう（カブトムシ観
察会）、造形教室、星の観察など）
・茶道教室（月1回）を実施した。

7月

長期休暇など、学校が休みの期間における子ども
の自主性の育成と世代間交流の促進を図る。

【総合評価】

【継続】

【共催】

【共催】 5月

入曽地区内の小学生を対象に、体験学習を通して
異年齢間の交流と仲間づくりの促進を図る。

【総合評価】

備
考

・「はじめての韓国語講座」を実施した。
・「韓国料理教室」を実施した。
・「やさしい英会話教室」を実施した。

【講師】山田明和、Lafferty, Francis John

【内容】

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】

令和7年度　入曽公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【主催】 1 第24回人権標語 【継続】 5月

青
少
年

ピックアップ事業で紹介！

・夏休み中に「夏休み☆こどもチャレンジ」と題し、思い
出作り、自由研究向けの講座を開催し（キャンプ、バス
ツアー、ダンス、文化財、絵手紙、プログラミング、工
作、理科実験、ミニスポーツ等）、複数回参加者に記念
品や賞状の授与を行った。
・冬休み中に科学、書初め、お金の教室を実施した。
・春休み中にお店探検隊を実施した。

【共催】げんキッズ実行委員会、水野公民館、
NPO法人さやま環境市民ネットワーク
【講師】町田昌弘、創造堂こども絵画造形クラ
ス、中央児童館

【重点目標】

【協力】第24回人権標語審査員

【重点目標】

【重点目標】

外国の言語や料理を学ぶことにより、国際理解の
推進と異文化交流への意識向上を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】
・入曽地区の小・中学校から人権に関する標語を募集
した。
・審査会により応募作品834点から入賞作品20点を選
出した。
・入賞者には記念品と表彰状を贈呈した。
・入賞作品は短冊にして地域交流センターに展示し
た。

入曽地区の小・中学生を対象に、一人一人が互い
に尊重し合える社会を実現するために実施。

【総合評価】

【内容】

備
考

【共催】入曽保育所
【講師】狭山市いりそ次世代支援センター、入曽
保育所

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和7年度　入曽公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 3 回 22 人 500 円

【ねらい】

4.2 1

2月 4 回 140 人 0 円

【ねらい】

4.2 1、3

11月 2 回 108 人 0 円

4.6 1、3

10月 2 回 88 人 0 円

【ねらい】

4.9 1、3

3月 4 回 187 人 0～400 円

【ねらい】

4.8 1

7 件 25 回 646 人

【共催】社会福祉協議会入曽支部、水野公民
館、障がい者福祉課
【協力】ユニット音祈鶴

【共催】 7 入曽をまなぶ

・「茶の花文学散歩」を実施した。
・「節分の日の小さな旅」を実施した。
・「吉野さんとのおもいでばなし」を実施した。
・「池原昭治の世界」を実施した。 【総合評価】

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

6 人権・平和講座【主催】

【継続】 11月

【内容】

6月

・「平和祈念フェスティバルpeaceいりそ」を実施した。
・人権教育講座「障がい者差別解消法について」を実
施した。

8月

【共催】

個の違いを認め合い、お互いの人権や平和が尊
重される地域社会づくりを目指す。

【総合評価】 【重点目標】

【継続】

【継続】

【内容】

【内容】
・狭山市こども計画について～みんなでつくる「こどもま
んなか社会」とは？～を実施した。
・防犯講座（特殊詐欺）を実施した。
・市民講座「雲と雨のはなし」を実施した。
・防災講座“「もしも」の災害に「いつも」の備え”を実施
した。

地域福祉の増進や防災、防犯意識の向上を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】社会福祉協議会入曽支部、水野公民
館、さやま楽友会
【講師】こども政策課職員、危機管理課職員

備
考

4 地域福祉・防災・防犯講座

【重点目標】

備
考

【講師】モバイルカレッジ関東

【共催】 5 健康講座 【継続】

【重点目標】

備
考

【共催】さやま吉野弘の会、不老川をきれいにす
る会、朗読グループななこ会

成
人
一
般

7月

【内容】 【ねらい】

ピックアップ事業で紹介！

地域への理解や郷土愛を深める。

・「フレイル予防・脳健康講座『認知症にならない生活
習慣』」と題し、認知症予防に関する講座を実施した。
・「楽しく健康体操」を実施した。

地域の団体や医療機関と連携し、地域住民の健康
に関する意識を高める。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】入曽地区老人クラブ連合会
【講師】増川信行、岡野敏伊

【主催】 3 スマートフォン教室 【継続】 6月

【内容】
スマートフォンの使い方がわからない方が、スマート
フォンの基礎などを実機で体験できる教室を実施し
た。

スマートフォンの特徴を知り、基本的な使い方を学
ぶことで、情報収集や、コミュニケーションの手段と
して使いこなせるようにする。
【総合評価】
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分
類

終了時期

令和7年度　入曽公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

1月 5 回 100 人 0～5,000 円

【ねらい】

4.1 1、2

1 件 5 回 100 人

5月 1 回 462 人 0 円

【ねらい】

3

10月 1 回 517 人 0 円

【ねらい】

11月 1 回 2,401 人 0 円

【ねらい】

3、4

3 件 3 回 3,380 人

4月 1 回 60 人

【ねらい】

3

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

高
齢
者

ピックアップ事業で紹介！

【継続】

【重点目標】
【講師】（株）ドリー夢、フラワーアレンジメント
サークルばらの実

【総合評価】

備
考

・第1回「骨粗しょう症予防教室」を実施した。
・第2回「認知症予防のための歩き方」を実施した。
・第3回「秩父散策」を実施した。
・第4回「クリスマス会」を実施した。
・第5回「フラワーアレンジメント教室」を実施した。

教養、知識を深め、参加者相互の交流と生きがい
の高揚を図る。

1 いりそカレッジ【主催】 6月

【内容】

1 入曽地区自治会対抗ソフトボール大会・ボッチャ大会 【継続】

【重点目標】

備
考

【共催】入曽地区自治会連合会
【協力】ソフトボール大会実行委員会、入曽ミニ
スポーツ推進倶楽部

【内容】

【重点目標】

備
考

【共催】入曽地区自治会連合会
【協力】ソフトボール大会実行委員会

事業関係者を対象として、事業の目的達成と円滑
に運営することを目的に実施。

【総合評価】

10月

【内容】

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

入曽地域交流センター利用団体による日頃の芸術文
化活動の成果を発表した。（作品展示・発表・模擬店）

【共催】

【重点目標】

イ
ベ
ン
ト

5月

1 自治会対抗ソフトボール・ボッチャ大会合同会議 【継続】 4月

【内容】
大会の実施要項の説明、組み合わせ抽選などを実施
した。

会
議

【共催】

日頃の活動成果を発表するとともに、市民相互の
交流と文化活動の発展を図る。

備
考

11月

2 第69回入曽地区体育祭

14自治会がソフトボールに9自治会がボッチャ大会に
分かれて対戦した。（会場は山王中学校）

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民
相互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高め
る。
【総合評価】

【共催】市民文化祭入曽地域交流センター会場
実行委員会

【総合評価】

3 市民文化祭入曽地域交流センター会場 【継続】

【内容】

【共催】

備
考

【継続】

【共催】入曽地区自治会連合会
【総合評価】

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民
相互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高め
る。

御狩場小学校の体育館及び校庭に分かれ７競技を実
施した。
レクリエーション大会形式とし、一部自治会対抗玉入
れを実施した。

【共催】
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分
類

終了時期

令和7年度　入曽公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 6 回 216 人

【ねらい】

3、4

2 件 7 回 276 人

3月 12 回

【ねらい】

2

3月 12 回

【ねらい】

2

3月 12 回

【ねらい】

2

3月 - 回

【ねらい】

4

4 件

【内容】

【重点目標】

【重点目標】

事業や講座の周知、実施報告を掲載した。

4月

【主催】 2 公式ホームページ更新 【継続】 4月

4月

事業や講座の周知、実施報告を掲載した。 様々な媒体で情報を発信することで、より多くの人
が情報を目にできることを目的に行う。

【総合評価】 【重点目標】

　

【主催】

入曽地区の写真を募集し、投稿写真をSNSなどの媒体
を使用して掲載した。

3 公式Instagram更新 【継続】

【内容】

【総合評価】

『広報』事業（件数）小計

　

事業や講座の周知、実施報告を掲載した。 様々な媒体で情報を発信することで、より多くの人
が情報を目にできることを目的に行う。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】

【内容】

備
考

入曽地区の見どころを募集し紹介することで、地域
への愛着を育むとともに、入曽地域交流センターの
認知度向上を図る。
【総合評価】

広
報

【主催】 1 入曽公民館だより発行 【継続】

備
考

サークル・団体担当者を対象として、事業の目的達
成と円滑に運営することを目的に実施。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】市民文化祭入曽地域交流センター会場
実行委員会

【共催】 2 市民文化祭に関する会議 【継続】 7月

【主催】 4 いろいろいりそフォトギャラリー 【継続】 5月

【内容】
実行委員会（3回）、部会会議（3回）を実施した。

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

地域住民に対し、事業や講座、また地域の行事に
ついて周知することで、事業の充実と地域の活性
化を図る。

備
考

入曽地域交流センターだより合同

会
議
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◆

事務室 ㎡

ホール 人 ㎡

㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

調理室 人 ㎡

保健衛生室 ㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

工芸室 人 ㎡

その他 ㎡

機械室 ㎡

小計 人 ㎡

人 ㎡

ホール・共有部分照明LED化工事　 　 平成28年度

トイレ改修工事 洋式化　　　　　　　　　 令和 4年度

非常用発電機交換 令和 5年度

◆

狭山市水野891番地 4

04-2958-7991

西武新宿線入曽駅徒歩20分　西武池袋線武蔵藤沢駅　徒歩25分

※水野公民館は指定管理者「株式会社 セイウン」が管理・運営しています

定員 面積

スクリーン

スクリーン

テラス

施設案内

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

併設施設

施設等の整備状況

職員配置

0

小計

24

館長 副館長 社会教育主
事有資格者

100小計

第一・二学習室

第三学習室

水野公民館

区分

6435

50

30

15

147

192

634

77

昭和63年5月1日

－

100

－

－

77

218

ＡＥＤ、コピー機

大型テレビ、印刷機

施設概要

玄関・ロビー

その他

1
階

会議室

和室

その他 －

グランドピアノ、音響設備、スクリーン

－

86

21

調理台４台24

54

36

グランドピアノ

水野市民サービスコーナー

音楽室 30

2
階

鉄筋コンクリート造 　地上2階・地下1階

77
地
下
1
階

陶芸窯

308

207

545

1561

75

165

備考

65

382

－

－

54

合計

2808.16㎡

職員

2

154

所在地

電話 ＦＡＸ

E-mail

交通

04-2958-7991

mizn-kom@water.ocn.ne.jp

1 1
（R8.4.1時点）
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令和 7 年度 水野公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

水野公民館では、令和 7 年度の狭山市基本方針に基づき 3 つの重点目標を掲げ、 

事業を実施した。各項目についての評価、課題は次のとおりである。 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題への取組の強化 

   現代的課題として、異常気象や震災に対する対策や備えが重要となってきている。それ

に対する意識付けの向上を目的として、防災講座を実施しました。そのうちの 1 回は、東

日本大震災遺構の語り部に、実際の体験を語ってもらいました。これにより、防災に対す

る意識向上を図りました。防災意識を持ち続けてもらうためにも、今後も継続していく必要

があると考えています。 

   地域住民の方々の高齢化に伴う対応として、健康維持のためにレクリエーションや体を動

かす事業や認知症予防などの事業を複数実施しました。 

   これからも、防災や高齢者に対応した事業を継続していく必要があると考えています。 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた学びと交流を促進する事業の充実 

公民館を幅広い世代に利用してもらえるよう、若い世代の利用や夜間利用の促進を目的

に「やさしいヨガ教室」「エクセル講座」を実施し、参加者から好評を得ました。 

また、ボランティアの積極的な活用を図り、「青少年事業」「文化祭」などに参加してもらい

公民館活動を知ってもらいました。実施事業によっては、若い世代と高齢者との交流も行

うことができました。 

今後も、継続して実施していきたいと考えています。 

 

重点目標 3 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の推進 

    地域の有識者を活用し、「エクセル講座」などを実施したり、小学校と連携し、「もっとな

かよし町たんけん」を実施しました。これにより公民館とはどんなところか理解してもらう

一助としました。また、書道サークルや絵画サークル、地域の団体と協力して、子どもた

ちに学びの場及び体験の場を提供しました。 

    地域の学校との連携を図っていますが、まだ改善の余地があるかと思われます。更に強

化し、事業参加の拡充を図っていきたいと考えています。また、地域の各種団体の情報

なども活用して、課題に取り組んでいきたいと考えています。 
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分
類

終了時期

3月 22 回 23 人 0 円

2

12月 5 回 19 人 0 円

1、2、3

2月 2 回 59 人 0 円

1、2

7月 1 回 10 人 300 円

4.5 1、2、3

7月 1 回 11 人 300 円

4.5 1、2

・夏休みの子どもたちに、料理体験と写真付きのオリジ
ナルレシピ表の作成に取り組んでもらった。皆、仲良く
楽しみながら、シフォンケーキ作りを行った。家族への
お土産として持ち帰った子もいた。

【主催】

・空室を活用して小学生から大学生を対象に、良好な
学習環境を提供した。

空き室を有効活用するとともに、青少年の学習の
場や居場所づくりをする。

【協力】（旧）水野公民事業
                「ハンドメイド実行委員会」
高校・大学生ボランティア　3人

4 夏休み絵画教室 【継続】

令和7年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

青
少
年

【主催】 1 開放教室 【継続】 4月

【内容】

【内容】
・夏休み中に、水彩画サークルの指導の下で、持参し
た写真や果物など自分の好きなモチーフを描いた。上
手に見せる書き方などの熱心な指導もあって、参加し
た子どもたちは、完成した自分の作品に満足してい
た。

子どもたちに、絵を描くことの楽しさと作品を完成さ
せる楽しさを伝えるために実施する。またサークル
の学習成果を地域に還元も目的の一つとする。

【重点目標】

備
考

高校・大学生ボランティア　2人
【協力】狭山水彩画同好会

【内容】

【新規】【主催】 5 夏休み子ども料理教室 7月

【新規】 6月

【内容】
・子育てプレイスを使用し、未就学児と母親の交流場
所とした。未就学児も広い場所で楽しんでいた。

未就学児のいる子育て世代の育児相談の場、世
代の交流の場を設ける。ふれあい遊び、パネルシ
アター、紙芝居、育児相談、身体測定などを実施
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】入曽保育所

【共催】 2 出張ぱれっとさん

【ねらい】

【ねらい】

【ねらい】

【ねらい】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【総合評価】

7月

子どもたちに公民館に来てもらうきっかけづくりとし
た。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】 3 カブトムシ観察会・里山の落ち葉はき 【継続】 7月

【内容】 【ねらい】
・「カブトムシ観察会」は大勢の小学生が参加し、林の
中で、日頃とは違うゲームなども楽しんだ。
・「里山の落ち葉掃き」では、里山の維持や畑の維持に
落ち葉が役に立つことを学んだ。落ち葉を集め「カブト
ムシ」の寝床を作ったり、集めた落ち葉で遊んだ。落ち
葉や枯れ枝で作った焼き芋は好評だった。

小学生を対象として実施。地域団体等と連携し
て、地域の自然に親しむ事を目的とする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】げんキッズ、入曽地域交流センター
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分
類

終了時期

令和7年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 6 回 42 人 500 円

5 1、2、3

10月 1 回 8 人 0 円

2、3

11月 1 回 86 人 0 円

1、2、3

12月 1 回 22 人 0 円

4.6 1、2、3

1月 1 回 15 人 0 円

4.7 1、2、3

10 件 41 回 295 人

青
少
年

6　キッズダンス教室

【共催】

【主催】 【新規】

 7  もっとなかよし 町探検 【継続】

【共催】 8 南小・水野公民館交流事業 【継続】

【内容】
・「戦中戦後の生活体験を語る会」を南小学校6年生を
対象に実施した。地域の語り部から話を聞いて、戦争
の悲惨さや、平和の尊さを知ってもらえたと思う。小学
生と語り部との交流の場になった。小学生の感想文を
語り部の方々にお礼として渡し、小学生の感じたことを
知ってもらった。

【継続】

【内容】

【主催】 【継続】10 科学実験教室

【内容】
・小学生を対象にダンス教室を行い、ダンス体験をして
もらった。ジャンルを問わず「ダンスの基本」を学び、体
を動かす楽しさを体験してもらった。。
・再度、実施して欲しいとの要望があり、2月～3月で、
追加実施をした。

【重点目標】

備
考

【講師】宮本  一弘先生（開成中学・高校教諭）
　大学生ボランティア 2名

【総合評価】

・様々な分野で活動している地域の方々を講師と
して公民館事業への協力・参加を狙う

【共催】南小学校
【重点目標】

備
考

【重点目標】

南小学校2年生が水野公民館を見学に訪れる際
に、公民館の役割を説明し、公民館に親しんでも
らう。
【総合評価】

現役化学教諭を講師とし、青少年が科学に親し
み、興味及び関心を深めるきっかけを提供する

【講師】加藤美雪

書を通した世代間の交流を図るとともに、サークル
の学習成果を活かした地域貢献活動を推進する。

【総合評価】

12月

10月

【内容】

9 書き初め学習会

1月

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

・南小学校の２年生が水野公民館に来館し、公民館の
役割やサークルの活動を見学する。普段、見ることが
できない部屋などを見て公民館の事を少し知ってもら
えたと思われる。

・近隣小学校の３年生～６年生を対象に実施した。
・学校課題の書初めを指導してもらい、作品を仕上げ
た。学校への提出用と公民館展示用を仕上げてもら
い、公民館では作品をロビーに展示し、地域住民に成
果を披露した。

・身近なものを使って、科学が私たちの生活にどのよう
に関わっているか、下記実験で学んだ。
・1円玉を水に浮かべて行う表面張力の実験
・水とラー油を使った界面活性剤の実験
・魚の醤油さしと水を使って浮沈子を作成
子どもたちは、科学を身近に感じたようで、楽しんでい
た。

【内容】

【主催】

備
考

【ねらい】

【協力】月見野書道会（公民館サークル）
高校生、大学生ボランティア４名備

考

9月

【総合評価】

備
考

【ねらい】

【ねらい】

【ねらい】

【ねらい】

【重点目標】

【共催】南小学校

11月

南小学校6年生を対象として戦中戦後の生活体験
を語る会で戦争の悲惨さを感じてもらう。また、地
域の世代間交流を図る。
【総合評価】 【重点目標】
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分
類

終了時期

令和7年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

4月 1 回 124 人 0 円

4.2 1、2

12月 回 人 22,000 円

1、2、3

2月 20 回 238 人 3,000 円

4.7 1、3

3月 12 回 73 人 1,500 円

4.7 1、3

10月 2 回 72 人 0 円

1、2、3

成
人
一
般

【主催】 3 やさしいヨガ教室 【継続】

【共催】 2 初心者パソコン教室

1 環境講座「里山観察会」 【継続】

【継続】

【内容】

【共催】

【継続】

【内容】

【共催】 5 人権講座

夜間に講座を開催し、仕事終わりや家事の終了後
の参加を促すことで、働く世代の参加と夜間の利
用促進をねらう

【講師】スポーツインストラクター　 安中 恭子

【内容】 ピックアップ事業で紹介！
・ヨガ未経験者でも参加できるよう、初心者向けのヨガ
教室を行った。
30代～50代の参加が大半を占め、夜間実施事業とし
て定着してきたと感じている。

・少し負荷のあるヨガを体験したいとの要望を受け実
施。上期で一旦、終了したが継続要望があり「脂肪燃
焼エクササイズ」として、下期も継続して実施した。

4 シェイプアップヨガ教室

【重点目標】

・今年度は、募集をかけたが最小催行人数が集まらず
今年度は、中止とした。

【総合評価】

【共催】ロッジ水野の森保全会、NPO法人さやま
環境市民ネットワーク

【新規】

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

【講師】スポーツインストラクター　 安中 恭子

5月

・「ロッジ水野の森保全会」の案内で水野の森をウオー
キングし、自然に親しみながら、森の保全の大切さを
学んでもらった。ウォーキング後の音楽鑑賞も好評
だった。

夜間に講座を開催し、仕事終わりや家事の終了後
の参加を促すことで、働く世代の参加と夜間の利
用促進をねらう

4月

【内容】

【主催】

【ねらい】

【ねらい】

【ねらい】

【総合評価】

【ねらい】

【重点目標】

備
考

【共催】入曽地域交流センター、社会福祉協議
会入曽支部

お互いの人権が尊重される地域社会づくりを目指
し、人権に関する講座を行う

6月

【ねらい】

パソコン操作を基礎から学び、情報格差の解消を
目的とする。

備
考

4月

【重点目標】

備
考

【総合評価】

地域団体等と連携して実施。水野の里山をウォー
キングし、地域の自然に親しみ、興味関心を深め
る。

・「みんなで作る子どもまんなか社会とは？」をテーマ
に狭山市における子どもたちに対する支援などの講演
を行った。
・「障害者差別解消法」について学んだ。また、パネ
ラーによる座談会も実施し、実際の事象について意見
を聴いた。

備
考

備
考

【共催】狭山パソコン支援の会

5月

【重点目標】

【総合評価】

【総合評価】 【重点目標】
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分
類

終了時期

令和7年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

8月 3 回 18 人 0 円

5 1、2、3

9月 1 回 24 人 6,000 円

4.4 2

2月 6 回 63 人 1,500 円

4.4 1

2月 2 回 363 人 0 円

1

11月 1 回 13 人 0 円

1、3

成
人
一
般

・公民館サークルの協力を得て、金子みすゞや吉野弘
の詩の朗読会を開催した。
・平和について今一度、考えてみるきっかけとなった。

【主催】 6　なんちゃってスマホ講座

【内容】

【継続】

【内容】

【新規】

【共催】 【継続】

【共催】

・高齢者のスマホの理解度や内容に差があるため、学
生ボランティアと職員によるマンツーマン方式のスマホ
講座を実施した。

【継続】

ピックアップ事業で紹介！
・11月　気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館の語り部
による講演を入曽地区住民を対象に実施した。
・災害時に備えの重要性を学ぶ講義を行った。在宅避
難の心得や備えておきたい物の展示も行い、地域の
災害リスクと共に日頃の備えの重要性を訴えた。

【内容】

【共催】

【主催】 8 Excel 講座

ピックアップ事業で紹介！
・Excelに特化した講座を行う
　・基本操作
　・表作成
　・計算式、フィルター抽出　等
復習もかねて、追加実施の要望があり、追加で行っ
た。夜間利用の促進につなげた。

備
考

【共催】入曽地域交流センター

・今年度のテーマは「埼玉県の名産品を学び、楽しも
う」とし、酒蔵見学、紙漉き体験、道の駅の散策を実施
した。

移動手段がない人を念頭に、地域発着とし、時事
を見据え社会見学の機会を提供する。

【総合評価】 【重点目標】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

7 地域発着　大人の社会科見学 【継続】 9月

【重点目標】

【重点目標】

【ねらい】
「地域の先生」に応募していただいた講師の方を
活用する。また、夜間で実施することで夜間利用
を促進する。

9 防災講座

【内容】

10 平和ってすてき(朗読会）

【内容】

【講師】東日本大震災遺構・伝承館 語り部
【共催】若葉台自治会防災講演会実行委員
会、入曾地域交流センター

地域団体と協力して、防災意識の向上につとめ
る。

【総合評価】

11月

朗読会を開き、平和について今一度考えてみる
きっかけとする。また、サークルの発表の場を設け
る。

備
考

【協力】金子みすゞを読む会（公民館サークル）

備
考

【講師】　土屋 陽子（Microsoft 公認講師）

6月

情報格差の解消を図る。また、ボランティアを活用
する事で、今後の公民館活動の拡充を図る。

【ねらい】

大学生、高校生ボランティア 累計：12名

11月

備
考

【ねらい】

【総合評価】 【重点目標】

【総合評価】

10月

【ねらい】
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分
類

終了時期

令和7年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 18 人 0 円

1、2、3

12月 1 回 31 人 0 円

4.1 1、2、3

12 件 50 回 1,037 人

3月 12 回 161 人 0 円

1・2

3月 12 回 148 人 100 円

1・2

3月 22 回 416 人 1,000 円

1、2

【主催】 11一般公開講座 【継続】

成
人
一
般

【共催】

【共催】

・ウォーキングや軽体操、チーム対抗のレクリエーショ
ンで身体を動かす事を楽しんだ。健康維持の一助と
なった。歌やダンスで参加者間の交流も促した。
・参加者からの評価も非常に高く、楽しんで参加してい
た。

【内容】
老後、かかるであろう費用などの情報を提供し、住まい
探しのポイントを伝え、個々のライフスタイルに合った
老後の住まいについて学んだ。

【共催】

【内容】

5月

【新規】

【内容】
・2月「水野実年大学」の講座　「人生会議」を公開講座
として実施し、人生会議の意義、重要性を理解しても
らった。最後は、「もしバナゲーム」で死の間際自分が
大切にしたい事や重要視している事を認識したもらっ
た。

備
考

【共催】水野地域包括支援センター

【重点目標】

備
考

12月12 老後の住まいの探し方

【ねらい】
通年実施の主催事業の中で、一般にも公開した
方が良いと思われる講座を選び実施する。公民館
事業を広く周知する事も目的の一つとする。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】水野地域包括支援センター
【講師】狭山医師会立在宅医療センター
五十嵐　信子

高
齢
者

・インストラクターの指導の下、ノルディックウォーク体
験を水野の森などのコースで実施した。

【重点目標】

【共催】NPO法人  いりそ支え合いたっち

「ノルディックウォーキング体験会」を実施。有酸素
運動を体験してもらい、健康増進への意識を高め
るために実施する。
【総合評価】 【重点目標】

あまり知られていない、老人ホームの種類や費用
などの情報を提供し、今後の準備などを考える
きっかけ作りとした。
【総合評価】

【講師】青空の会

4月

健康の維持・増進を図るとともに、地域の仲間と交
流し心の健康の増進を図る。

【総合評価】

【共催】

【ねらい】

【ねらい】

【ねらい】

備
考

【共催】水野地域包括支援センター
【講師】株式会社　ソナエル

・軽体操やレクリエーション、テキストを使用したトレー
ニングを実施した。

4月

【内容】

備
考

【ねらい】

【重点目標】

【継続】

認知症予防への意識を高めるとともに、地域のコ
ミュニティづくりを推進する。

【内容】

1 笑ってはつらつ認知症予防講座

3 みずの元気塾 【継続】

4月

2 ノルディックウォーキング体験会 【継続】

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【総合評価】
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分
類

終了時期

令和7年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 12 回 195 人 0 円

1、2

3月 10 回 272 人 1,500 円

4.4 1、2

3月 10 回 85 人 700 円

4.9 1、2

3月 26 回 26 人 0 円

1

7 件 104 回 1,303 人

3月 7 回 人 0 円

1

・地域包括支援センターと狭山尚寿会病院リハビリ
テーション科の指導の下、ストレッチ体操とコグニサイ
ズを行い健康の維持・増進を図った。

【共催】 4 さんぽ

・公民館サークルや個人の作品を展示した。
　「水野の森写真クラブ」「個人絵画展」「防災講演会
　　ロビー展」「組木展示（個人）」「平和ギャラリー展示」
　「書初め学習会作品展示｝

【継続】

【内容】

【重点目標】

【重点目標】

6 シニア料理教室「千客万来」

【共催】

【内容】

【継続】【主催】

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

備
考

【共催】水野の森写真クラブ ほか

イ
ベ
ン
ト

ピックアップ事業で紹介！

【ねらい】

高齢者の孤立化を防止するため、料理教室、食事
会を開き、地域とのつながりを促進する。

備
考

高
齢
者

・腕や足に重りを付け負荷をかけ、足腰や腕の筋肉を
鍛えた。毎週実施することで高齢者が外出し、健康を
維持する良い機会ともなっている。

高齢者の健康、体づくり、介護予防の促進を狙い
とする

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【継続】

・管理栄養士の方の指導の下で、簡単に作れて栄養
に配慮したメニューを参加者で調理。調理後は参加者
の食事会を和やかな雰囲気で実施した。食と会話を楽
しむことが出来た。

ピックアップ事業で紹介！
年間を通して、様々なジャンルの学びや体験を実施し
た。
・自己紹介、自分年表作り（昭和への回顧）、歌声喫茶
特殊詐欺防犯、臨床美術、バス旅/立川防災館、クリス
マス会、狭山の歴史勉強、落語を聴く会、人生会議な
ど様々なテーマで実施した。参加者は楽しんだり、学
んだりと満足していた。クリスマス会とバス旅の人気が
高い。

5 水野実年大学

【共催】水野地域包括支援センター

4月

【内容】 【ねらい】

【主催】

【重点目標】

4月

備
考

【総合評価】

5月

1 みずの階段展、ロビー展 【継続】

【総合評価】

【共催】水野地域包括支援センター  、狭山尚
寿会病院

備
考

4月

高齢者の知的好奇心を充足し、生きがいづくりを
推進し地域に貢献できる人材の育成を目指す。座
学講座・館外学習・調理等の様々な内容を行う。

【内容】

【内容】

【重点目標】【総合評価】

【講師】狭山市保健所管内地域活動栄養士

【総合評価】

【主催】

高齢者健康の維持・増進を図る。

 ７　いきいき百歳体操 【新規】 9月

公民館利用者の相互理解を深めるとともに、サー
クル活動のＰＲと活性化を図る。

【ねらい】

【ねらい】

【ねらい】
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分
類

終了時期

令和7年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

10月 2 回 154 人 0 円

2、3

10月 1 回 517 人 0 円

【ねらい】

2、3

12月 2 回 77 人 0 円

2、3

11月 1 回 1,152 人 0 円

1、2、3

11月 1 回 3,102 人 0 円

2

【共催】 2 水野の森の音楽会 【継続】

10月

【共催】 3 入曽地区体育祭 【継続】

・7月「夕涼みコンサート」を実施した。地域の音楽家の
演奏を楽しんだ。
・１０月「コスモスコンサート」を実施した。
毎年楽しみにされている方も多数おり、非常にたくさん
の方が、ピアノとマリンバの演奏など音楽鑑賞を楽しん
だ。

7月

【重点目標】

イ
ベ
ン
ト

【内容】

【主催】 4 公民館清掃

【継続】

【重点目標】
【共催】市民文化祭水野会場実行委員会

【総合評価】

【継続】

5 市民文化祭水野会場 【継続】

・「市民文化祭水野会場」は11/1～11/3の3日間の日
程で、展示と発表会、音楽祭を実施した。

【内容】

・10月「文化祭前清掃」として、文化祭実行委員会を中
心として公民館サークルと清掃を実施した。
・12月「年末大掃除」は、公民館サークルを中心とし
て、館内外の清掃を実施した。

・入曽地域交流センターと入曽児童館の敷地を利用し
て実施した。
・アトラクションやキッチンカーなども出店しにぎやかな
フェスタとなった。

【内容】

【共催】 6  いりそフェスタ 2025

【内容】

【共催】

備
考

【共催】いりそフェスタ実行委員会

11月

【重点目標】

備
考

【協力】公民館利用者、公民館事業運営委員

11月

【ねらい】

サークルが日頃の学習成果を発表し、市民の交流
と文化の高揚、サークル活動の活性化を促進す
る。
【総合評価】

地域の文化向上と音楽を通した交流を図る。

備
考

地域の祭りとして定着させ、地域住民の交流と賑
わいの創出を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

10月

備
考

【共催】入曽地区自治会連合

【ねらい】

【ねらい】

【ねらい】

公民館利用者の自主的な利用意識を高め、安全
かつ衛生的な施設環境を維持する。

【総合評価】

【共催】狭山名曲鑑賞会

【内容】
・今年度は、10月5日（日）に実施した。
　会場は「御狩場小学校」

スポーツを通じて地域の連帯と親睦を図る。

【総合評価】 【重点目標】
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分
類

終了時期

令和7年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 1 回 人 0 円

1

12月 1 回 137 人 0 円

1

1月 1 回 人 0 円

1

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計 9 件 17 回 5,139 人

11月 3 回 88 人

1、2、3

3月 2 回 7 人

3

イ
ベ
ン
ト

会
議
等 2 公民館事業運営委員会 【継続】

【共催】 7月

・イベント当日までの準備手順や、当日の役割分担な
どについて話し合った。
・第1回：開催概要の説明・日程確認・役割分担
・第2回：会場レイアウト決定・装飾づくり・部会会議
・第３回：設営の手順など最終確認を行った。

・音楽部会も2回実施した。

【主催】

【重点目標】

9月

・事業の質向上や公民館運営に関し、選出した委員よ
り、種々の助言を受けながら、意見交換を行った。
・今後の公民館活動について、意見をいただいた。
・令和８年度の公民館事業の確認をいただいた。

【ねらい】

【継続】

・小・中学生から高齢者まで幅広い世代の地域住民
や、地元企業が参加し、「水野ふるさと緑の景観指定
地区」一帯を清掃した。未だ不法投棄が目立つ。
　

【内容】
・南小学校6年生を対象として実施した「戦中・戦後の
生活体験を語る会」に使用した資料や小学生の感想
文などを展示する。

【主催】 7 平和ギャラリー展 【継続】

【共催】 8 水野の森クリーン作戦 【継続】

【重点目標】

備
考

備
考

【共催】市民文化祭水野会場実行委員会

適切な公民館運営のため、地域の有識者や利用
者に助言を求め、意見交換を行う。

備
考

・書き初め学習会で完成した小学生の作品をロビーに
展示し、地域住民に成果を披露する。

【内容】

【主催】 9 書き初め学習会展示会

地域の方に作品を見てもらう事で、学習会での成
果や成長を感じてもらう場を提供する。

【総合評価】 【重点目標】

【重点目標】

備
考

地域の自然環境への理解を深め、住民の交流と
連携を図る。

1月

【内容】

1 市民文化祭水野会場実行委員会 【継続】

【総合評価】

【ねらい】

【ねらい】

【ねらい】

【ねらい】

市民文化祭が円滑に進行され、来場者の好評を
得られるよう、実行委員会の意思疎通を図る。

【総合評価】

【総合評価】

【協力】南小学校
【重点目標】

備
考

12月

平和について考えるきっかけを提供することを目
的に、テーマに関する写真や記事のパネル展示と
メッセージ投稿を実施する。
【総合評価】

12月

【内容】

【内容】

【共催】若葉台自治会、三葉台自治会、武蔵自
治会
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分
類

終了時期

令和7年度　水野公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 48 人

　 2、3

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計 3 件 6 回 143 人

3月 12 回

2・4

3月

2・4

『広報』事業（件数、回数、延参加者数）小計 2 件 回 0 人

会
議
等

【主催】

広
報

3 利用者研修会 【継続】

・公民館運営に関し基本方針と重点目標を共有した。
・公民館よりの依頼項目の説明、利用者からの要望事
項に対しての返答を実施した。また、公民館利用での
注意事項の再確認を促した。
・公民館事業を説明し、事業への協力と地域貢献活動
への参加を促した。 備

考

・事業参加者募集や地域情報紹介、サークル会員募
集などの記事を掲載した。
・写真やイラストをバランス良く配置し、見る人が興味を
抱くような、紙面づくりを心がけて作成した。

【主催】

【主催】

【ねらい】

備
考

　

・事業参加者募集や地域情報紹介などの記事を掲載
した。事業報告記事には写真を多く掲載するなど、公
民館だよりに載せきれない情報をホームページに掲載
した。写真だけでなく、事業報告やサークル紹介の動
画を掲載した。
・9月から、インスタグラムを始めた。事業の報告や募集
などを掲載した。今後も、積極的に実施していく。

【総合評価】 【重点目標】

１．水野公民館だより発行 【継続】 4月

3月

職員と利用者が一体となった適切な公民館運営
体制を目指す。

【総合評価】 【重点目標】

地域住民に対して公民館事業や公民館サークル
の情報を周知する。

【内容】 【ねらい】

地域住民に対して公民館事業や公民館サークル
の情報を周知する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【ねらい】

　

２．水野公民館ホームページ更新 【継続】

【内容】

4月 随時

【内容】
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◆

（昭和49年7月31日竣工）

鉄筋コンクリート造 ・地上2階建

㎡

人 ㎡

㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

㎡

㎡

人 ㎡

◆

施設概要

事務室

施設案内

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

施設等の整備状況

職員配置

昭和49年8月1日

ホール

談話コーナー

1

耐震補強工事

トイレ

定員 面積

調理台1台

備考

80

－

－

80

47.85

49.28

206.06

133.17

32.92

アップライトピアノ

－

39.97

100 181.99

39.58－

28.8

１
階

小計

調理実習室

学習室

会議室
２
階

和室 21畳敷

平成25年度

1

主任 社会教育主
事有資格者

1

－

2

廊下、管理人室等

1

堀兼公民館

館長 副館長 主査

区分

2,221.41

56.0630

10

30

30

小計

E-mail

交通

狭山市堀兼361番地

04-2958-4050

新狭山駅南口から新狭山ハイツ行き乗車　終点「新狭山ハイツ」で下車、徒歩10分

04-2958-5692

hori-kom@city.sayama.saitama.jp  

所在地

電話 ＦＡＸ

合計

286.4

325.98

714.03

小計

180

（R8.4.1時点）
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令和 7 年度 堀兼公民館 振り返り（評価・課題など） 

 

堀兼公民館では、令和７年度の狭山市基本方針に基づき 5 つの重点目標を掲げ、

事業を実施した。各項目についての評価、課題は次のとおりである。 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題への取組の強化及び人材の発掘と育成 

現代的課題や地域課題に向けた事業への取り組みでは、特に課題であった平和・人

権に関わる事業や、加速する社会のデジタル化によるデジタルデバイドの解消を目的とし

た事業、運動により心身の健康維持を図るための事業、地産地消の推進に併せて地域

の特性を活かした事業などを実施した。多様化するニーズを受け止めながら、今後も、

様々な課題の解決に向け、時代に即した事業展開をしていく必要がある。 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた事業の充実 

青少年対象の事業では、子どもを対象とした魅力ある事業を展開するよう心がけた。好

奇心や探求心、地域への愛着を育むための事業を積極的に実施するほか、保護者ととも

に楽しむことのできる事業を実施した。また、予約の入っていない部屋を自主学習のため

の場として開放し、堀兼地域の青少年が公民館を利用しやすい環境づくりに努めた。 

成人一般から高齢者を対象とした事業では、生きがいづくりを目的とした学びの場・交

流の場を提供することができた。今後は、幅広い世代が交流できるよう、更なる工夫が必

要である。 

 

重点目標 3 大学などの教育機関や関係団体などと連携した学習機会の充実 

NPO 法人や学校などと事業を共催することで、より専門的な学習機会の拡充や魅力あ

る事業を展開できるよう努めた。また、公民館サークルとの共催事業を実施することにより、

サークル活動の活性化や学習成果を活かした地域貢献活動を促進することができた。今

後も積極的に新たな「つながり」を構築していく必要がある。 

 

重点目標 4 地域の教育力を高めあいまちづくりにつながる事業の推進 

まちづくり推進事業団体との共催で農業地域の特性を活かした講座や小学校と連携し

た学社融合事業を行った。今後も、社会教育施設など様々な団体との連携による事業を

模索し、さらに地域力を高めていく必要がある。 

 

重点目標 5 学習サークルへの支援並びに職員の資質の向上 

公民館サークルの活動を安定的に継続することができるよう、公民館の利用環境を整

えるとともに、公民館職員の資質向上のため、事例研究や新規事業の計画などに取り組

んだ。 
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★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★

　　学社融合「ほりかねふるさと学習」

　　音楽サークルクリスマスコンサート

　　切り絵体験教室

【ねらい】

堀兼地域への理解を深め、ふるさとへの誇り、愛着心を醸成

し、地域を活性化する。

【内容】

●7月23日・・・語り部グループななこ会による堀兼の民話の

語りと、学校図書ボランティアによる絵本と紙芝居の読み聞

かせを実施した。ふる里ほりかねの民話として、「ごんげん橋

のはなし」や「東方の薬さま」などを取り上げた。

（参加者83人）

●1月6日・・・狭山市郷土かるたにふれ、狭山市の歴史や行

事、文化財などについて学んだ。（参加者48人）

【重点目標】1、3、4

【共催】堀兼小学校PTA、堀兼小学校図書ボランティア、堀兼

小学校学校運営協議会

【協力】語り部グループななこ会（7月23日）

【ねらい】

公民館登録団体の活動成果を発表する場を設けることで、

サークル活動の活性化を図るとともに、地域住民が音楽に

親しむ機会を提供する。

【内容】

音楽サークル4団体による持ち味を活かし、バラエティーに

富んだ内容の演奏を披露し、来場者全員でクリスマスソング

などを合唱した。（参加者57人）

【重点目標】1、2、3、5

【共催】

堀兼公民館利用サークル（ハワイ

アンパラダイス、ギターサークル

弦、オカリナ雅、ひまわりの会）

【ねらい】

切り絵の楽しさを学ぶとともに、公民館活動に関わるきっかけとする。

【内容】

8月から10月に全5回で実施した講座で、簡単な図柄

から複雑な図柄へステップアップさせた切り絵を作り、

市民文化祭堀兼会場で作品を展示した。

※8年度からサークルとして活動を継続

（参加者7人）

【重点目標】2、3

【講師】

原嶌邦保
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分
類

終了時期

3月 6 回 11 人 0 円

2

5月 1 回 18 人 0 円

5 1、2、4

7月 1 回 20 人 0 円

5 1、2、3

11月 2 回 131 人 0 円

1、3、4

8月 1 回 13 人 1,200 円

4.9 2、4

【継続】 8月

【内容】 【ねらい】
・堀兼産の夏野菜（かぼちゃ、なす、ピーマン、トマト）
を使ってフォカッチャを作った。

・講師のマジックを観覧し、子どもたちがマジックの仕か
けを作り披露した。

マジックを通じて、子どもの創造力を養う。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】マジック四喜

【継続】 7月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】
・語り部グループななこ会による堀兼の民話と、堀兼小
学校図書ボランティアによる絵本と紙しばいの読み聞
かせをおこなった。　83人　7月23日実施
・狭山市郷土かるたにふれ、歴史、風景、行事、文化
財などについて学んだ。　48人　1月6日実施

堀兼地域への理解を深め、ふるさとへの誇り、愛
着心を醸成し、地域を活性化する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】堀兼小学校PTA、堀兼小学校図書ボラ
ンティア、堀兼小学校学校運営協議会
【協力】語り部グループななこ会（7月23日）

・予約の入っていない部屋を自主学習のための場とし
て開放した。

堀兼地域の青少年に広く公民館を知ってもらい新
たな利用者を増やす。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】 【ねらい】
・新茶摘みを体験した。
・製茶工場を見学した。

市の特産品に親しむ。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】奥冨製茶工場寿園

【主催】 3 マジック教室 【新規】 7月

【内容】 【ねらい】

令和7年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【主催】 2 親子でお茶摘み体験 【継続】 5月

【主催】 1 開放学習室ほりかね 【継続】 4月

【内容】 【ねらい】

パン作りの楽しさや地元産食材のおいしさを知ると
ともに、家族の絆を深める。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】山口至美（ＡＢＣクッキング　ケーキ・ブ
レッド担当）

青
少
年

【主催】 5 親子パン作り教室

【主催】 4 学社融合　ほりかねふるさと学習
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分
類

終了時期

令和7年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 4 回 57 人 0 円

4.8 1、2、3

11月 1 回 14 人 0 円

12月 1 回 54 人 0 円

1、3、4

1月 1 回 71 人 0 円

2

1月 1 回 200 人 0 円

【内容】 【ねらい】

・Ligth Down In Sayama　14人　11月28日実施
・森の散策とクラフト体験　9人　12月14日実施
・シイタケのコマ打ちとシイタケ狩り　34人　3月8日実施

備
考

【共催】ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク、
狭山台公民館（12月14日、3月8日）

【重点目標】

備
考

【共催】堀兼小学校学校運営協議会、堀兼中
学校学校運営協議会、つながるえがお

1、2、3、4

【内容】

11月

【総合評価】

【共催】堀兼小学校学校運営協議会、堀兼小
学校図書ボランティア
【協力】狭山市立博物館

【主催】 9  紙ひこうきづくり教室 【継続】 1月

絵本などを通して、子どもたちが戦争と平和につ
いて考える機会をつくる。

【継続】

【重点目標】

8月

【内容】 【ねらい】
身近な環境問題を学び、環境にやさしいライフスタ
イルを考えるきっかけを作る。

【共催】 6 環境講座

【内容】 【ねらい】
・狭山市立博物館の学芸員により、今と昔の給食から
戦争について考えた。
・図書ボランティアにより、戦争と平和に関する絵本を
読み聞かせた。

【共催】 7 学社融合　地域事業に参加しよう 【新規】

【ねらい】
・市民文化祭、ほりかね秋市と同時開催した「ほりかね
のお化け屋敷」の運営を中学生が行った。

中学生が地域事業に関わることで地域を知り、地
域住民との交流を促す。

【総合評価】

【共催】 8 冬の絵本の読み聞かせ「平和って？」 【新規】 12月

世代間交流及び地域交流を図るとともに地元農産
物のおいしさを知る機会をつくる。

【総合評価】 【重点目標】 1、2、3、4

【総合評価】 【重点目標】

備
考

備
考

【共催】青少年育成堀兼地域会議

・堀兼冬まつりと同時開催で、講師オリジナルの型紙を
使い紙ひこうきを作り、飛ばす体験をした。

紙ひこうき作りを通じて子どもの想像力を養うととも
に親子の絆を深める。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】堀兼地区自治会連合会
【講師】久下泰一

【継続】 1月

【内容】 【ねらい】

青
少
年

【共催】 10 堀兼冬まつり

・ミニボウリングや輪投げ、工作などの遊びを体験し
た。
・里いもコロッケ、里いも入り豚汁など地域の食材を使
用した食品を提供した。
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分
類

終了時期

令和7年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

1月 回 人 円

1、2、3

3月 回 人 円

2

10 件 19 回 589 人

4月 1 回 10 人 1,000 円

4.4 1、4

7月 2 回 5 人 0 円

5 2、3

9月 3 回 10 人 2,500 円

5 2、3

健全な里山の維持管理と竹林の整備を行うことの
意義を体験を通して学ぶ。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】ほりかねまちづくりの会、老人福祉セン
ター寿荘

伝統的な日本文化を学び継承することを目指すと
ともに、堀兼ふる里まつりへの参加を促す。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】堀兼着付け同好会

【主催】 3 ひょうたんを使ったランプ作り講座 【新規】 8月

【内容】 【ねらい】
・堀兼産のひょうたんを予め講師がくり抜き、中身を腐
らせ半年以上乾燥させたものを使用したランプを作っ
た。
・市民文化祭堀兼会場で作品を展示した。

1 竹林整備とタケノコ堀り体験講座 【継続】 4月

【内容】

【共催】 11 えがおのひろば 【継続】 1月

【内容】 【ねらい】
※講師の都合により中止 家族で創意工夫しながら遊ぶ場、子育て中の親が

悩みを相談できる場を提供する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】埼玉県家庭教育アドバイザーin狭山

【ねらい】
・竹林の手入れをすることにより里山の維持管理を学
んだ。
・タケノコ堀りを体験した。

12 えいごであそぼう 3月

※未実施 就学前から子どもたちが英語に気軽にふれること
で遊びながら楽しく英語を学ぶ。

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【共催】 2 浴衣着付け教室 【継続】 7月

【内容】 【ねらい】
・浴衣の着方、半幅帯の結びの基本、簡単な礼法や立
ち居振る舞いなどを学んだ。

モノ作りの楽しさを学び、自作ランプの灯りで癒さ
れる。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】久下泰一

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】吉川優子(一般財団法人ラボ国際交流
センター)

【共催】

【ねらい】

【継続】【共催】

青
少
年

成
人
一
般

【内容】
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分
類

終了時期

令和7年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

10月 5 回 7 人 700 円

4.9 2、3

11月 1 回 8 人 700 円

5

3月 2 回 103 人 0 円

1

12月 1 回 16 人 2,000 円

4.9 2、3、4

3月 1 回 18 人 3,000 円

1

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】菊田高雄（防災士）、狭山消防署水野
分署職員

【継続】 12月

【内容】 【ねらい】

【講師】第五福竜丸展示館専属学芸員

ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】
・簡単な図柄から複雑な図柄へステップアップさせた
切り絵を作った。
・市民文化祭堀兼会場で作品を展示した。
・8年度からサークル化した。

切り絵の楽しさを学ぶとともに、公民館活動に関わ
るきっかけとする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【新規】 8月

【内容】

備
考

【講師】久下泰一

【継続】 11月

【内容】 【ねらい】
・堀兼地区防災訓練にあわせて、防災講演会を開催し
た。　84人　11月16日実施
・公民館利用者を対象に避難訓練を実施し、水消火器
による消火訓練を体験した。　19人　3月4日実施

防災に関する体験を通じて、災害の恐ろしさとその
対処方法を学びながら、防災意識の向上を図る。

【講師】原嶌邦保

【主催】 5 クリスマスリース作り教室

【内容】 【ねらい】
・松ぼっくりなど自然の素材を使ったクリスマスリースを
作った。

相違工夫しながらオリジナルのクリスマスリースを
作ることで、ものづくりの楽しさを学ぶ。

【総合評価】 【重点目標】 1、2、3、4

【主催】 4 切り絵教室

【継続】 11月

・堀兼地区まちづくり推進団体で育てた植物及び地元
の方から提供された素材を使って寄せ植え門松を作っ
た。

地元産の材料を用いた門松づくりを通して、日常
生活を豊かにするとともに堀兼地域の活性化を図
る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】四季の花ほりかね

【継続】 3月

【内容】 【ねらい】
・東京都立第五福竜丸展示館を視察し学芸員による
解説を受講した。

水爆実験により被ばくしたマグロ漁船乗組員の人
権や、平和について学ぶ。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

成
人
一
般

【主催】 8 人権・平和に関する講座

【共催】 7 お正月門松づくり教室

【主催】 6 防災講座
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分
類

終了時期

令和7年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 12 人 1,000 円

4.9 2、4

3月 1 回 6 人 1,600 円

4.8

4月 回 人 円

2

11月 回 人 円

2、3、4

12月 回 人 円

1、2

【共催】 13 暮らしに役立つスマホ教室 【継続】 12月

【内容】 【ねらい】
※未実施 デジタルデバイドの解消を目的とし、身近な場面

でのスマートフォンの活用を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】老人福祉センター寿荘
【講師】ソフトバンク（株） スマホアドバイザー

※雨天のため中止 散歩を通して堀兼地区の文化や歴史に触れる。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】ＮＰＯ法人さやま歴史ガイドの会、老人
福祉センター寿荘

【内容】 【ねらい】

【共催】 11 歴史講座 【継続】 4月

【主催】 12 堀兼地区魅力再発見　写真展 【継続】 9月

【内容】 【ねらい】
※未実施 堀兼地区の魅力を再発見するような写真を広く募

集し、市民文化祭堀兼会場で展示する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【新規】 3月

【内容】 【ねらい】

アウトドア体験として燻製作りを学ぶ。

【総合評価】 【重点目標】 1、2、3、4

備
考

【講師】久下泰一

・堀兼産のいちごを使った桜もち（関東風、関西風）を
作り、練りきり体験（さくら）を行った。

地産地消の推進及び参加者相互の交流を図り公
民館活動に関わるきっかけとする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】山口至美（ＡＢＣクッキング　ケーキ・ブ
レッド担当）

【継続】 3月

【内容】 【ねらい】

成
人
一
般

【主催】 10 燻製作り教室

【主催】 9 和菓子づくり教室

・半斗缶などの空き缶と空き箱を利用したスモーク缶を
作成し、チーズなどの燻製を作った。
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分
類

終了時期

令和7年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 回 人 円

2

3月 回 人 円

2、3

10 件 18 回 195 人

2月 3 回 88 人 9,000 円

4.9 1、2

3月 2 回 65 人 0 円

5 1、2、3

12月 1 回 35 人 0 円

4.4 1、2、3

【内容】 【ねらい】

3 グラウンドゴルフ大会 【継続】 12月

・6人1組のチームに分かれて4ラウンドプレーする、個
人対抗戦のグラウンドゴルフ大会を開催した。

高齢者の健康増進と参加者同士の交流、生きが
いづくりを目的とする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】堀兼地区老人クラブ連合会

【内容】 【ねらい】

【内容】 【ねらい】

・堀兼シニアグラウンドにてチーム対抗戦のペタンク大
会を開催した。
1回目35人
2回目30人

高齢者の健康増進と参加者同士の交流、生きが
いづくりを目的とする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】堀兼地区老人クラブ連合会

【共催】

【共催】

【共催】 2 ペタンク大会 【継続】

※未実施 健康増進を目的に、体を動かすことの大切さや楽
しさを学ぶ。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】 1 ほりかね寿大学 【継続】 5月

5月

15 ステップアップゴルフ教室 【継続】 3月

【内容】 【ねらい】
※講師の都合により中止 ゴルフを通じて健康増進と心身のリフレッシュを図

るとともに技術の向上を目指す。

【総合評価】 【重点目標】

【内容】 【ねらい】

・高齢者の健康増進と参加者同士の交流、生きがいづ
くりに役立つ各種催し・講義などを参加者代表とともに
企画し、実施した。
1回目　コーラスみんなで歌おう　27人
2回目　コラボ！尺八＆ウクレレ演奏会　32人
3回目　視察研修　29人

高齢者の健康増進と参加者同士の交流、生きが
いづくりを目的とする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【主催】 14 スポーツ教室 【継続】 3月

【共催】堀兼地区老人クラブ連合会
【講師】第1回 下田靖子（歌指導）、池山康子
（伴奏）
第2回 寺本隆夫（尺八）新井鉄夫（ウクレレ）

備
考

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

高
齢
者

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和7年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 回 0 人 0 円

1、2、3

3 件 6 回 188 人

1月 2 回 63 人 0 円

2、4

7月 1 回 1,135 人 0 円

4

10月 1 回 346 人 0 円

4

11月 1 回 1,920 人 0 円

3

2 堀兼ふる里まつり

【重点目標】

【継続】 7月

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【共催】 1 堀兼ふれあいサロン 【継続】 6月

【内容】 【ねらい】
・お茶やコーヒーを提供した。
・公民館サークルによる楽器演奏やマジックショーなど
の催しを行うことで集客した。
1回目26人
2回目37人

参加者同士の交流を図り公民館活動に関わるきっ
かけ作りをするとともに、地域住民の外出機会を創
出し、孤立を防止する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】社会福祉協議会堀兼支部
【協力】堀兼・奥富・新狭山地域包括支援セン
ター

・ボウリング（個人、団体）とボッチャを競技種目として
行った。

・10月30日から11月3日でサークルや地域住民などに
よる作品展示やステージ発表を行った。

サークルの活動成果を発表するとともに、サークル
間及び地域住民との交流を図る。

備
考

【共催】市民文化祭堀兼会場実行委員会
【協力】交通安全協会堀兼支部、堀兼みつばさ
保育園、秋草学園高等学校、堀兼地区老人ク
ラブ連合会など

【総合評価】

【継続】 10月

【内容】

スポーツを通じて健康増進と地域住民同士の交流
を図ることを目的とする。

【総合評価】

【共催】 4 ボッチャ大会 【新規】 3月

【内容】

【内容】 【ねらい】
※未実施 高齢者の健康増進と参加者同士の交流、生きが

いづくりを目的とする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】

高
齢
者

イ
ベ
ン
ト

【共催】

【ねらい】
夏祭りを通じて郷土意識の高揚と地域住民の親睦
を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】堀兼地区自治会連合会
【協力】堀兼地区老人クラブ連合会、狭山市消
防団第4分団、交通安全協会堀兼支部、青少
年育成堀兼地域会議、堀兼ゴルフ協会など

【共催】 3 市民体育祭堀兼地区大会

【内容】 【ねらい】

・民踊流しやお囃子、堀兼中学校吹奏楽部の演奏な
どの催しを行った。
・模擬店（ピザ、枝豆、カレー、飲料など）での販売を
行った。

【重点目標】

【共催】 4 市民文化祭堀兼会場

【ねらい】

備
考

【共催】堀兼地区自治会連合会

【継続】 10月
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分
類

終了時期

令和7年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 1 回 57 人 0 円

5 件 6 回 3,521 人

3月 10 回

1、2

1 件 10 回 人

10月 2 回 36 人

【ねらい】

4

3月 2 回 7 人

【ねらい】

4

11月 4 回 75 人

【ねらい】

3、4

【主催】 1 堀兼ふる里まつり実行委員会

【主催】 2 公民館事業運営委員会

【共催】 3 市民文化祭実行委員会 【継続】 6月

【継続】 5月

【継続】

【内容】

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

展
示

【共催】 1 ロビー・階段壁面等展示 【継続】 4月

【内容】 【ねらい】
・展示内容：絵画、写真、門松、パッチワーク、菊花を
展示した。

公民館の活動成果を広く発表の場を提供する。

【総合評価】 【重点目標】

・令和７年度公民館事業実施状況の報告を行った。
・令和８年度公民館事業計画について意見交換を
行った。

公民館事業の実施内容と実施計画について意見
を聴取し、公民館事業を円滑に実施する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

備
考

【協力】一歩会（絵画）、堀兼写友会（写真）、地
域有志

5月

・令和7年度堀兼ふる里まつりの開催について協議し
た。
・令和8年度堀兼ふる里まつり事業計画（案）、事業予
算（案）について協議した。

堀兼ふる里まつりの開催についての検討、準備、
計画、予算審議を行う。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】堀兼ふる里まつり実行委員会

【内容】

会
議
等

【重点目標】

備
考

・市民文化祭開催に向けて、日時やテーマ、会場及び
時間の割り振りなどを検討した。
・文化祭終了後、意見交換・反省会を行った。

公民館サークルによる文化祭実行委員会を立ち
上げ、文化祭に向けた準備を行う。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】市民文化祭堀兼公民館会場実行委員
会

【内容】

【共催】 5 音楽サークルクリスマスコンサート 【新規】 12月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】
・音楽サークル4団体による持ち味を活かし、バラエ
ティーに富んだ内容の演奏を披露し、来場者全員でク
リスマスソングなどを合唱した。

公民館登録団体の活動成果を発表する場を設け
ることで、サークル活動の活性化を図るとともに、
地域住民が音楽に親しむ機会を提供する。
【総合評価】

イ
ベ
ン
ト

【共催】
1、2、3、5
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分
類

終了時期

令和7年度　堀兼公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 20 人

【ねらい】

3、4

3月 1 回 25 人

【ねらい】

3

5 件 10 回 163 人

3月 12 回

3月

2 件

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【継続】 4月

【主催】 4 公民館利用者懇談会

【主催】 5 利用者自衛消防訓練

【内容】
・公民館利用などについての意見交換及び情報共有
を行った。

公民館サークルとの意見交換及び情報共有する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【継続】 3月

【内容】
・火災発生を想定し館外への避難訓練を実施した。
・水消火器訓練を実施した。

災害時の安全確保のための避難方法・避難経路
の確認。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【継続】 3月

【ねらい】
・広報さやまと同時に堀兼地区全戸へ配布した。
・市ホームページへ掲載した。

公民館事業や地域事業の詳細を住民に周知す
る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 1 ふる里ほりかね発行

『広報』事業（件数）小計

【継続】 4月 随時

【内容】 【ねらい】
・講座など公民館事業や地域事業の詳細について、
市ホームページに掲載した。

公民館事業や地域事業の詳細を住民に周知す
る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 2 公民館ホームページ更新

広
報

【内容】

会
議
等
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◆

鉄筋コンクリート造 ・地上2階建

ホール 人 ㎡

会議室 人 ㎡

㎡

事務室 ㎡

㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

◆

施設概要

ロビー

機械室・階段等

－ 35.75

定員 面積

10

－

－

昭和55年11月30日（昭和55年11月29日竣工）

備考

1
階

小計 90

80

478.86

地区センター － 28

65.25

159.15

154.71

36

アップライトピアノ

施設案内

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

職員配置

施設等の整備状況

小計

2
階

学習室

調理実習室

和室

会議室

廊下等

調理台4台

30畳敷

63

1 2

－

95

3 1

122.5

334.5

49

70

狭山台公民館

館長 主査 主任 主事

区分

1842.65 ㎡

3010

30

25

30

合計 185

空調設備改修工事

813.36

1

社会教育主
事有資格者

平成２８年度

西武バス（井戸窪経由狭山台団地行）西武狭山台ハイツ下車徒歩2分

dai-kom@city.sayama.saitama.jp

所在地

電話 FAX

E-mail

交通

狭山市狭山台3丁目7番地1

04-2957-1271 04-2959-0545

（R8.4.1時点）

-77-

mailto:dai-kom@city.sayama.saitama.jp


 

令和 7 年度 狭山台公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

狭山台公民館では、令和 7 年度の狭山市基本方針に基づき 5 つの重点目標を掲げ、

事業を実施した。各項目についての評価、課題は次のとおりである。 

 

重点目標 1 現代的課題及び地域課題への取組の推進 

子どもが環境に関心を持ち学ぶための「森の木の実でクラフトを楽しもう！」を実

施したほか、高齢者の生活力向上のためのスマホ講座や、地域包括支援センターと連

携し介護予防教室を実施した。今後も時代背景や地域住民のニーズをとらえ、課題を

見極めながら事業を実施していく。 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた学びと交流を促進する事業の推進 

子どもと保護者向けに「おはなし会」や「親子リトミック」を開催し、楽しみなが

ら参加者同士も交流できる事業を実施した。また、成人一般向けとして金融の知識や

気象に関する講座などを実施し、様々な学びの機会を提供した。今後も引き続きライ

フステージに応じた事業の実施に取り組んでいく。 

 

重点目標 3 地域資源を活用した学習機会の充実 

狭山市発祥の童句を募集・選考する「童句翁忌句会」を地域団体との共催事業によ

り実施したほか、公民館利用団体による「朗読と語りの会」や「平和への祈り朗読会」

を実施し、文化の継承や平和学習に取り組んだ。今後も地域資源を有効に活用しなが

ら、更なる学習の機会を充実させていく。 

 

重点目標 4 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の推進 

旧さやま市民大学ジャーナル学科卒業生がその学習成果を生かし「さやまだい公民

館・地区センターだより」の作成、編集委員として携わった。また「市民文化祭狭山

台公民館会場」では、公民館利用団体による活動成果発表に加え、狭山台南保育所及

び狭山台小学校 3 年生児童の作品の招待展示を行った。今後も地域の学びを相互に活

性化するよう機運を高め事業を推進していく。 

 

重点目標 5 学習サークルへの支援並びに職員の資質の向上 

公民館利用サークルには公民館ロビーを活用した展示発表（ギャラリーさやまだい）

を可能とし実施したほか、6 月実施の公民館利用サークル入会体験の内容を公民館だ

よりへ掲載することにより、利用団体の活動発表の機会を提供し支援を行った。また、

職員の資質の向上の一環として入間地区公民館連絡協議会による講演会及び狭山市公

民館連絡協議会による職員研修に参加し、公民館職員としての学びを深めた。 
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★ピックアップ事業★

試合中の様子

秋の親子リトミック

参加者全員で集合写真

【ね ら い】 親子で楽しく音楽とふれあいながら、子どもの音感・集中力・創造力・社会性を

引き出す

【日 時】 ①令和７年９月２０日（土） １０時００分から１１時００分

②令和７年１２月１３日（土） １０時００分から１１時００分

③令和８年３月２２日（日） １３時３０分から１４時３０分

【対 象】 １歳半以上の未就学児とその保護者

【内 容】 親子でピアノ演奏に合わせて体を動かしたり、歌を歌って楽しんだ

【会 場】 狭山台公民館１階 ホール

【参 加 費】 無料

【参加者数】 合計３１名（①１２名②１４名③５名）

【講 師】 吉野智子氏、飛山まどか氏（ピアノ演奏）

【重点目標】 １、２、３、４

【総合評価】 ５.０

★ピックアップ事業★

【主催】 親子リトミック教室(①秋②クリスマス③春） 【継続】

【共催】 狭山台公民館長杯OVER130テニス～ダブルテニスの集い2025～ 【継続】

【ね ら い】 シニアテニス愛好会の技術の向上、健康の増進を図るとともに交流の場を提供

する

【日 時】 令和７年１１月５日（水） ９時００分から１５時２０分

【対 象】 ふたりのうち、どちらかが狭山台地区の方（狭山台地区在住・在勤・グループ活動

を含む）かつ２人で合計１３０歳以上となるペア

【内 容】 ペアの満年齢合計が130歳以上、狭山台地区にゆかりのある方たち10ペアが

2組に分かれて予選リーグを実施した。それぞれの組の順位ごとに対戦し順位を

決定した

【会 場】 狭山台中央公園

【参 加 費】 １ペア 1,000円

【参加者数】 ２６名

【協 力】 狭山台公民館長OVER130テニスタブルステニスの集い2025実行委員会

【重点目標】 １、２

Xmas親子リトミック
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分
類

終了時期

3月 4 回 69 人 0 円

【ねらい】

4.8 2、3、4

3月 3 回 31 人 0 円

【ねらい】

5.0 1、2

12月 1 回 9 人 0 円

【ねらい】

5.0 1、2、3、4

3月 1 回 34 人 0 円

【ねらい】

4.9 1、2、3、4

3月 1 回 4 人 600 円

【ねらい】

3.6 1、2、3、4

ＮＰＯ法人との連携による環境講座として実施した。
（上赤坂公園内雑木林の散策は雨天のため中止）
・用意しておいた木の実や枝で色々な作品を制作
場所：堀兼・上赤坂公園、緑のトラスト保全9号地
開催日：12月14日（日）

5 子ども料理教室

【内容】
食の大事さ及び調理の楽しさを学習した。
ライスケーキ、メキシカン・タコス、バナナピザほか
開催日：3月8日（日）

【主催】

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

親子でピアノに合わせて体を動かしたり、歌を歌ったり
しながら、子どもの音感・集中力・想像力・協調性・社会
性を引き出すことを目的に開催した。
開催日: 9月20日（土）、 12月13日（土）、 3月22日（日）

【内容】

備
考

【共催】 3 森の木の実でクラフトを楽しもう！ 【継続】 12月

【内容】
公民館利用団体との連携による事業として実施した。
【なつのおはなし会】7月27日(日）
【あきのおはなし会】10月26日（日）
【クリスマスおはなし会】12月21日（日）
【はるのおはなし会】3月22日（日）

環境問題を学ぶとともに、環境に対する意識の向
上を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】

備
考

【共催】おはなしのろうそく（朗読グループ）

【継続】

【重点目標】

備
考

【講師】吉野智子、飛山まどか（ピアノ演奏）

【共催】堀兼公民館
　　　　 ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク
【講師】緑のトラスト狭山

【重点目標】

備
考

【主催】 2 親子リトミック教室

【共催】堀兼公民館
　　　　 ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク
【講師】緑のトラスト狭山

3月

自然と触れ合いながら雑木林の有効活用につい
て広く理解する。

【総合評価】

3月

小学生を対象として、食の大事さ及び調理の楽し
さを学ぶ。

【総合評価】 【重点目標】

【継続】

4 シイタケのコマ打ちとシイタケ狩り 【継続】

9月

リトミックを通し、親子のスキンシップを図る。

【総合評価】

【講師】土田丹智子（料理研究家）

令和7年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【重点目標】

7月

読み聞かせを通して子どもの情操育成と参加者相
互の交流を図る。

【総合評価】

1 おはなし会

【継続】

【共催】

【主催】

ＮＰＯ法人との連携による環境講座として実施した。
・シイタケ菌のコマ打ち
・シイタケ狩り
場所：堀兼・上赤坂公園、緑のトラスト保全9号地
開催日：3月8日（日）

青
少
年

-80-



分
類

終了時期

令和7年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

8月 回 人 円

【ねらい】

1、2、3、4

5 件 10 回 147 人

11月 2 回 8 人 0 円

【ねらい】

4.6 1、3、4

7月 1 回 3 人 0 円

【ねらい】

2、3、4、5

9月 1 回 12 人 100 円

【ねらい】

4.1 2、3、5

12月 1 回 29 人 0 円

4.5 2、3、5

【共催】さやま市民大学同窓会

2 ゆかた着付け無料講習会

地域団体との連携による市民向け講座として入曽地域
交流センター（9/22）・広瀬公民館（9/24）・狭山台公民
館（9/30）の３会場で実施した。
開催日：9月30日（火） 【総合評価】 【重点目標】

地域団体との連携による事業として狭山台ふるさと祭り
開催当日に実施した。
開催日：7月19日（土）

7月

市民を対象に、気象予報士による天気に関する知
識や解説・映像を通して気象について学習する。

9月

備
考

【共催】 3 市民講座「雲と雨のはなし」 【新規】

【内容】

【内容】

7月

【内容】
ＮＰＯ法人との連携による事業「子ども環境講座」として
実施（全1回）
開催日：申込者なしのため中止

大人にも子どもにもわかりやすく金融のしくみを学習し
た。
開催日：7月30日（水）、11月19日（水）

【内容】

1 子育て応援講座 【継続】

楽しく金融の知識を学び、社会のしくみを学習す
る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】手結び着付け同好会

【共催】 【継続】

【講師】（株）SBI証券アドバイザー

【主催】

着物の着装に関する学習を通して教養を高め、伝
統文化の継承を図る。

【共催】 6 子ども環境講座 【継続】 7月

小学生の親子を対象として、ものづくりやごみの分
別を通して環境に対する意識の向上を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

青
少
年

成
人
一
般

【共催】 4 語り部グループななこ会 第８回 口演会 【継続】 12月

【内容】 【ねらい】
公民館登録団体「語り部グループななこ会」による民話
の語りを聴く会を開催した。
開催日：12月6日（土）

市民大学卒業生達の活躍の場を提供するとともに
学習したことを地域へ還元してもらう。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】語り部グループななこ会
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分
類

終了時期

令和7年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 1 回 7 人 1,300 円

【ねらい】

1、2、3、4

2月 1 回 6 人 0 円

【ねらい】

4.5 1、2、4

3月 2 回 29 人 0 円

【ねらい】

4.5 1、2、4

3月 回 人 円

【ねらい】

1、3、4

3月 回 人 0 円

【ねらい】

1、2、3、4

7 件 9 回 94 人

【総合評価】

【主催】 9 健康づくり講座 【継続】 12月

【内容】
・地区スポーツ推進委員と連携し、健康づくりを学ぶ
（全1回）
開催日：狭山台寿大学の特別企画「ボッチャ体験」とし
て開催

健康づくりに対する意識の向上を図る.

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山台地区スポーツ推進委員

5月

子育て中の方を対象として、リフレッシュ方法を学
ぶとともに参加者同士の交流を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】

5 料理教室 【継続】 2月

【内容】
地元野菜を食材に使った薬膳料理（中国料理）で、食
による健康づくりと異色文化を学んだ。
高麗人参のスープ、揚げ鶏のネギソース、里芋のマヨ
ピッツァほか
開催日：2月21日（土）

料理を楽しみながら学び、仲間づくりや家族との交
流に役立てる。

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】 8 子育てリフレッシュ講座 【継続】

【講師】佐藤敬吾（カフェ経営者）

コーヒーの淹れ方を学び日常生活を豊かにするととも
に、子育て中の方同士で交流を図る。
開催日：申込者なしのため中止

　

【主催】

【重点目標】

備
考

【講師】土田丹智子（料理研究家）

【重点目標】

備
考

【講師】ソフトバンク株式会社スマホアドバイ
ザー

【主催】 6 スマホ基本講座 【継続】 2月

【内容】
スマートフォンの基礎知識と操作方法を学習した。
開催日：2月3日（火）

スマートフォンの仕組みを学習し、日常生活に役
立てる。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ソフトバンク株式会社スマホアドバイ
ザー

成
人
一
般

【主催】 7 スマホ講座　中級編 【継続】 3月

【内容】
スマートフォンを活用するための二次元コード、アプリ
ダウンロード、ラインの操作方法などを学んだ。
開催日：3月4日（水）、3月11日（水）

デジタルデバイドの解消を目的に、身近な場面で
活用できるよう技術の向上を図る。

【総合評価】
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分
類

終了時期

令和7年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 13 回 128 人 0 円

【ねらい】

1、2、3、4

3月 24 回 218 人 0 円

【ねらい】

1、2、3、4

7月 1 回 11 人 0 円

【ねらい】

1、2、3、4

3月 2 回 24 人 2,700 円

【ねらい】

4.7 １、2、3、5

4 件 40 回 381 人

4月 1 回 20 人 300 円

【ねらい】

1、2、3、4【総合評価】

【共催】 1 さやまだいスクール

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

4月

4 狭山台寿大学

備
考

【共催】狭山台地域包括支援センター

高齢者の介護予防を目的に、管理栄養士による
栄養講座と調理実習を実施する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山台地域包括支援センター

2月

住み慣れた場所で、元気に生活を続けていくこと
を目的に、健康や生活について学習する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

7月

【共催】狭山台地域包括支援センター

1 狭山台ペタンク大会

・地域団体との連携による事業として実施した。
会場：狭山元気プラザグラウンド
開催日：4月17日（木）

2 65歳からはじめるヨガ教室 【継続】

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

生活の知識や歴史・環境問題など幅広く学ぶとと
もに、参加者相互の交流と教養の向上を図る

ヨガを通して健康増進を図り、社会参加の場を提
供することで加齢に伴う孤立を予防する。

イ
ベ
ン
ト

【主催】 【継続】

生活に関する知識や歴史など、様々な学びを体験し
た。
(1)手前味噌づくり  2月21日(土)、2月22日（日）
(2)ボッチャ体験  3月11日（水）

高
齢
者

4月

【内容】

【主催】 【継続】

地域包括支援センターとの連携による事業。介護予防
教室として実施した。
開催日：7月10日（木）

【共催】

【共催】 3 65歳からの栄養講座 【継続】

【内容】

地域包括支援センターとの連携による事業。介護予防
教室として実施した。
・筋力強化について、熱中症予防、体力測定、歩き
方、認知症予防について、神経への働きかけなど
開催日：毎月第2金曜日

【内容】
地域包括支援センターとの連携による事業。介護予防
教室として実施した。
開催日：毎月第1・第3水曜日

【内容】
住民の高齢化が進む中、ペタンクを通して地域住
民の健康増進と相互の交流を図る。

【総合評価】
【講師】(1)男の大学院
　　　 　(2)狭山台地区スポーツ推進委員
※参加費2,700円は味噌づくり講座の材料費

4月

備
考

【重点目標】

【重点目標】

備
考

【協力】狭山台ペタンククラブ、西武狭山台ハイ
ツペタンククラブ

【継続】
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分
類

終了時期

令和7年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

4月 1 回 43 人 300 円

【ねらい】

1、2、3、4

7月 1 回 6,000 人 0 円

【ねらい】

　 1、2、3、4

7月 1 回 24 人 0 円

【ねらい】

1、2、3、4

10月 1 回 40 人 0 円

【ねらい】

4.5 1、2、3、4

10月 1 回 588 人 0 円

【ねらい】

1、2、3、4

【協力】狭山台スマイルクラブ

【総合評価】

備
考

【重点目標】

3 狭山台ふるさと祭り

10月

備
考

【共催】狭山台地区体育祭実行委員会
【協力】狭山台地区スポーツ推進委員

【共催】

4月

イ
ベ
ン
ト

5 第２８回朗読と語りの会

【共催】

【継続】

・地域団体との連携による事業として実施した。
会場：狭山元気プラザグラウンド
開催日：4月11日（金）

【内容】

4 童句翁忌句会

・自治会競技：ペタンク（一丁目自治会）、フィッシング
バトル（二丁目自治会）、ピンポン球カップin（四丁目東
地区自治会）、ストラックアウト（四丁目西自治会）、輪
投げ（西武ハイツ自治会）、PK（サッカー）（中央自治
会）、球投げ（団地自治会）、グラウンドゴルフ（団地二
街区自治会）を実施した。
会場：狭山元気プラザグラウンド
開催日：10月5日（日）

【共催】

誰もが楽しめる体育祭をコンセプトに、ゲーム感覚
の競技を通して地域の人々の交流と健康推進を
図る。

【総合評価】

【共催】

【内容】
公民館利用団体との連携により童句創始者の土家由
岐雄先生（童句翁）の忌日を偲ぶ事業として実施した。
・童句の募集　・童句大会（投句選考会）
投句応募者15名、投句総数45句（内、特選1句、入選2
句、佳作9句、献句3句）
開催日：投句選考会　7月6日（日）

【内容】

2 狭山台グラウンドゴルフ大会

地域団体との連携による事業として実施した。
・地域団体によるステージ発表
・地域団体等による模擬店の出店
会場：狭山台中央公園野球場
開催日：7月19日（土）

【主催】

【内容】

【継続】

【共催】狭山台地区自治会連合会、狭山台ふる
さと祭り実行委員会

住民の高齢化が進む中、グラウンドゴルフを通して
地域住民の健康増進と相互の交流を図る。

【重点目標】【総合評価】

【総合評価】

狭山台地区全体の夏祭りを開催し、ふるさと意識
の醸成と地域住民の交流を図る。

備
考

【共催】狭山童句研究会

7月

7月

【総合評価】 【重点目標】

備
考

10月

朗読グループの熟練された朗読を通し、日本語の
美しさや楽しさ、作品の楽しさや面白さを感じられ
る場を提供する。

【継続】

【継続】

公民館利用団体との連携による事業として実施した。
開催日：10月3日（金）

【内容】

【共催】狭山語りの会
【重点目標】

6 狭山台地区体育祭 【継続】

狭山台発祥の童句の募集・選考を通して、地域で
生まれた文化の継承と発展を目指す。

【重点目標】

備
考
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分
類

終了時期

令和7年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 1 回 839 人 0 円

【ねらい】

　 2、3、4、5

11月 1 回 26 人 1,000 円

【ねらい】

　 1、2、3、4

11月 1 回 750 人 0 円

【ねらい】

2、3、4、5

2月 1 回 19 人 0 円

【ねらい】

4.5 １、3、4、5

2月 1 回 70 人 0 円

【ねらい】

4.9 2、3、4、5

【重点目標】

【共催】狭山台OVER130テニス実行委員会

公民館利用サークルの発表の場を設けることで
サークル活動の活性化を図り、地域住民に音楽に
親しむ場を提供する。

2月

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】 7 狭山市民文化祭狭山台公民館会場

【共催】 10 平和への祈り朗読会 【継続】 2月

【内容】
公民館利用団体との連携による狭山市平和都市宣言
事業として実施した。
開催日：2月14日（土）

朗読グループの熟練された朗読を通し、平和のあ
りがたさを改めて認識する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山語りの会

【継続】

【重点目標】

10月

備
考

【共催】狭山台ふれあい音楽祭実行委員会
【総合評価】

地域で音楽を愛好するグループの演奏などを通し
て、音楽に親しむ機会を提供する。

【内容】

【内容】
狭山台地区を中心とするシニアテニス愛好者の技
術の向上、健康の増進を図ると共に、交流の場を
提供する。

地域の団体：「狭山台南保育所」「狭山台オカリナサー
クル」「狭山台小学校3学年」「狭山台小学校4学年」
「狭山台みつばさ保育園」「狭山手をつなぐ親の会と鶴
の子会」「狭山少年少女合唱団」「狭山台中学校吹奏
楽部」「狭山市吹奏楽団」「Sayamadai Gospel」「スイン
グメイト」による音楽発表会を開催した。
会場：狭山元気プラザ体育館
開催日：11月23日（日・祝）

公民館利用団体による活動成果の場として展示や発
表を行った。
前期：10月28日（火）～10月31日（金）
後期：11月1日（土）、11月2日（日）、11月4日（火）

地域団体との連携による事業として実施した。
・参加資格：ペアの満年齢が合わせて１３０歳以上であ
り、狭山台地区にゆかりのある者
・試合方法：4ゲーム先取とし、予選リーグならびに本選
リーグを行う
会場：狭山台中央公園テニスコート
開催日：11月5日（水）

11月

【共催】

【共催】狭山台オカリナサークル

11 オカリナミニコンサート 【継続】

【共催】市民文化祭狭山台公民館会場実行委
員会

8 狭山台OVER130テニス～ダブルステニスの集い～

・公民館利用団体との連携による事業として実施した。
・オカリナで皆が知っている童歌や歌謡曲など幅広い
ジャンルの曲を演奏した。
開催日：2月21日（土）

【共催】 9 狭山台ふれあい音楽祭 【継続】

【内容】

11月

備
考

備
考

【内容】

【総合評価】

利用団体の活動の成果を展示・発表することによ
り、活動意欲の向上を図るとともに、来場者との交
流を図り文化活動に貢献する。

【重点目標】

【共催】 【継続】

【総合評価】

ピックアップ事業で紹介！

イ
ベ
ン
ト
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分
類

終了時期

令和7年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 1,700 人 0 円

【ねらい】

2、3、4

12 件 12 回 10,119 人

3月 3 回 300 人 0 円

【ねらい】

2、3、4、5

1 件 3 回 300 人

3月 12 回 60 人

【ねらい】

1、2、3、4

3月 3 回 86 人

【ねらい】

2、3、4、5

11月 3 回 62 人

【ねらい】

2、3、4、5

【共催】狭山台公民館利用団体
【総合評価】

備
考

【内容】

地域団体の発表や臨時出店による料理販売等。
地域住民のふれあいの場として住民相互の交流を
図る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

展
示 【重点目標】

2 利用者研修会・利用者懇談会

【共催】春フェスタ狭山台実行委員会

12 春フェスタ狭山台

公民館活動団体の成果発表の場として狭山台公民館
ロビーをギャラリーとして開放した。
(1)絵画展（絵画同好会パレット）6月
(2)書道展（地域づくりをすすめる会＆春墨会）9月
(3)写真展（彩光会）2月

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【共催】 1 ギャラリーさやまだい

1 狭山台公民館だより編集会議

【共催】 【継続】 3月

公民館ロビースペースを有効活用し、賑わいを創
出するとともに利用団体に普段から活動成果が発
表できる機会を提供する。

【継続】 4月

地域団体の発表や臨時出店による料理の紹介・販売
を通して、地域住民のふれあい・交流を図った。
・出店（22団体）、出演（5団体）、催し物（6団体）
会場：狭山元気プラザ
開催日：3月21日（土）

【内容】

【継続】 5月

【内容】
・公民館利用団体へ向けた研修及び利用団体同士の
交流の場として実施した。
開催日：5月28日（水）公民館利用について、人権学習
（ＤＶＤ視聴）29名
12月8日（月）公民館清掃活動、利用者懇談会　26名
3月18日（水）公民館利用について、連絡事項、消防避
難訓練　31名

公民館利用者（団体）へ公民館利用の理解を図る
とともに、研修や懇談会の実施を通じて利用者同
士の交流・連帯を図る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】富士見集会所（DVD借用）、社会福祉
協議会狭山台支部、消防点検事業者

【継続】 4月

【内容】
・さやま市民大学ジャーナル学科卒業生との連携によ
り、公民館だよりを作成した。
・地域活動及びイベントの取材を実施したほか、公民
館だより記事の編集及び確認を実施した。

地域の情報発信として、より内容の濃い紙面づくり
を目指す。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】狭山台公民館だより編集委員

3 市民文化祭狭山台公民館会場実行委員会 【継続】 7月

【内容】
・市民文化祭狭山台会場の開催に向けて実行委員会
による会議を開催した。
第1回 7月31日（木）19名
第2回 9月24日（水）24名
第3回 11月26日（水）19名

公民館利用団体の相互の協力・団結により、文化
祭を円滑に開催することを目的とする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

イ
ベ
ン
ト

会
議

-86-



分
類

終了時期

令和7年度　狭山台公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

1月 4 回 52 人

【ねらい】

2、3、4、5

3月 3 回 18 人

【ねらい】

2、3、4、5

5 件 25 回 278 人

3月 12 回 人

【ねらい】

1、2、3、4

1 件 12 回 人

1 狭山台公民館・地区センターだより発行

地域の出店・出演団体の相互の協力・団結により、
春フェスタ狭山台を円滑に開催することを目的とす
る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】春フェスタ狭山台実行委員会

4 狭山台ふれあい音楽祭実行委員会 【継続】 8月

【内容】
・狭山台ふれあい音楽祭の開催に向けて実行委員会
による会議を開催した。
第1回  8月7日（木）13名
第2回 10月9日（木）13名
第3回 11月6日（木）13名
第4回 1月29日（木）13名

地域の音楽サークル・団体の相互の協力・団結に
より、音楽祭を円滑に開催することを目的とする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山台ふれあい音楽祭実行委員会

5 春フェスタ狭山台実行委員会

会
議

『広報』事業（件数、回数、延参加者数）小計

広
報

『会議』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【継続】 4月

【内容】
・さやま市民大学ジャーナル学科卒業生である公民館
だより編集委員との共同編集により、公民館だよりを発
行した。

公民館・地区センターだよりを通じて、公民館事業
や市政に関する情報を速やかに地域へ情報提供
することを目指す。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】狭山台公民館だより編集委員

【継続】 12月

【内容】
春フェスタ狭山台の開催に向けて実行委員会による会
議を開催した。
第1回 12月24日（水）6名
第2回 1月26日（月）6名
第3回 3月10日（火）6名
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◆ .

木造平屋建て ※「埼玉の木」施設整備促進事業補助金【埼玉県】を活用

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

人 ㎡

太陽光発電パネル設置（ホール屋根部分）

◆

新狭山公民館

施設概要
開館年月日 平成２９年６月１日

構造 ・規模

25

ＦＡＸ       ０４－２９５４－７８８６

敷地面積 1,984.46

施設内容 区分 定員 面積 備考

49

廊下・倉庫等 ― 276

第３学習室 29

1 1 1 1 1 0

館長 副館長 主査 主任 社会教育主
事有資格者

駐車場２５台　自転車駐車場２３台（屋根付き）

交通 西武新宿線 新狭山駅北口下車 徒歩５分

第１学習室

第２学習室

ホール 160

44

簡易舞台、電子ピアノ

施設案内
所在地 狭山市新狭山２丁目１７番地の１

電話 ０４－２９５３－９０３４

新狭山地区センター併設

E-mail sins-kom@city.sayama.saitama.jp

主事職員配置

付属施設

１
階

30 59 ﾋﾟｱﾉ、鏡、ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ

40 87 33畳、電気炉、水屋

合計 210 828

調理台3台、ＬＰｶﾞｽ調理実習室

80

図書ｺｰﾅｰ

事務室 ― 49

ロビー ― 26

20

交流ホール ― 49

和室

15

（R8.4.1時点）
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令和７年度 新狭山公民館 振り返り（評価・課題等） 

 
  新狭山公民館では、令和７年度の狭山市公民館基本方針に基づき５つの重点目標を掲

げ、事業を実施した。各項目についての評価は次のとおりである。 

 

重点目標 １ 現代的課題や地域課題への取組の推進 

   急速なデジタル化によるデジタルデバイド解消を目的に「初心者スマホ教室」を実施し、ス

マホの基本操作とアプリの使用方法を学ぶことにより、生活に役立つ便利なツールとしての

認知度の向上を図った。今後も様々な現代的課題の現状を把握し、課題解決に向けた事

業に積極的に取り組んでいく。 

  

重点目標 ２ ライフステージに応じた事業と世代間交流の促進 

   0 歳から小学生とその保護者を対象にした「新狭山こどもフェスティバル」や、65 歳以上を

対象とした「ひだまり学級」、聴覚に障がいがある方とのコミュニケーション方法を学ぶ「要約

筆記体験講座」など、様々な角度からライフステージに応じた事業を実施した。今後も、時

代のニーズを取り入れ、魅力ある事業展開を図る。 

 

重点目標 ３ 地域の教育機関や関係団体等と連携した事業の推進 

   大学生によるイベントブースの開設や発表、中学生ボランティアの協力など、地域のイベ

ントや公民館事業において、教育機関と連携し世代間交流を図るとともに地域教育力の向

上に寄与した。今後、地域の逸材発見につながる魅力ある事業への充実を図る。 

 

重点目標 ４ 地域のつながりを重視した事業の推進 

自治会共催事業「学社融合 平和祈念講演会」では、中学生の事前学習発表の場を提

供するとともに、戦争の悲惨さや平和の尊さについて地域住民と生徒によるグループワーク

を実施し、経験や知識を共有する世代間交流を図った。その他、「子育て支援広場」など、

地域各種団体や保育施設、教育機関と連携をとり、地域全体で楽しめる事業を実施した。 

 

重点目標 ５ 学習サークルへの支援並びに職員の資質の向上 

学習サークルへの支援については、ホームページや公民館だよりへの掲載、館内掲示、

活動発表の場を提供するとともに、学習サークルを講師とした共催事業を実施しサークル会

員増員に寄与した。 

また、人権研修会への参加や、公民館運営事例研究及び情報共有を図り、職員全員の

スキルアップを図った。 
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【参加者】　8名

【場　所】　新狭山公民館　調理室

【共　催】　狭山市国際交流協会

【重点目標】　1、2、3

【ねらい】

【参加者】　4名

【場　所】　新狭山公民館　調理室

【講　師】　狭山市国際交流協会

【重点目標】　1、2、3

【ねらい】

【参加者】　190名

【内　容】　バルーンアート、プラバンキーホルダー

【場　所】　新狭山公民館　

【共　催】　青少年育成新狭山地域会議、埼玉県家庭教育アドバイザーin狭山、西武文理大学
【協　力】　堀兼中学校、株式会社ロッテ狭山工場、キッコーマンソイフーズ株式会社埼玉工場　
【重点目標】　1、2、3、4

【内容】

【参加費】　2,000円

【総合評価】　5.0

【総合評価】　5.0

食育講座②
「あんこのお花　おはぎBox」

【日　時】　令和7年12月22日（月）　10時～13時　[全1回]

【対　象】　成人一般

【ねらい】
・日本の食文化のひとつ「お弁当」作りを英会話で調理実習を進め、健康的な食事について学
ぶとともに、国際交流についての理解を深める。

【日　時】　令和7年5月25日（日）　10時～13時　[全1回]
【対　象】　成人一般（保育付）

食育講座①
「Let's　make healthy Obento!」

【参加費】　1,000円

①小松菜のナムル風
②豚肉のしょうが蒸し
③青のりポテト
④簡単おにぎり

【日　時】　令和7年8月30日（土）　10時～12時　[全1回]

【対　象】　青少年

・あんこの花の形づくりとおはぎづくりを体験する。和菓子の歴史や使用食材について理解を深
める。

子育て支援広場
「あそびのおもちゃ箱」

・工作や遊びを通して、子どもの想像力を養うとともに、親子のふれあいを深め、地域における市
民交流を図る。

【参加費】　無料

【総合評価】　4.8

輪投げ、ハンドベル、マグネットダーツ

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★

英会話で調理実習！

できあがり！

★ピックアップ事業★

楽しく工作！
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分
類

終了時期

3月 254 回 1,982 人 0 円

【ねらい】

1、2、4

8月 1 回 8 人 500 円

5.0 1、2、3、5

8月 1 回 11 人 0 円

1、2、3、4

8月 1 回 190 人 0 円

4.8 1、2、3、4

11月 1 回 300 人 0 円

1、2、3、4

【内容】 【ねらい】
・11月23日(日)実施【全1回】
・アトラクション(ダンス発表、バトンクラブ演技、ブラスバ
ンド演奏)
・模擬店(餅販売、射的、ビンゴゲーム)
・スリッパ飛ばし

備
考

【協力】堀兼中学校

【共催】 4 子育て支援広場｢あそびのおもちゃ箱｣ 【継続】 8月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】

・8月30日(土)実施【全1回】
・幼児から小学生とその保護者を対象に、館内に工作
やあそび体験コーナーを設け、協力団体スタッフや堀
兼中学校生徒がボランティアとして参加した。

工作や様々なあそびを通して、こどもの創造力や協調
性を養うとともに、親子のふれあいの場を提供する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】青少年育成新狭山地域会議
【協力】埼玉県家庭教育アドバイザーｉｎ狭山、西武
文理大学、堀兼中学校

【共催】 5 餅つきの広場 【継続】

3 学社融合「地域事業に参加しよう」 【新規】 8月

【重点目標】

【重点目標】

備
考

【共催】保健センター

【ねらい】

2 食育講座「こどもお弁当教室」 【新規】

・8月7日(木)実施【全1回】
・狭山市在住の小学3年生から6年生を対象に、主食・
主菜・副菜がそろったお弁当を作り、食事の栄養バラ
ンスを学んだ。

料理を楽しく学習するとともに、仲間づくりや家族との
交流に寄与する。

【共催】 8月

【総合評価】

【内容】

【共催】

新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 (延)参加者数 参加費

【主催】 1 開放教室 【継続】 4月

青
少
年

11月

年間を通し、公民館の利用の無い部屋を、学生の勉強
の場として、無料開放した。

青少年層の居場所、学習の場を作るとともに、公民館
に立ち寄る機会を増やすことで、公民館利用の関心を
高める。
【総合評価】

備
考

【内容】

【内容】 【ねらい】
・8月30日(土)実施
・子育て支援広場「あそびのおもちゃ箱」に、堀兼中学
校生徒がボランティアとして参加した。

地域事業へボランティアとして参加し、地元の方々との
つながりを深める。

【総合評価】 【重点目標】

杵と臼を使った昔ながらの餅つきを地域団体と協力し
て行うことにより、こどもの社会性を育むとともに、地域
の教育力を高める。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】青少年育成新狭山地域会議
【協力】埼玉県家庭教育アドバイザーｉｎ狭山、西武
文理大学、堀兼中学校、公民館利用団体
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分
類

終了時期

新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 (延)参加者数 参加費

12月 1 回 200 人 0 円

5.0

12月 1 回 16 人 800 円

4.4

12月 1 回 19 人 0 円

4.8 1、2、3、5

1月 1 回 3 人 0 円

1月 1 回 46 人 0 円

4.7

・1月6日(火)実施【全1回】
・伝統文化「お琴」を楽しく演奏できるよう箏曲体験教
室を実施した。

備
考

【重点目標】　1、2、3、4、5

【内容】 【ねらい】

・1月31日(土)実施【全1回】
・幼児から小学生とその保護者を対象に、オリジナル
凧を作成や凧あげなど、昔遊びを体験した。
・堀兼中学校の生徒にボランティア活動の場を提供
し、地域とのつながりに寄与した。 【共催】青少年育成新狭山地域会議

【協力】堀兼中学校

【継続】 12月

【内容】

【共催】

・12月20日(土)実施【全1回】
・幼児から参加できるイベントとして、親子リトミック、親
子小学生ロディヨガ、子供用品お譲り会、保健師・助産
師相談会、駐車場でお絵かき、紙コップタワーを作ろ
う、バルーンアートを作ろうなど。

親子のふれあいとこどもの創造性を育むとともに、子育
て中の保護者の地域交流の場を提供する。

【総合評価】 【重点目標】　1、2、3、4、5

備
考

昔遊びを通して子供の創造性や協調性、社会性を育
むとともに、異世代・世代間交流を図る中で地域の教
育力を高める。
【総合評価】

【継続】

【ねらい】

【協力】堀兼中学校
【講師】ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク

【共催】保健センター、新狭山保育所、子育てプレイス新
狭山
【協力】こどもライブフェスタinさやま実行委員会
【講師】吉野智子、飛山まどか

・12月20日(土)実施【全1回】
(新狭山こどもフェスティバル内で実施)
・クリスマスの文化とクリスマスにちなんだ料理の調理方
法を学習した。
・テーマ「クリスマスケーキ風ちらし寿司を作ってみよう」

【総合評価】 【重点目標】

【共催】 6 新狭山こどもフェスティバル

【共催】 ７ こども料理教室 【継続】 12月

【内容】

【総合評価】 【重点目標】　1、2、3、5

備
考

【講師】土田丹智子

【ねらい】
楽しく料理を学習し、仲間づくりや家族の交流に役立
てる。

【共催】 10 新狭山げんきっ子「昔遊び」 【継続】 1月

【共催】 8 こども環境講座「雑がみ袋を作ろう！」 12月

公民館利用団体が講師となり、青少年層に公民館活
動をアピールするとともに、文化やスポーツなど様々な
体験の機会を提供し世代間交流を図る。
【総合評価】 【重点目標】　1、2、3、5

備
考

【講師】狭山市三曲連盟　山田流　石井博峰

備
考

【内容】 【ねらい】
・12月20日(土)実施【全1回】
(新狭山こどもフェスティバル内で実施)
・使用済みポスターやカレンダーを再利用して、エコ
バックや雑紙を入れる袋を作成した。
・堀兼中学校生徒のボランティア協力あり。

環境に配慮したライフスタイルを学ぶことにより、地球
環境に対する意識の向上を図る。

9 こども体験教室 【継続】 1月

【内容】 【ねらい】

青
少
年
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分
類

終了時期

新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 (延)参加者数 参加費

1月 1 回 64 人 0 円

4.8 1、2、3、4

2月 1 回 21 人 0 円

1、2、3、4

12 265 回 2,860 人

1月 4 回 95 人 0 円

1、2、3、4

12月 2 回 12 人
1,000・
2,000

円

5.0 1、2、3

6月 1 回 17 人 0 円

4.4 1、2、3

【新規】 2月

【内容】 【ねらい】

・2月14日(土)実施【全1回】
・ロープ結び・テントの立て方・災害時にスマホが使え
るかの体験・防災基礎知識のゲーム・毛布ガウン、風
呂敷リュックの作成体験・牛乳パックを使用したグッズ
作成・起震車体験

災害が起きたら「私たちができることは何か？」を親子
で話し合いいざという時の備えを体験する

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山市ボーイスカウト・ガールスカウト連合会

【協力】危機管理課、狭山非常通信チーム、損保
ジャパン所沢支社、狭山市赤十字奉仕団、狭山消
防署

【共催】 11 こどもライブフェスタinさやま 【新規】 1月

【内容】 【ねらい】

・1月31日(土)実施【全1回】
・人形劇団を招き、幼児から観劇できる人形劇「おしい
れのぼうけん」実施した。

【共催】 12 親子で楽しく防災

『青少年』事業(件数、回数、延参加者数)小計

親子で芸術に触れ、豊かな心と感性、協調性を育み、
同じ年代の親子の触れ合いの場を提供する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】こどもライブフェスタｉｎさやま実行委員会、
新狭山保育所

【共催】 1 子育て応援講座 【継続】 4月

【内容】 【ねらい】
・(1)4月24日(木)、(2)7月10日(木)、(3)10月21日(火)、
(4)1月23日(金)実施【全4回】
(1)「新狭山公民館で遊ぼう」23名
(2)「保育所の生活からヒントを」8名
(3)「おやこで遊ぼう」56名
(4)「栄養士さんに聞いてみよう」10名

地域の保育施設と連携し、同年代のこどもを持つ保護
者の交流と地域コミュニティの形成を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】子育てプレイス新狭山、新狭山保育所
【講師】子育て応援団めりーごーらんど

【共催】 2 食育講座 【新規】 5月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】
・(1)5月25日(日)、(2)12月22日(月)実施【全2回】
(1)「Let's make healthy Obento!」(保育付)8名
(2)「あんこのお花　おはぎBox」4名

バランスの良い主食、主菜、副菜からなるお弁当の基
本を学ぶとともに、調理の楽しさを体験する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山市国際交流協会
【講師】(1)岡村理亜鈴(2)吉沼実理

【主催】 3 初心者スマホ教室 【継続】 6月

【内容】 【ねらい】
・6月10日(火)実施【全1回】
・これからスマートフォンを使用する人や初心者を対象
に、基本的な機能や操作方法などを学んだ。

スマホの基本操作を学び、生活に便利なツールとして
認知度を高めるとともに、デジタルデバイドの解消を図
る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ソフトバンク(株)スマートフォンアドバイザー

青
少
年

成
人
一
般
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分
類

終了時期

新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 (延)参加者数 参加費

7月 1 回 30 人 0 円

1、2､4

8月 1 回 47 人 0 円

4.5 1、2、3、4

10月 3 回 28 人 2,500 円

5 1、2

10月 1 回 5,000 人 0 円

11月 1 回 8 人 0 円

1、2、3

【主催】 8 健康ウォーキング(奥富編)

【内容】 【ねらい】
・7月6日(土)実施【全1回】
・あじさいサポート隊の指導のもと剪定方法を学び、実
際に剪定作業を行った。

地域内の公園の剪定作業を通して、地域への愛着心
を深めるとともに、地域活動の理解と参加促進を図りな
がら、地域の担い手を育てる。
【総合評価】 【重点目標】

地域教育機関と共に戦時中の暮らし・体験を学び、戦
争の悲惨さや平和の尊さについて考える。

【総合評価】 【重点目標】

【共催】 5 学社融合「平和祈念講演会」 【継続】 8月

【内容】 【ねらい】
・8月15日(土)実施【全1回】
第一部　堀兼中学校生徒による発表
第二部　堀兼中学校生徒と地域住民とのグループワー
ク

【共催】 7 地域活動連携講座 【継続】 10月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】
・10月12日実施【全1回】
・第29回新狭山駅北口　すかいロード祭りを共催事業
として実施した。

地域の市民団体や商店会、企業などと連携した事業を実施
することにより、地域全体の親睦・交流を深める。

9月

【共催】 4 あじさい剪定講習会 【継続】

【継続】

備
考

【共催】新狭山地区連合自治会
【講師】新狭山あじさいサポート隊

備
考

【共催】新狭山地区連合自治会
【協力】堀兼中学校

【継続】 11月

7月

【内容】 【ねらい】
・9月5日(金)、9月19日(金)、10月3日(金)実施【全3回】
・ひょうたんを使用し、オリジナルデザインのランプを作
成した。
・作品は狭山市市民文化祭新狭山公民館会場で展
示。

ものづくりと展示発表の場を提供することから、趣味の
幅を広げる機会と仲間づくりに寄与する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】久下泰一

【共催】 6 手作りひょうたんランプ講座

【総合評価】

備
考

【共催】新狭山駅北口商店会
【重点目標】　1、2、3、4、5

【内容】 【ねらい】
・11月11日(火)実施【全1回】
・コース：大山道道しるべ→芝坂のイボ神さま→広福寺
→奥富公民館→梅宮神社→両方の薬師堂→生越道
道標

狭山市内のウォーキングを通して、その地域の歴史や
自然等を学ぶとともに、市民の健康増進と交流を図
る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】狭山歴史ガイドの会

成
人
一
般
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分
類

終了時期

新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 (延)参加者数 参加費

12月 4 回 43 人 0 円

4.2 1、2、3

1月 2 回 18 人 1,500 円

4.7 1、2、3

3月 1 回 16 人 0 円

4.7 1、2、3、4

3月 1 回 19 人 0 円

4.6 1、2、3、4

1月 1 回 3 人 0 円

5.0 1、2

【内容】

【共催】新狭山地区地域防犯ネットワーク
【講師】埼玉県警察本部生活安全総務課、市交通
防犯課交通指導員

【共催】障がい者福祉課
【講師】狭山市聴覚障害者の会

【重点目標】

備
考

【内容】
・1月15日(木)実施【全1回】
・ボクシング体験からフットワークの向上を図る。

全身運動から期待できるフットワークの向上や日頃の
ストレス解消など、心身の健康増進を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】桜井靖高、吉田利昭

【総合評価】

【ねらい】

【共催】 13 ボクシング体験講座 【継続】 1月

【ねらい】

・(1)12月6日(土)、(2)1月17日(土)実施【全2回】
・(1)「台湾お正月料理」9名、総合評価：4.4
・(2)「エチオピア料理」9名、総合評価：4.9

・11月13日(木)、11月27日(木)、12月11日(木)、12月25
日(木)実施【全4回】

備
考

聴覚障がいについての理解を深めるとともに、サポー
ト手段としての要約筆記の基本を学習する。

【総合評価】

・2月2日(月)実施【全1回】
・振り込め詐欺等の特殊詐欺に特化した詐欺の手口と
対策について学習した。
(1)特殊詐欺防犯ワークショップ
(2)交通安全教室

交通ルールや多様化している詐欺の手口を学習し、
被害に遭わないための地域防犯力を高める。

【主催】 9 要約筆記体験講座 【継続】 11月

【共催】 12 防犯・交通安全教室 【継続】 12月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！ 【ねらい】

【共催】 11 障がい者スポーツ・レクリエーション教室 【継続】 12月

【内容】 【ねらい】
・3月11日(水)実施【全1回】
・カーレット競技について学び、体験した。

障がい者のスポーツ活動の振興を図り、体力の維持、向上を目指
すとともにスポーツやレクリエーション活動を通して様々な人との交
流及び障がい者の社会参加を促進する。

【ねらい】

【重点目標】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】新狭山地区連合自治会
【講師】埼玉西部消防組合

【共催】 10 異食文化料理教室 【継続】 12月

【内容】

備
考

【講師】土田丹智子

料理を通して世界と日本の食文化の違いや作法を学
ぶとともに、仲間づくりに寄与する。

【総合評価】 【重点目標】

成
人
一
般
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分
類

終了時期

新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 (延)参加者数 参加費

12月 回 人 円

1、2

14 件 23 回 5,336 人

10月 1 回 23 人 0 円

4.6

1 件 1 回 23 人

10月 1 回 55 人 0 円

6月 1 回 14 人 0 円

6月 1 回 2,800 人 0 円

1、2、3、4

1、2、3、5

備
考

【共催】あじさい祭り並びに国際交流の集い実行委
員会

【共催】 3 あじさい祭り並びに国際交流の集い 【継続】 6月

【内容】

【内容】

6月【継続】2 公民館利用サークル入会体験フェスタ

【重点目標】　1、2、3、4、5

ソフトボール競技を通じて、参加者の健康増進を図る
とともに、親睦・交流を深める。

【重点目標】

備
考

【講師】桜井靖高、吉田利昭

【継続】 10月

【内容】 【ねらい】
・10月10日(金)実施【全1回】
・入念な準備体操後、共催団体と混ざり、ステップ方法
を学んだ。
・四角がたくさん並んでいるマット上でステップを踏み
ながら前進した。

毎日を心豊かで快適に過ごせるよう生活課題解決に
向けたヒントを学ぶとともに、参加者の親睦・交流を深
める。
【総合評価】

備
考

【総合評価】

【総合評価】

【ねらい】
・新狭山校区内の市民チームによる対抗の大会を実施
した。【全2回】
・第1回5月18日(日)雨天により中止
・第2回10月19日(日)実施

【内容】

【重点目標】

備
考

・6月15日(日)実施
・会場：中原公園(通称：あじさい公園)
・発表：和太鼓、民踊、堀兼中学校吹奏楽部、狭山清
陵高等学校音楽部、西武文理大学ダンス部、阿波踊
り、フィリピン伝統舞踊、よさこい
・物販：狭山市国際交流協会、新狭山地区連合自治
会、青少年育成新狭山地域会議
・展示：新狭山保育所　・その他：ミニSL

あじさいを愛でながら、地域住民と諸外国の方たちと
の文化交流を通じて多様性を理解し、地域住民相互
の親睦を深め、より一層の地域の活性化を図る。

【共催】新狭山小学校区ソフトボール協議会
【協力】新狭山小学校

【協力】新狭山公民館登録団体
備
考

【重点目標】【総合評価】

サークルの会員増強を支援するとともに、広く市民へ
の生涯学習機会の拡充を図る。

・6月の1ヶ月間を入会体験の月と位置づけ、サークル
活動日に体験希望者を受けいれた。
参加団体　14団体
延べ参加者数　14名
延べ入会者数　1名

【ねらい】

『高齢者』事業(件数、回数、延参加者数)小計

【共催】 １ 新狭山小学校区ソフトボール大会 【継続】 5月

【ねらい】

【共催】 14 地域防災講座 【継続】 12月

【講師】スクエアステップ新狭山
【重点目標】　1、2、3、4、5

『成人一般』事業(件数、回数、延参加者数)小計

高
齢
者

【主催】 1 ひだまり学級(スクウェアステップ体験講座)

【総合評価】

突然の災害にどう備えるか、災害時にどう対処するか
について、地域ぐるみで学ぶ。

・12月23日(火)実施予定【全1回】
・胸骨圧迫による人命救助方法及びＡＥＤ取り扱いに
ついて学習する。
【参加申し込み少数のため中止】

成
人
一
般

イ
ベ
ン
ト

【主催】

【内容】 【ねらい】
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分
類

終了時期

新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 (延)参加者数 参加費

7月 1 回 200 人 0 円

10月 1 回 900 人 0 円

11月 1 回 1,295 人 0 円

11月 1 回 100 人 0 円

6 件 7 回 5,364 人

6月 3 回 61 人

【ねらい】

1、3、4、5

【重点目標】　1、2、3、4、5

備
考

【共催】市民文化祭新狭山公民館会場実行委員会

【内容】
・「第31回あじさい祭り並びに第34回国際交流の集い」
の実施に向けた打ち合わせを行った。
・全3回
第1回実行委員会(4月18日(日))
第2回実行委員会(5月8日(木))
第3回実行委員会(全体会)(6月8日(日))

イベントが円滑に進行されるよう、内容を検討し、実行
委員・関係者等と情報交換を行い、連携して取り組
む。

【内容】 【ねらい】
・開催日：10月5日(日)
・会場：中原公園(通称：あじさい公園)
・内容：じゃんけんゲーム、親子ゲーム、グラウンド・ゴ
ルフ＆ストライクボード、高学年ゲーム、民踊、手押し
車でGO!、宝さがし、モルックアウト

スポーツを通じて、市民の健康増進を図るとともに、生
涯スポーツへの参加促進、地域住民相互の親睦と連
帯意識の向上を図る。
【総合評価】

備
考

【共催】 7 国際交流のつどい 【継続】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】あじさい祭り並びに国際交流の集い実行委
員会

地域住民と諸外国の方たちとの文化交流を通じて多
様性を理解し、地域住民相互の親睦を深め、より一層
の地域の活性化を図る。
【総合評価】

5 第38回新狭山地区体育祭 【継続】

7月【共催】 4 あじさい祭り写真展 【継続】

【内容】

備
考

【共催】狭山市国際交流協会
【重点目標】　1、2、3

【ねらい】
・期間：7月1日(火)～7月31日(木)【全1回】
・会場：新狭山公民館交流スペース

「あじさい祭り並びに国際交流の集い」で撮影した写
真の展示を行い、地元の魅力を再発見してもらい、広
く市民に地域の魅力を知ってもらう。
【総合評価】

備
考

【共催】新狭山写真サークル

10月

【重点目標】　1、2、3、4、5

【共催】 6 市民文化祭新狭山公民館会場 【継続】 11月

【内容】 【ねらい】
・開催日：10月31日(金)～11月3日(月・振休)
・開催日数：4日間
・新狭山公民館利用団体による日ごろの芸術文化活
動の成果発表の場として開催した。
・参加団体数：27団体

文化活動の成果を広く市民の前に発表し、地域の文
化活動の発展に寄与するとともに、市民相互の親睦・
交流を図る。
【総合評価】

【重点目標】　1、2、3、4、5

【共催】

会
議
等

イ
ベ
ン
ト

『イベント』事業(件数、回数、延参加者数)小計

【共催】 １ あじさい祭り実行委員会 【継続】 4月

【共催】新狭山地区体育祭実行委員会
【協力】狭山地方交通安全協会新狭山支部

11月

【内容】 【ねらい】
・開催日：10月15日(土)
・韓国伝統芸能のパフォーマンスや台湾料理などの
フード販売、姉妹都市　韓国統營市名産品展示他
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分
類

終了時期

新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 (延)参加者数 参加費

3月 2 回 13 人

【ねらい】

1、4

10月 3 回 43 人

【ねらい】

9月 3 回 82 人

【ねらい】

1、2、3、4

3月 3 回 70 人

【ねらい】

1、4、5

3月 1 回 49 人

【ねらい】

1、5

6 件 15 回 318 人

【共催】 ３ 市民文化祭新狭山会場実行委員会 【継続】 8月

【内容】

【主催】 2 新狭山公民館事業運営委員会 【継続】 6月

【内容】
・事業報告、事業計画をもとに企画、運営についての
意見交換をした。
第1回会議　6月20日(金)実施
第2回会議　3月25日(水)実施

公民館事業・地域事業等の円滑な運営と、意見交換
による情報収集から地域課題等を把握する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】新狭山公民館事業運営委員

【共催】 ４ 新狭山地区体育祭実行委員会 【継続】 8月

【内容】

・市民文化祭開催に向けた参加団体全体会議、展示
団体による各部屋のレイアウト調整、発表団体による発
表日時の調整をした。
・全3回
第１回実行委員会　 7月16日(水)実施
第2回実行委員会　10月 7日(火)実施
第3回実行委員会(反省会)　11月14日(金)実施

市民文化祭開催に向け、円滑な運営をするため参加
団体同士のよる調整を行い、全体の意思統一を図る。

【重点目標】　1、2、3、4、5【総合評価】

備
考

【共催】市民文化祭新狭山公民館会場実行委員会

・「第37回新狭山地区体育祭」の実施に向けた打ち合
わせなどをした。
・全3回
第１回実行委員会(8月1日(金))
第２回実行委員会(8月22日(金))
第３回実行委員会(全体会)(9月27日(土))

地区体育祭開催に向け、円滑な運営をするため会全
体の調整と意思統一を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】新狭山地区体育祭実行委員会

【主催】 ５ 避難訓練、消防訓練 【継続】 9月

【内容】
・避難及び消防訓練を実施し、避難経路の確認及び
消化訓練などを実施した。
総合防災訓練(11月16日(月)実施)
第1回避難訓練(9月10日(木)実施)
第2回避難訓練(3月17日(火)実施)

定期的に避難訓練及び消火訓練を実施し、有事に備
える。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】新狭山公民館登録団体

【主催】 ６ 新狭山公民館利用者説明会 【継続】 3月

【内容】

・3月17日(火)実施
・登録更新方法や公民館施設利用についての情報共
有を図るとともに再確認をする。

公民館活動団体としての意識を高め、自覚を再認識し
てもらうとともに、より良い公民館を築くための情報共
有を図る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

『会議等』事業(件数、回数、延参加者数)小計

会
議
等
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分
類

終了時期

新狭山公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 (延)参加者数 参加費

3月 12 回

1、2

3月

1、2

2 件

　

　１．公民館だより発行 【継続】 4月

【内容】 【ねらい】

『広報』事業(件数)小計

　２．公式ホームページ 【継続】 4月 随時

【内容】 【ねらい】
・公民館からのお知らせや講座・イベントの募集記事な
どを随時掲載した。

インターネットを活用し、容易に情報入手ができるよう
にすることで利用者の拡大を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

広
報

・公民館・地区センターの講座・事業、公民館サークル
の紹介、地域のイベント、防犯情報などを地域住民に
周知するため毎月発行した。

地域住民への公民館利用、地域への参画の促進を図
る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考
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◆

鉄筋コンクリート造 ・地上2階建

㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

屋上防水工事 令和6年度

◆

施設概要

事務室

その他

施設案内

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

施設等の整備状況

職員配置

昭和48年4月1日

2
階

1
階

小計

ホール

合計

定員

60

25

面積

アップライトピアノ

－

－

85

111

44 調理台3台

備考

83

48

小計

和室

学習室

会議室

その他

31畳敷

245

平成23年度

平成26年度

耐震補強工事

空調設備改修工事

主事主査

1

主任

1

奥富公民館

館長 副館長

区分

1,438.55

2715

80

40

25

39

192

386

142

所在地

電話 FAX

E-mail

交通

狭山市大字下奥富1007番地の1

04-2954-4829 04-2954-4829

西武新宿線：新狭山駅北口下車徒歩15分

oktm-kom@city.sayama.saitama.jp

（昭和48年3月31日竣工）

調理実習室

多目的室

1

社会教育主
事有資格者

11 1

119

419

805

－

160

（R8.4.1時点）
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令和 7 年度 奥富公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

奥富公民館では、公民館基本方針に基づき、5 つの重点目標に沿った事業を実施した。 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題への取り組みの推進 

備蓄品や避難所設営の体験から「自助」と「共助」を再認識した「みんなで考えよう！地域の

防災」、戦争がテーマの作品を上映し、人権と平和の大切さを学ぶ「夏休み子ども映画会」、

不要なおさがり品を持ち寄り、環境への意識啓発と子育て支援に繋げた「おさがり交換会」な

ど、様々な現代的・地域課題の解決に向けた事業や、高齢者の健康増進のための百歳体操

や茶話会などを実施した。 

今後も、人権、福祉、環境、防犯、防災、子育て支援などの現代的課題と地域課題の解決

に向けた事業を推進する。 

 

重点目標 2 地域住民の学びと交流の推進 

【体験型】・【創作型】子どもチャレンジ、「寄せ植え教室」、「ボッチャ交流大会」など、青少年

から高齢者までの幅広い年齢層に対して満遍なく事業を実施した。また、高齢者を対象に一

般的なスマートフォンの使い方を学ぶ「初心者向けスマホ講座」を実施した。 

今後も、事業をとおして住民相互の理解や交流を深め、豊かな地域づくりを醸成する。 

 

重点目標 3 教育機関や地域の各種団体等と連携した事業の推進 

 小学校と地域と公民館とで連携した「学社融合事業」として、田植え・稲刈り体験など、各種

団体と連携して講座を実施した。 

今後も、専門的な知識やスキルを持つ団体と連携し、効果的な事業を実施する中で教育力

の向上と地域とのつながりの強化に寄与していく。 

 

重点目標 4 伝統文化の継承と、まちづくりにつながる事業の推進 

「市民文化祭」、「奥富かかし祭り」、「繭玉飾り」、「奥富ひなまつり」など、伝統文化の継承

やまちづくりを目的とした事業を実施した。 

今後も、伝統文化の継承や豊かな地域づくりを目的とした事業を推進していく。 

 

 重点目標 5 サークルによる地域貢献活動の推進と職員の資質向上 

サークルが講師となった「現地で学ぶカメラ初心者教室」や「はじめての木彫り体験講座」な

どを実施し、サークルの地域貢献活動及び公民館活動の活性化を支援した。 

また、職員は特殊詐欺防止や防災などの講演会に参加し、自己研さんに努めた。 

今後も、学習サークルと連携した事業を推進するとともに、職員の資質向上に努める。 
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奥富田んぼリンピック2025
【ねらい】
　参加者同士の交流を深めるとともに、地元への愛着を
醸成しつつ、青少年の豊かな情操を育む。
【内容】
・代かきを兼ねて「田んぼソリレース」など4つの競技を行
い、地元への愛着を育み、参加者同士の交流を深め
た。
・参加者全員に昨年収穫された奥富産コシヒカリ1㎏をプ
レゼントした。
【重点目標】1、2、4
【共催】サンパーク奥富、青少年育成奥富地域会議
【協力】田地権者・耕作者、公民館利用団体、奥富小学
校ＰＴＡ　【後援】奥富地区自治会連合会　他

(2)パンの販売実習体験

・お金のやり取りや、袋詰めなどを生徒が行い、自ら製造
したパンを自らの手で販売する体験をすることで、地域と
の交流や同校への理解を深めつつ、生徒たちが社会経
験を積む機会を創出した。2月のパン販売では奥富地区
の生米を使った新商品「おこめぱん」の販売や、奥富小
学校特別支援学級の児童による購入実習体験も実施し
た。

学社融合事業
【ねらい】
　学校と地域と公民館とで連携し、地域との交流や理解
を深めつつ、相互が発展することを目指す。
【内容】
・(1)奥富小学校と協力して「田植え体験」、「稲刈り体
験」、「かかし作り」、「実食体験」、「しめ縄作り」の事業を
実施した。
・(2)狭山特別支援学校狭山清陵分校の生徒が7回、製
造したパンの販売実習体験を実施した。
・(3)狭山特別支援学校狭山清陵分校の生徒が清掃技
術の確認と地域交流を目的に校外清掃実習を実施し
た。
【重点目標】1、2、4
【共催】(1)奥富小学校(2)、(3)狭山特別支援学校狭山清
陵分校
【協力】(1)いるま野農協第三営農販売センター他
【講師】(1)川越農林振興センター他

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★
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分
類

終了時期

3月 179 回 305 人 0 円

【ねらい】

2

5月 1 回 60 人 1,500 円

【内容】 【ねらい】

4.8 1、2、4

12月 18 回 700 人 0 円

【ねらい】

1、2、4

8月 6 回 178 人 0～1,000 円

【ねらい】

4.5

11月 2 回 100 人 1,000 円

【ねらい】

4.8 1、2、4

令和7年度　奥富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【主催】 1 開放教室 【継続】 4月

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

【共催】 2 奥富田んぼリンピック2025 【継続】 5月

ピックアップ事業で紹介！

・児童・生徒を対象に公民館のロビーや空き部屋
を開放し、個人学習の場を提供した。

利用予定のない部屋を個人学習スペースとして
提供し、自主性を育む。

【総合評価】 【重点目標】

【共催】 3 学社融合事業 【継続】 6月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

【総合評価】 【重点目標】

【共催】サンパーク奥富、青少年育成奥富
地域会議　【協力】田地権者・耕作者、公
民館利用団体、奥富小学校PTA

・代かきを兼ねて「田んぼソリレース」など4つの
競技を行い、地元への愛着を育み、参加者同士の
交流を深めた。
・参加者全員に昨年収穫された奥富産コシヒカリ
1㎏をプレゼントした。

参加者同士の交流を深めるとともに、地元への
愛着を醸成しつつ、青少年の豊かな情操を育
む。

【主催】 4 子どもチャレンジ 【継続】 6月

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

・(1)奥富小学校と協力して「田植え体験」、「稲
刈り体験」、「かかし作り」、「実食体験」、
「しめ縄作り」の事業を実施した。
・(2)狭山特別支援学校狭山清陵分校の生徒が
7回、製造したパンの販売実習体験を実施した。
・(3)狭山特別支援学校狭山清陵分校の生徒が清掃
技術の確認と地域交流を目的に校外清掃実習を実
施した。

学校と地域と公民館とで連携し、地域との交流
や理解を深めつつ、相互が発展することを目指
す。

【共催】(1)奥富小学校(2)、(3)狭山特別支援学校狭
山清陵分校
【協力】(1)いるま野農協第三営農販売センター他
【講師】(1)川越農林振興センター他

・(1)「みどりのカーテンを作ろう」(2)「親子で
楽しく英語に触れ合う！英語体験講座」(3)子ども
映画会（映写機・紙芝居）(4)「ボッチャ体験会」
(5)「学鉄～マナてつ」(6)「キッズクッキング」
(7)リアルな造花「アーティフィシャルフラワーで
リースを作ろう」を実施した。

青少年を対象とした体験学習等を通じて、異年
齢間の交流を図り、自主性や協調性の育成を図
る。

【共催】(4)青少年育成奥富地域会議
【協力】(1)、(3)、(5)奥富学童保育室
【講師】(2)田中美加(4)佐藤正(5)西武鉄道(株)切敷
武史他(6)土田丹智子(7)渡辺深雪

1、2、3、4

【主催】 5 地域性を生かした食育講座 【継続】 6月

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

・奥富の田んぼ1年プロジェクトの一部として実施
した。
・(1)田植え体験：手植えによる体験を実施した。
参加者:53人
・(2)稲刈り体験&収穫祭：鎌での稲刈り体験を実
施した。参加者には、収穫したお米をかかし祭り
会場でプレゼントした。参加者:47人

地域性を活かし、現地で野菜やお米などの食材
の作り方や育て方を学び、体験する。

【講師】松井克実

青
少
年

備
考

備
考

備
考

備
考

備
考
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令和7年度　奥富公民館　事業一覧

8月 1 回 115 人 0 円

【ねらい】

4

8月 1 回 34 人 0 円

【ねらい】

4.6 1、3、4

3月 1 回 10 人 0 円

【ねらい】

3、4

11月 1 回 9 人 700 円

【ねらい】

4.5 1、2

1月 1 回 7 人 200 円

【ねらい】

4.9 4

10 件 211 回 1,518 人

【主催】 6 七夕飾り 【継続】 7月

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

【共催】 7 みんなで考えよう！地域の防災 【継続】 8月

【内容】

・来館した市民が願い事を短冊に書き、館内で飾
り付けた。
・短冊は、入間川七夕まつりの竹飾りにも飾り付
けた。

七夕飾りの作製をとおして、豊かな情操を育
む。

【協力】中里泰義

【主催】 10 繭玉飾り 【継続】 1月

・菓子パン（あんパンとクリームパン）を好きな
形に２個ずつ作り、参加者で味わった。
・参加した児童たちは、上手く捏ねられずにいた
生地が徐々に丸く形になっていく様子に興味を示
していた。生地を計量しながら自由に成形後、仕
上発酵し、オーブンで焼いて終了。焼きたてのパ
ンの香りと味と楽しんだ。

【総合評価】 【重点目標】

【共催】 8 現地で学ぶ！カメラ初心者教室 【継続】 11月

【内容】　　　

【総合評価】 【重点目標】

・TKB48をテーマに、段ボールベッドの組み立てや
簡易トイレを展示したほか、地震体験や水消火器
による初期消火訓練、防災クイズコーナーや手洗
いによる感染防止対策などの4つのブースを巡り、
楽しみながら防災意識を高めた。 【共催】奥富地区防災会

【協力】狭山市消防団第5分団、狭山市消防団機能別
消防団（埼玉石心会病院）、西武文理大学、埼玉西部
消防組合狭山消防署、狭山市危機管理課

・(1)1回目　11月29日(土)埼玉県飯能市能仁寺(撮
影会)
自己紹介を行い、写ってる会の方から撮影ポイン
トのアドバイスを受けながら、撮影会を実施し
た。
・(2)2回目　公民館(鑑賞会)
撮影した写真の鑑賞会を実施予定であったが、実
施日の調整ができず、今回は中止とした。

現地などで写真サークルにカメラの使い方を教
わりながら、撮影技術向上と、参加者同士の交
流を深める。

大学や地域団体、地元で活躍する防災組織と連
携して、防災に関わる情報の共有や知識を深め
る。

【共催】奥富公民館サークル「写ってる
会」

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

・小正月行事として古く奥富地区に伝わる「繭玉
飾り」を体験し、地域の伝統に触れた。
・調理室で作った桃色・緑・白の団子を、繭や里
芋に見立て、サクランボの木の枝にみかんと一緒
に刺し、ロビーに飾った。

養蚕業が盛んであった奥富地区の小正月の行事
「繭玉飾り」を体験し、地域と子どもの世代間
交流を図る。

【講師】酒井静江

青
少
年

備
考

備
考

菓子パン作りを通して、作ることの楽しさを体
感できる場を提供し、参加者同士の交流を図
る。

【講師】松本小末
備
考

備
考

【主催】 9 菓子パン作り教室 【継続】 11月

【内容】　　　
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令和7年度　奥富公民館　事業一覧

3月 3 回 117 人 0 円

【ねらい】

4.8

9月 2 回 10 人 300 円

【ねらい】

4 2、3、5

11月 1 回 6 人 150 円

【ねらい】

5 1、2

12月 1 回 14 人 2,500 円

【ねらい】

4.9 2、4

3月 1 回 223 人 0 円

【ねらい】

1、3

5 件 8 回 370 人

【主催】 2 趣味発見講座 【継続】 9月

・(1)「防犯講座」「じいじとばあば」に参加する
地域住民に向けて特殊詐欺の防止など身近な犯罪
から自分を守るための講話を行った。
・(2)「普通救命講習会」心肺蘇生法の手順やAED
使用の手順などを学んだ。
・(3)「環境講座　天体観測体験
LIGHT DOWN IN OKUTOMI ～あかりを消して天体を
観測しよう～」を実施した。

【共催】 1 現代的・地域課題取り組み講座 【継続】 4月

【総合評価】 【重点目標】 1、2、3、4

【内容】

成
人
一
般

【主催】 4 冬の寄せ植え教室 【継続】 12月

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

【共催】 3 子育て講座～管理栄養士さんに学ぶ～ 【継続】 11月

【内容】

備
考

備
考

【総合評価】 【重点目標】

【共催】 5 奥富deおさがり交換会 【継続】 12月

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

・サイズアウトした子ども服やおもちゃなど、不
要となったものを無料で提供する場を設けること
で、ゴミの減量にとどまらず「モノを大切にす
る」心の醸成を図った。
・スタッフが参加者に積極的に話しかけ、おさが
り品を提案したことで、環境問題への意識啓発と
様々な世代間でのコミュニケーションが実現し
た。

【共催】子育てプレイス奥富、サンパーク
奥富

【共催】(1)奥富地区地域防犯ネットワーク(2)奥富地
区防災会、奥富地区自治会連合会　他(3)さやま市民
環境ネットワーク
【協力】(1)奥富地区支え合いネットワーク会議 他

人権、福祉、環境、防犯、防災などの現代的課
題や地域課題に対する取り組み講座を実施す
る。

備
考

備
考

備
考

子ども服や小物などの交換会を開催し、併せて
参加者相互の親睦を図る。

【講師】狭山市都市緑化植物園みどりの相
談所職員

・公民館サークルと共催することで、参加者が新
たな趣味を発見するお手伝いをしつつ、サークル
活動やコミュニケーションの楽しさを体験した。

公民館利用サークルが講師となり、参加者の新
しい趣味を見つけるとともに、サークル会員の
増強を図る。

【共催】子育てプレイス奥富

【協力】
公民館サークル「木彫りの会」

・子育て世代が子どもの食育について管理栄養士
から学ぶ機会をつくるため、保育付きで実施し
た。
・講義や簡単なおやつの調理実演、質疑応答を通
して、子どもの食育の大切さへの理解を深めると
ともに、日頃の食の悩みの解消を図った。

子育て世代を対象とした食に関する講座を保育
付きで開催し、食育について学ぶとともに親同
士の交流を図った。

・講師が選定した花材を利用して、講師から花の
買い方や育て方のポイントを学びながら、各自が
冬の植物で寄せ植えを作成した。
・さやま市民大学の認定講座として実施した。

土に触れ心身をリフレッシュするとともに、花
のある心豊かな暮らしを楽しむ。
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令和7年度　奥富公民館　事業一覧

3月 49 回 2,064 人 0 円

【ねらい】

1、2

3月 12 回 178 人 年会費1,000 円

【ねらい】

2、3、5

3月 1 回 6 人 0 円

【ねらい】

4.7

3月 14 回 631 人 0～500 円

【ねらい】

4 件 76 回 2,879 人

6月 1 回 263 人 0 円

【ねらい】

2、4

【共催】 1 いきいき百歳体操 【継続】 4月

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

【共催】 2 奥富サロン 【継続】 4月

【共催】奥富地区支え合いネットワーク会
議

・週１回、曲に合わせて歌いながらゆっくり体を
動かす健康体操を行うとともに、参加者同士のコ
ミュニケーションを図った。

備
考

元気で長生きするために体力を維持し、いきい
きとした生活を送るための健康づくりの場を提
供する。

【総合評価】 【重点目標】

【主催】 3 熟年かがやき事業 【継続】 4月

【内容】

備
考

・毎月1回ゲームや体操を行い、健康の維持を図る
とともに参加者同士のコミュニケーションを図っ
た。

ゲームや体操をとおして、高齢者同士のコミュ
ニケーションと健康づくりを促進する。

【共催】奥富サロン

備
考

【共催】奥富公民館サークル「写ってる
会」

・「奥富田んぼリンピック2025」の事業写真と写
真サークルの活動成果写真を展示した。また、
「奥富田んぼリンピック2025」の参加者に事業写
真の販売を行った。

地域文化の向上と市民相互の交流を図る。

【共催】(1)狭山市社会福祉協議会奥富支
部、奥富地区在宅福祉サービス推進委員会
(2)奥富地区支え合いネットワーク会議

・(1)「おくとみ茶話会」　軽食を囲みながらお
しゃべりをし、ゲームやレクリエーションなどを
行い、参加者全員で笑いながら生き生きと楽しい
時間を過ごした。
・(2)「じいじとばあば」　月に1回、お茶とお茶
菓子を囲みながら、参加者と顔を合わせて歓談し
た。

軽食を取りながら高齢者が交流できる場所を創
出する。

高
齢
者

イ
ベ
ン
ト

【総合評価】 【重点目標】 1、2、3

【共催】 4 おくとみ茶話会・じいじとばあば 【継続】 4月

【内容】

備
考

【講師】モバイルカレッジ関東　始澤恵美

・「初心者向けスマホ講座」　LINE、Web検索、
2次元コードの使い方を学ぶことで情報格差の縮小
を図るとともに、30分間の質疑応答の時間を設
け、疑問の解消を図った。

シニア世代を対象に事業を実施し、交流、課題
解決や健康増進を促す。

【内容】

【総合評価】 【重点目標】 1、2

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【共催】 1 写ってる会合同写真展 【継続】 6月

【内容】

備
考

【総合評価】 【重点目標】
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令和7年度　奥富公民館　事業一覧

11月 1 回 38 人 0 円

【ねらい】

2、4

10月 1 回 1,500 人 0 円

【ねらい】

2、4

11月 2 回 857 人 0 円

【ねらい】

11月 1 回  人 0 円

【ねらい】

1、4

3月 1 回 2,825 人 0 円

【ねらい】

6 件 7 回 5,483 人

【重点目標】

【共催】 4 市民文化祭奥富公民館会場 【継続】 10月

【共催】奥富地区自治会連合会、奥富地区
体育祭実行委員会

【共催】 2 スポーツ大会 【継続】 8月

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

【共催】 3 奥富地区体育祭 【継続】 10月

【内容】

【総合評価】

備
考

備
考

【総合評価】 【重点目標】 1、2、3、4

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

・奥富公民館でピラミッド型のひな壇や吊るし雛
などを展示した。
・幼児から小学校低学年を対象に着付け及び記念
撮影を行う「おひなさまになろう！」を実施し
た。
・西武文理大学の学生による、子ども向けのイベ
ントを実施した。

イ
ベ
ン
ト

【内容】

【総合評価】 【重点目標】 2、3、4、5

【共催】 5 奥富かかし祭り 【継続】

地域住民の健康維持・増進と交流・親睦を図
る。

子どもの健やかな成長を祈る節句の行事を通じ
て、奥富地区をPRし、地域文化の活性化と交流
を促す。

【共催】奥富ひなまつり実行委員会
【協力】公民館サークル「写ってる会」、
西武文理大学

【共催】市民文化祭奥富会場実行委員会
【協力】サンパーク奥富、西方囃子保存
会、公民館事業運営委員

日頃の活動及び学習成果の発表の場を用意し、
地域文化の向上と市民相互の交流を図る。

・有志による個人、各種団体の「かかし」を展示
した。
・開場式では、お囃子、阿波踊りを披露し、奥富
小学校の開校150周年を記念してソーラン節を披露
した。
・家庭で不要となった鯉のぼりを掲揚する「秋の
鯉のぼりプロジェクト」を実施した。

11月

地域住民の交流と親睦を深め、ふるさと意識の
高揚と青少年の健全育成を図る。

【共催】奥富かかし祭り実行委員会

・公民館利用サークルの活動成果発表を実施し
た。
・各発表団体による「ふれあいコンサート」を実
施した。
・各団体による「作品展示」を実施した。
・西方囃子保存会による「お囃子」を公演した。
・公民館事業運営委員による「もち販売」を実施
した。

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

【共催】 6 奥富ひなまつり 【継続】

【内容】

2月

備
考

備
考

備
考

・(1)8月にソフトボール大会を予定していたが、
猛暑により中止となった。
・(2)「奥富地区ボッチャ交流大会」令和7年11月
30日（日）に実施した。

地域住民の健康維持・増進と交流・親睦を図
る。

【共催】
(1)奥富地区ソフトボール協会
(2)青少年育成奥富地域会議

・奥富地区9自治会が6チームに分かれて、綱引き
や玉入れ、リレーなどの競技で競い合った。
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令和7年度　奥富公民館　事業一覧

3月 2 回 11 人

【ねらい】

　 1

3月 2 回 48 人

【ねらい】

4

3月 2 回 48 人

【ねらい】

1

3 件 6 回 107 人

3月 12 回

【ねらい】

1

3月

【ねらい】

1

【主催】 2 利用者懇談会 【継続】 6月

【主催】 1 事業運営委員会 【継続】 4月

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

【主催】 3 避難訓練等 【継続】 6月

・6月及び翌3月に利用者懇談会を実施した。
・公民館からの連絡事項や文化祭の方針などにつ
いて、公民館と利用者との意見交換を行った。

利用者同士の交流や公民館職員とのコミュニ
ケーションを図るとともに、円滑な公民館運営
を目的とする。

　
備
考

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】 1 おくとみ公民館だより発行 【継続】 4月

・公民館利用サークルの代表者を対象に、6月は避
難訓練、水消火器訓練及び起震車体験を、翌3月は
地震発生を想定してシェイクアウト訓練、避難訓
練、水消火器訓練、119番通報訓練及び煙体験を実
施した。

広
報

・狭山市公式ホームページ内の奥富公民館のペー
ジを更新した。
・講座やイベントの開催案内をお知らせを更新し
た。
・事業報告の記事を掲載した。

　

会
議

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

【主催】 2 公民館ホームページ更新 【継続】 4月 随時

　

・毎月2,185部発行した。 公民館事業や地域の情報を住民に周知すること
を目的とする。

備
考

【重点目標】

備
考

公民館事業の周知と講座等への参加者を募るこ
とを目的とする。

【内容】

【総合評価】

備
考

公民館利用者に定期的な避難訓練を実施し、有
事に備える。

【協力】埼玉西部消防組合狭山消防署

・公民館事業の計画を審議し、円滑な運営を図る
ため、4月及び翌3月に事業運営委員会を開催し
た。
・第2回会議は書面開催とした。

事業運営委員と公民館職員が意見交換をし、公
民館事業の企画、運営を円滑に進めることを目
的とする。

【内容】

【総合評価】 【重点目標】

備
考
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令和7年度　奥富公民館　事業一覧

3月 42 回

【ねらい】

1

3月 20 回

【ねらい】

1

4 件 74 回 人

【総合評価】 【重点目標】

【重点目標】

【主催】 3 SNSによる情報発信 【継続】 4月

【内容】

『広報』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【総合評価】

【主催】 4 パブリシティ 【継続】 4月

備
考

【内容】

・狭山市公式SNS(Facebook、X)により、講座やイ
ベントの開催案内をはじめ、奥富地区内の出来事
や風景などの魅力を発信した。

事業の周知と講座などへの参加者を募り、市や
地域への愛着心や郷土愛の醸成をすることを目
的とする。

　

広
報

・講座やイベントなどの取組を所沢記者クラブに
情報提供し、新聞やテレビを通じて広く周知を
図った。
・読売新聞をはじめ埼玉新聞、東京新聞など22回
掲載された。

客観的で信頼される情報源として発信し、その
対象となる方々のモチベーションの向上を目的
とする。

　
備
考
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◆

昭和47年4月1日 （昭和47年3月31日竣工）

鉄筋コンクリート造 ・地上２階建

㎡

調理実習室 人 ㎡

工芸室 人 ㎡

事務室 人 ㎡

その他 人 ㎡

小計 人 ㎡

ホール 人 ㎡

和室 人 ㎡

学習室 人 ㎡

保育室 人 ㎡

その他 人 ㎡

小計 人 ㎡

人 ㎡

陶芸小屋

耐震補強工事 平成23年度

空調設備改修工事 平成24年度

◆

狭山市柏原１１５４番地

04－2954－4731

kasi-kom@city.sayama.saitama.jp

西武バス（西武柏原ニュータウン行）柏原南下車徒歩5分

西武バス（サイボク行）下宿下車徒歩3分

705

53

62

16

94

369

2
階

定員 面積 備考

調理台３台

アップライトピアノ

20畳敷

アップライトピアノ

15

15

－

－

30

区分

1
階

44

25

48

219

336

柏原公民館

12 2

25

－

－

130

160

2,319.78

144

施設概要

80

25

04－2954－7884

合計

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

所在地

電話

館長 主査 主事 社会教育主
事有資格者

1

施設案内

ＦＡＸ

E-mail

交通

付属施設

職員配置

施設等の整備状況

（R8.4.1時点）
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令和 7 年度 柏原公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

柏原公民館では、５つの重点目標を掲げ事業を実施した。各重点目標についての振り返り

は次のとおりである。 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題への取り組みの強化 

小学生が放課後集える「みんなの居場所ポッカぽか」や乳幼児の親子を対象とした「子育て

広場」などを実施するとともに、環境保全の必要性を学習する「環境講座」を中央公民館と共

催で実施した。また、子供たちの防災意識向上を図るため、地域団体等と協力して「防災教室」

を実施した。   

今後も様々な課題について適切に現状を把握し、積極的に課題を意識した事業に取り組

んでいく。 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた事業の充実 

スマホの使い方について基礎から学ぶ「スマホ体験講座」を実施した。また、「健康講座」や

「まだまだ青年講座」など、高齢の方を対象に学びの機会を提供した。 

引き続き、様々な世代の方々が参加できるよう、事業の充実を図っていく。 

 

重点目標 3 地域の人材や資源を有効活用した学習機会の充実 

狭山市の「七夕祭り」には、柏原中学校美術部制作の「七夕飾り（やらい）」を出展し、青少

年育成柏原地域会議などの団体と連携を図り、柏原地区をアピールした。また、地区内在勤・

在住の方を講師とした「親子で楽しむ工作教室」や「こども凧づくり・凧揚げ教室」を開催した。 

  引き続き、地域の人材や資源を有効活用できるよう事業の充実を図っていく。 

 

重点目標 4 地域のまちづくりにつながる事業の推進 

自治会が協力して開催した「柏原ふれあい体育祭」や地域団体が協力して開催した「柏原

祭り」など、地域の子供から高齢者まで幅広い世代が交流できる事業を実施した。 

引き続き、まちづくりにつながる事業を推進していく。 

 

重点目標 5 公民館学習サークルへの活動支援 

公民館だよりでサークルの会員募集を行ったほか、「市民文化祭柏原公民館会場」を開催

し、サークル活動の奨励・促進に取り組んだ。また、「夏休みこども教室」は、サーク

ルや地域の NPO 法人の方々を講師に招き、陶芸・卓球・ストーンペインティング等の

体験事業を実施した。 

これからも引き続き、各種サークルと連携した事業を実施していく。 
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【重点目標】　1、2、3

☆参加者数　49名

まだまだ青年講座

回 期　　間

3回
（1）2月9日
（2）2月17日
（3）2月24日

健康増進、生きがいづ
くりに貢献するととも
に、参加者の相互交流
を深める。

講師 ・ 協力者等（敬称略）

【協力】（１）スターバックス狭山市入間川にこにこテ
ラス店（３）明治安田生命保険相互会社
【講師】（２）きだに名倉堂接骨院　木谷武士氏

◇実施内容
地域団体と協力して、子どもたちに防災を学ぶきっかけづくりを行うため、地震体験、水消火器訓
練、防災クイズや非常食の試食などを実施した。
なお、参加者には防災用品の説明および配布を行い、防災意識の向上を図った。

【総合評価】　4.5

◇実施内容
・健康に関する講座などを実施した。
（1）「コーヒーをはじめよう」
（2）「腰痛の新しいトリセツ」
（3）「基礎から学ぶ相続対策」

☆対　　　象　高齢者

☆参 加  費　（1）1,000円

防災教室

小学生を対象に災害に備
えることの大切さを学び、
防災意識の向上を図る。

ねらい 講師 ・ 協力者等（敬称略）

ねらい

【総合評価】　4.7

回 期　　日

1回 8月22日

☆参加者数　 104名

☆対　　　象　 小学生　

☆参 加 費　 無料

【重点目標】　1、3、4

【共催】柏原地区防災教室実行委員会
【協力】青少年育成柏原地域会議、柏原地区自治
連合会、狭山市消防団第六分団、西武文理大
学、柏原子ども教室はらっこ、柏原小・中学校
PTA、埼玉西部消防組合

★ピックアップ事業★

★ピックアップ事業★

「コーヒーをはじめよう」の様子

水消火器訓練の様子 防災クイズの様子

「腰痛の新しいトリセツ」の様子
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分
類

終了時期

3月 23 回 426 人 0 円

【ねらい】

1、2、3

9月 2 回 100 人 1,000 円

【ねらい】

1、2、3

8月 1 回 9 人 0 円

【ねらい】

1

12月 2 回 70 人 0 円

【ねらい】

4.6 1、2、3

8月 2 回 54 人 1,000 円

【ねらい】

4.6 1、2、3

【内容】
・放課後に小学生が集い、交流する「ポッカぽか」を実
施した。

共働き世帯が増え、少子化により児童が減少する
中、小学生が放課後集える場所を提供すること
で、地域交流や仲間づくりの機会とする。
【総合評価】

【共催】 2 田植え体験＆稲刈り体験

【重点目標】

備
考

【協力】陶芸クラブたくみ、陶芸いはゐづら
【講師】栗原啓弐

【主催】 5 夏休みこども陶芸教室 【継続】 7月

7月

田んぼをお借りし、現地でお米の作り方や育て方
を学び、体験する。

【総合評価】 【重点目標】
【共催】奥富公民館

【継続】

【内容】
夏休み期間を利用し、青少年に個人学習の場を
提供することにより、利用のない空き部屋の有効活
用を図る。

・7月22日（火）～8月31日（日）まで、施設利用のない
空き部屋を青少年の個人学習をする場として提供し
た。
　利用日数：5日　延べ人数：9人

【協力】16ミリ友の会

【総合評価】

令和７年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

1 みんなの居場所「ポッカぽか」 【継続】 4月

青
少
年

【主催】

【共催】

【重点目標】

備
考

【共催】青少年育成柏原地域会議
【協力】「ポッカぽか」ボランティアスタッフ

【主催】 3 夏休み開放学習室 

優良映画の鑑賞を通じて子どもたちの情緒を育
み、創造的・個性的な発想を豊かにし、道徳的意
識や社会的な価値観を養う。
【総合評価】

【新規】 6月

備
考

・陶芸用の粘土を使って、成形や釉掛等を体験した。
また、製作した作品を展示した。
　7月31日（木）成形、　8月19日（火）釉掛
　8月25日（月）～29日（金）作品展示

【内容】

【内容】

【継続】

もの作りの楽しみを知るとともに、異世代間の交流
を図る。

【重点目標】

備
考

【内容】
・6月1日(日)田植え体験：手植えによる体験を実施し
た。（参加者53人）
・9月28日(日)稲刈り体験：鎌での稲刈り体験を実施し
た。（稲刈り参加者47人）

4 こども映画会  

・7月30日（水）、夏休み期間を利用して映画会を実施
した。「かしのきホテル」「おかあさんの木」他全4作品
・12月24日（水）に冬休み期間を利用して映画会を実
施した。「クリスマスキャロル」「くまのおいしゃさん -す
てきなコンサート-」全2作品

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

7月
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分
類

終了時期

令和７年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

8月 1 回 22 人 0 円

【ねらい】

4.9 1、2、3

8月 2 回 20 人 0 円

【ねらい】

4.9 1、2、3

8月 1 回 104 人 0 円

【ねらい】

4.7 1、3、4

12月 2 回 30 人 0 円

【ねらい】

4.9 1、3

12月 1 回 4 人 200 円

【ねらい】

4.8 1、2、3

青
少
年

備
考

【継続】 8月

自然のものを利用したもの作りで想像力を育み、
異世代間の交流を図る。

・8月18日（月）、22日（金）全2回、卓球の基礎を学びな
がら試合を楽しんだ。

【総合評価】

【主催】 7 夏休みこどもピンポン教室 【継続】

8月

【総合評価】

・8月1日（金）、様々な形をした石に色を塗り作品を作
る、ストーンペインティングを実施した。

【主催】 6 夏休みこども工作教室

【協力】NPO法人ユーアイネット柏原
【講師】山田高重

【内容】

【主催】

備
考

【共催】柏原地区防災教室実行委員会
【協力】青少年育成柏原地域会議、柏原地区自治連合
会、狭山市消防団第六分団、西武文理大学、柏原子ども
教室はらっこ、柏原小・中学校PTA、埼玉西部消防組合

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】

【重点目標】

【重点目標】

【講師】加藤眞人

スポーツを通じて異世代間の交流を図る。

8 防災教室

【内容】

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

・8月23日(土)、地域団体と協力して、子どもたちに防
災を学ぶきっかけづくりを行うため、地震体験、水消火
器訓練、防災クイズや非常食の試食などを実施した。
なお、参加者には防災用品の説明および配布を行
い、防災意識の向上を図った。

小学生を対象に災害に備えることの大切さを学
び、防災意識の向上を図る。

8月

【継続】

9 親子で楽しむ工作教室 【新規】 8月

【内容】
・8月24日（日）に万華鏡や貯金箱を製作する教室を実
施した。
・12月21日(日)にマツボックリツリーやミニハウスを製作
する教室を実施した。

小学生とその保護者を対象とし、家族の絆を深め
るとともに、もの作りの楽しさを学ぶ。

【主催】 10 こども凧づくり＆凧揚げ教室 【継続】 12月

【内容】
・12月20日(土)、日本の凧の会に所属している地域の
方を講師に招き、凧作り教室を実施した。
また、凧の制作後に実際に自分たちで作った凧を柏
原小学校校庭で揚げた。

小学生を対象に凧を製作し、凧揚げ体験しなが
ら、科学的な原理、原則を学ぶ。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】中川五郎（日本の凧の会）

【重点目標】【総合評価】

備
考

【協力】ピンポン仲間
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分
類

終了時期

令和７年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

1月 2 回 18 人 0 円

【ねらい】

4.7 1、3

12 件 39 回 857 人

3月 19 回 356 人 0 円

【ねらい】

1、2、3、5

4月 1 回 6 人 0 円

【ねらい】

4.8 1，2，3，4

6月 3 回 79 人 0 円

【ねらい】

4.9 1、2、3、4

9月 3 回 38 人 0 円

【ねらい】

4.9 1、3、5

成
人
一
般

【協力】ユニバーサルスポーツまぜこぜ柏原

4月

・12月25日（木）、26日（金）、専門家による指導で書道
教室を実施した。
・1月5日（月）～18日（日）まで作品を展示した。

書道に親しみ、実力の向上を図る。

【総合評価】

高齢化社会の中で、前もって知っておきたい福祉
に関する知識と理解を深め、日々の生活に活か
す。

・4月19日（土）、障害のある方の実体験などから配慮
すべき点を学ぶとともに、誰でも楽しめるユニバーサル
スポーツを体験した。

青
少
年

1 子育て広場  

【内容】

【主催】

【重点目標】

【共催】 11 冬休みこども書初め教室 【継続】 12月

【重点目標】
【共催】親子で遊ぼう　プチ・クレヨン、子育て
ネット　あいあい備

考

【重点目標】

備
考

子育てを地域で支え、乳幼児を持つ親などが気軽
に育児相談や交流のできる場を提供する。

障害のある方への配慮について学ぶとともに、ユ
ニバーサルスポーツを通じて参加者相互の交流を
深める。

4月【共催】

【共催】青少年育成柏原地域会議
【講師】青栁より子

【内容】

【継続】

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【継続】 4月

【内容】

【共催】 7月

3 春の福祉講座

【内容】

4 スクエアステップ体験講座

頭と体を使うエクササイズを通じて、介護予防や健
康増進、参加者同士の交流を図る。

【共催】

【総合評価】 【重点目標】

【総合評価】

備
考

・育児相談や子どもの遊びを通じて、参加者及び協力
団体の交流を図った。
(1)2～4歳児ぐらいを対象とした活動
(2)0～2歳児ぐらいを対象とした活動
※材料費のみ実費負担

【継続】

2 あいサポーター研修&ユニバーサルスポーツ体験 【継続】

【内容】

【総合評価】

備
考

備
考

・4月25日(金)、5月16日(金)、6月10日(火)、詐欺防犯
対策、介護予防、認知症について学ぶ講座を実施し
た。

【共催】柏原地域包括支援センター
【講師】埼玉県警本部防犯指導班「ひまわり」、
メディカルデイつむぎ・在宅サポート21狭山　理
学療法士、柏原地域包括支援センター

・7月29日（火）、8月26日(火)、9月16日(火)に専用の
マットの上でステップを踏む「スクエアステップ」を体験
した。

【講師】スクエアステップ協会認定指導員
【重点目標】【総合評価】
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分
類

終了時期

令和７年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 3 回 54 人 0 円

【ねらい】

4.4 1、2、3、4

3月 3 回 22 人
1,500

～2,500 円

【ねらい】

4.8 1、3

12月 1 回 30 人 0 円

【ねらい】

4.5 1、3

12月 1 回 9 人 0 円

【ねらい】

4.6 1、3

1月 2 回 17 人 0 円

【ねらい】

4.3 1、3、5

成
人
一
般

【重点目標】

・12月25日(木）、入間川を散策しながら、バードウォッ
チングを中心に、自然に触れることで環境に関する意
識啓発の向上に寄与した。

【重点目標】

備
考

【共催】中央公民館
【講師】NPO法人さやま環境市民ネットワーク

【継続】7 人権講演会

備
考

【講師】（１）Café　un fil　飛山まどか氏（２）東京
すしアカデミー協会　インストラクター　鈴木めぐ
み氏（３）花澄　髙橋勝則氏

【継続】8 環境講座

備
考

【共催】柏原小学校、柏原中学校、柏原小学校
PTA、柏原中学校PTA
【講師】安河内由香

【新規】

・9月26日(金)、10月24日(金)、11月28日(金)、老後の
住まい探し、もしもの時に望む医療、介護予防につい
て学ぶ講座を実施した。

高齢化社会の中で、前もって知っておきたい福祉
に関する知識と理解を深め、日々の生活に活か
す。
【総合評価】

【内容】
（１）「クリスマスリース作り」　12月1日（月）
（２）「はじめての飾り巻きずし」　1月20日（火）
（３）「フラワーアレンジメント講座」　2月25日（水）

【内容】

【共催】 12月

【総合評価】

【共催】

【内容】

柏原小学校、中学校、PTAと連携して人権を尊重
する心を育てる。

【重点目標】

6 大人の体験講座【主催】

【継続】

【内容】

12月

【主催】 9 ３Ｂ体操講座 【継続】 1月

【内容】
・1月14日(水)、28日(水)、3つの道具(ボール、ベル、ベ
ルター)を使用した体操を体験した。

道具を使った体操を通じて、参加者の健康増進や
交流を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】鈴木利津子

身近な自然環境について学び、地球温暖化をは
じめとする様々な環境問題に対する意識の向上を
図る。

【総合評価】

備
考

【総合評価】

参加者の交流を深め、心豊かな生活を送るための
一助とする。

【共催】柏原地域包括支援センター
【講師】民間介護施設紹介センター「みんかい」入江
佳代、狭山市医師会在宅医療支援センター　五十
嵐信子、メディカルデイつむぎ　理学療法士

・12月13日(土)、柏原小学校、中学校、PTAと連携し、
講演会を開催した。

【共催】

12月

5 秋の福祉講座 9月

【重点目標】
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分
類

終了時期

令和７年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

1月 2 回 15 人 1,200 円

【ねらい】

4.9 1、3

3月 2 回 30 人 0 円

【ねらい】

4.5 1、2

11 件 40 回 656 人

5月 1 回 12 人 0 円

【ねらい】

4.8 1、2、3

2月 3 回 49 人 1,100 円

【ねらい】

4.5 1、2、3

2月 1 回 9 人 0 円

【ねらい】

4.3 1、2、3

【内容】

【継続】【主催】

ピックアップ事業で紹介！

【協力】柏原地区地域防犯ネットワーク
【講師】狭山警察署生活安全課

【重点目標】

・2月13日（金）、詐欺事件や悪質な商法などの被害を
防ぐための講座を実施した。

備
考

成
人
一
般

高
齢
者 【重点目標】

安全、安心に生活ができるよう消費生活に関するト
ラブルや防犯などの知識を深め被害を未然に防
止する。

【継続】

2 まだまだ青年講座

【協力】（１）スターバックス狭山市入間川にこに
こテラス店（３）明治安田生命保険相互会社
【講師】（２）きだに名倉堂接骨院　木谷武士氏

生涯自立した生活を送るための健康づくり教室を
実施するとともに、参加者の交流を深める。

・5月30日（金）、一生涯自立した生活を送るための健
康増進について学習した。

【主催】 11 スマホ体験講座 【継続】 3月

備
考

【重点目標】

備
考

【主催】

【総合評価】

【内容】

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【継続】10 キムチづくり体験教室

キムチづくりを通じて親睦、交流を深める。

1 健康講座 【継続】

【講師】杉山夏樹

【主催】

【内容】

備
考

【重点目標】【総合評価】

・1月21日（水）、23日（金）、キムチ作りを体験し、キム
チができるまでの工程を学ぶ講座を実施した。

【内容】

【主催】 1月

5月

・3月2日（月）「基本機能とキャッシュレス決済」
・3月10日(火)「セキュリティ対策と防災アプリ」

スマホの基本機能を体験しながら、操作や便利な
使い方を学ぶ。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ソフトバンク株式会社スマホアドバイ
ザー

【総合評価】
【講師】柏原地域包括支援センター、大黒美耶

2月

健康増進、生きがいづくりに貢献するとともに、参
加者の相互交流を深める。

【総合評価】

【内容】

・健康に関する講座などを実施した。
（1）「コーヒーをはじめよう」　2月9日（月）実施
（2）「腰痛の新しいトリセツ」　2月17日（火）実施
（3）「基礎から学ぶ相続対策」　2月24日（火）実施

※参加費は（１）のみ1,100円

3 暮らしの安全、安心教室 2月
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分
類

終了時期

令和７年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 6 人 0 円

【ねらい】

4.8 1、2

4 件 6 回 76 人

5月 1 回 98 人 0 円

【ねらい】

1、3

2月 2 回 25 人 0 円

【ねらい】

1、3

8月 1 回 32 人 0 円

【ねらい】

3、4

10月 1 回 800 人 0 円

【ねらい】

 1、2、4

10月

【共催】青少年育成柏原地域会議
【協力】柏原中学校美術部

備
考

入間川七夕まつりに柏原中学校美術部の制作した七
夕飾り（やらい）を出展した。
また、出展した七夕飾り（やらい）を柏原公民館に展示
した。
　出展　8月2日(土)～3日(日)実施
　展示　8月4日(月）～25日（月）実施

柏原中学校美術部の制作した七夕飾り（やらい）
を出展することで、地域の連携を図り、柏原地区を
アピールする。

8月

【継続】

7月

【重点目標】

【内容】

高
齢
者

【講師】狭山警察署交通課
備
考

【総合評価】

・3月12日（木）、自動車運転で注意すべきポイントや交
通事故に遭遇した際の対処方法などに関する講座を
実施した。

【継続】

【内容】

【主催】

・10月5日(日)、柏原地区自治会対抗による体育祭を
柏原小学校校庭で開催した。

1 柏原地区ソフトボール大会 

【共催】

【継続】

【継続】

【継続】3 入間川七夕まつり飾り出展

【総合評価】 【重点目標】

備
考

自治会対抗の体育祭を通じ、健康と体力の増進を
図り、地域住民の交流を深める。

【共催】柏原ふれあい体育祭実行委員会、柏原
地区自治連合会

【総合評価】

【重点目標】

備
考

3月

囲碁の愛好者に対局の場を提供することにより、
参加者相互の親睦を図るとともに、愛好者人口の
拡大を図る。

備
考

【共催】 4 柏原ふれあい体育祭

【重点目標】

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【協力】柏原囲碁同好会

【総合評価】

【共催】

2 館長杯囲碁大会

【共催】柏原ソフトボール協会
【協力】狭山市ソフトボール協会

・6月1日(日)、2月8日（日）、囲碁の愛好者による囲碁
大会を実施し、段、級位によるクラス別個人戦を開催し
た。

【主催】

健康と体力の維持増進を図るとともに、地域住民
の親睦を深める。

【総合評価】

5月

【内容】

イ
ベ
ン
ト

【内容】

・5月11日(日)、柏原地区内のソフトボール愛好者によ
るチーム対抗のソフトボール大会を開催した。

【内容】

【重点目標】

高齢者ドライバーへの安全啓発及び事故対応、免
許証返納の制度を学ぶ。

4 シニアドライバー安全教室
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分
類

終了時期

令和７年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 1 回 712 人 0 円

【ねらい】

3、5

11月 1 回 800 人 0 円

【ねらい】

 1、2、4

6 件 7 回 2,467 人

1月 1 回 710 人 0 円

【ねらい】

 3、5

8月 1 回 648 人 0 円

【ねらい】

1、3、4

12月 1 回 859 人 0 円

【ねらい】

 1

3 件 3 回 2,217 人

【重点目標】

備
考

1 ロビー、階段壁面展示

【重点目標】【総合評価】

備
考

・11月22日(土)、地域住民が集い交流を深められる柏
原祭りを開催した。

6 柏原祭り

【共催】柏原祭り実行委員会、青少年育成柏原
地域会議、柏原地区自治連合会

【継続】

【主催】

【内容】

【継続】

【共催】

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

11月

元気の出る地域づくりのために地域住民が集い交
流のできる祭りを実施する。

1月

イ
ベ
ン
ト

展
示

5 市民文化祭柏原公民館会場 10月

【継続】【共催】 2 七夕飾りロビー展示

備
考

【共催】市民文化祭柏原会場実行委員会

【共催】

【内容】
・10月29日(水)～11月2日(日)まで、柏原公民館利用
団体が多彩な文化活動を展示、発表した。

多様な文化活動の発表の場を提供し地域文化の
高揚と文化活動の発展に寄与することをめざす。

【総合評価】

・ロビー、階段の壁面を有効活用し公民館利用者（利
用団体）に発表の場を提供した。
　1月7日（水）～1月25日（日）　版画・ガラス絵

【内容】

入間川七夕まつりに出展した柏原中学校美術部
制作の七夕飾り（やらい）を展示することで、公民
館利用者へ地域活動の成果を発表する。
【総合評価】 【重点目標】

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【共催】青少年育成柏原地域会議
【協力】柏原中学校美術部

公民館内を芸術作品を中心に華やかに演出する
とともに公民館利用者（利用団体）の発表の場を
広げる。

【重点目標】

備
考

【総合評価】

8月

【主催】 3 人権標語作品展 【継続】 12月

【内容】
・12月4日（木）～26日（金）まで、狭山こども人権標語
展における市内小学校の児童の優秀賞作品を展示し
た。

さまざまな差別の解消に役立てるよう人権問題へ
の理解を深め人権を尊重する心を育てることをめ
ざす。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】伊呂土留

・8月4日（月）～22日（日）まで、入間川七夕まつりに出
展した七夕飾り（やらい）を展示した。

【内容】

【継続】
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分
類

終了時期

令和７年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 3 回 24 人

【ねらい】

 1、2、3、4

5月 1 回 53 人

【ねらい】

 3、5

10月 5 回 264 人

【ねらい】

 1、2、4

11月 3 回 104 人

【ねらい】

 3、5

12月 3 回 48 人

【ねらい】

 1、2、4

【内容】

【継続】

【主催】 1 事業運営委員会  【継続】 4月

備
考

【共催】市民文化祭柏原会場実行委員会

5月

【内容】

・地域関係団体や公民館利用者等を事業運営委員に
委嘱し、公民館の事業内容等について審議した。
・第1回事業運営委員会　4月15日（月）
・第2回事業運営委員会　11月21日（金）
・第3回事業運営委員会　2月20日（金）

事業の内容等について事業運営委員により審議
し、よりよい公民館事業を運営する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】柏原公民館事業運営委員

【主催】 2 利用者懇談会 

【共催】 5 柏原祭り実行委員会 【継続】 6月

・5月23日（金）、公民館で公民館利用者（利用団体）と
意見や情報を交換し相互の親睦を図った。

公民館利用者（利用団体）と意見や情報を交換
し、よりよい公民館運営に資するとともに、相互の
親睦を図る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】公民館利用団体

【共催】 3 柏原ふれあい体育祭実行委員会 【継続】 6月

備
考

【共催】柏原ふれあい体育祭実行委員会

【内容】
・市民文化祭柏原会場を開催するにあたり、円滑に運
営ができるよう意見交換し、実施に向けて準備を行っ
た。
・第1回実行委員会　5月23日（金）
・第2回実行委員会　8月29日（金）
・第3回実行委員会　11月21日（金）

市民文化祭柏原会場を円滑に運営するとともに、
文化祭の実施に向けて準備をするため、実行委
員会を設置する。
【総合評価】 【重点目標】

柏原祭りを円滑に運営するとともに、柏原祭りの実
施に向けて準備をするため、実行委員会を設置す
る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】柏原祭り実行委員会、青少年育成柏原
地域会議、柏原地区自治連合会

【共催】 4 市民文化祭柏原会場実行委員会 【継続】 7月

【内容】
・柏原ふれあい体育祭を開催するにあたり、円滑に運
営できるよう意見交換し、実施に向けて準備を行った。
・第1回実行委員会　5月31日（土）
・第2回実行委員会　7月5日（土）中止
・第3回実行委員会　9月6日（土）
・第4回実行委員会　9月27日（土）
・第5回実行委員会　10月24日（金）

柏原ふれあい体育祭を円滑に運営するとともに、
体育祭の実施に向けて準備をするため、実行委
員会を設置する。
【総合評価】 【重点目標】

【内容】
・柏原祭りを開催するにあたり、円滑に運営できるよう
意見交換し、実施に向けて準備を行った。
・第1回実行委員会　6月11日（水）
・第2回実行委員会　10月22日（水）
・第3回実行委員会　書面開催

会
議
等
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分
類

終了時期

令和７年度　柏原公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 1 回 41 人

【ねらい】

 3、5

6 件 16 回 534 人

3月 12 回

【ねらい】

 

3月

【ねらい】

 

2 件

3月【主催】 6 利用者説明会  【継続】

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【内容】
・3月11日(水）、柏原公民館登録団体を対象に公民館
からの連絡事項を伝えるとともに、来年度の利用団体
登録申請を促した。

利用者（利用団体の）公民館利用についての理解
を図るとともに、団体登録申請を促すことを目的と
する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

事業への参加及び公民館の利用促進を図り、地
域の情報を住民へ周知することを目的とする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 1 柏原公民館・地区センターだよりの発行  【継続】 4月

『広報』事業（件数）小計

【内容】
・公民館事業の案内や報告等の情報を周知するため
更新した。

公民館事業の案内や報告等のリアルタイムな情報
の提供を目的とする。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

広
報

【主催】 2 ホームページの更新 【継続】 4月 随時　

【内容】
・毎月広報さやまに併せ、柏原公民館、地区センター
だよりを発行し、地区内の事業案内などを広報した。

会
議
等
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◆

鉄筋コンクリート造 ・地上2階建

事務室(1) ㎡

会議室（1） 人 ㎡

会議室（2） 人 ㎡

ホール 人 ㎡

工芸室 ㎡

事務室(2) ㎡

㎡

人 ㎡

学習室 人 ㎡

和室 人 ㎡

調理室 人 ㎡

その他 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

施設等の整備状況 給水設備工事 平成27年度

共用部分照明LED化工事 平成28年度

第2駐車場開設（東側隣接地） 令和2年度

第1駐車場改修工事 令和4年度

◆
狭山市広瀬東3丁目34番1号

電話／FAX 04－2953－6500

hirose_kominkan@s-seiun.co.jp

ホームページ http://www.s-seiun.co.jp/shisetsu/sayama

西武バス「つつじ野団地東」バス停下車徒歩1分

01 1 2

社会教育主
事有資格者

小計

2
階

所在地

E-mail

交通

陶芸小屋

館長 副館長 職員

（R8.4.1時点）

合計 188

広瀬公民館

区分

121－

30

30

18

42

263

582

55

277

1
階

小計

50

42

47

54

70 125

－ 30

－

備考

－

20

20

－

110

30 広瀬市民サービスコーナー

機械室／廊下／トイレ等

AED・コピー機・印刷機

機械室／廊下／トイレ等

グランドピアノ1台

アップライトピアノ1台

20畳

調理台2台

※広瀬公民館は指定管理者「セイウン」が管理・運営しています

施設概要

その他

施設案内

開館年月日

構造 ・規模

敷地面積

施設内容

付属施設

職員配置

昭和57年11月1日

1,781.00 ㎡

定員 面積

859

78
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令和 7 年度 広瀬公民館 振り返り（評価・課題等） 

 

当館では、令和 7 年度の狭山市公民館基本方針に基づき 5 つの重点目標を掲げ、

事業を実施した。各項目の評価と課題は次の通りである。 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題への取組の推進及び人材の発掘と活用 

人権、平和、環境等々に関わる現代的課題や地域課題の解決につながる事業の

取り組みを図った。特に悲惨な世界情勢を鑑みると、平和講座は、感性に訴えて平和

の尊さを心に届けた。また、講座・イベント等で地元の人材を登用した。今後も、必要

性・適時性を考慮し推進する。 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた学びと交流を促進する事業の充実 

幅広い世代に向けた講座・イベントを実施した。親子サロンすまいるでは母親のリフ

レッシュやママ友づくりを通じて子育て中の母親が安心して暮らせるまちづくりを図る。

寿大学は、高齢者が前後期各 6 回を受講し互いに交流を図った。市民文化祭は、各

サークルが日頃の成果を生き生きと発表し、多くの来館者があった。今後は、各事業

の新たな再開に向け検討し進める。 

 

重点目標 3 大学等の教育機関や関係団体等と連携した学習機会の充実 

地元の小・中学校及び高校と連携して、児童生徒が参加できるような事業を新しく

試みた。地域の子供理解と、子供たちの地域への所属感を育む一助となった。また地

元の茶園、農園等と連携した事業を実施した。NPO 法人や他施設との共催事業を行

い、学習機会を設けることができた。特別支援学級も新たに取入れ互いの施設の特色

を取り入れた事業を推進する。 

 

重点目標 4 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の推進 

広瀬斜子織サロンは斜子織の復元普及をめざして精魂込めて取り組んでいる。文

化財として後世に残すことは基より、子供たちの教育においても価値があると考える。

また防災講座は、水富公民館との共催で実施した。地域の防災意識の高揚を図りま

ちづくりに繋がった。パソコン教室などの充実も図り、IT ツールの活用手法を取り入れ、

IT 利用が困難な方々への活用を進めていく。 

 

重点目標 5 学習サークルへの支援並びに職員の資質の向上 

高齢化に伴い、会員の減少などある中で、サークルの支援や継続の相談は日々行

い、今後も一層の支援を行っていく。また、職員の資質向上は、重要である。利用者

満足度調査結果の「職員の笑顔や挨拶・接遇など」には特に気をつけ、利用者の側に

立ち、安全、快適で親切な応対ができるよう研修の充実を図る。 
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★ピッ ク アッ プ事業★ キッ ズチャ レンジ 
～ 様々な体験を通して、 子ども たちに思い出作り や地域の人たちと 交流する機会を提供する青少年健全育成事業 ～ 

回 実施日 講座名 内容と参加費 
参加

人数 
講師・協力団体等 

評

価 

1 7月22日(火) 茶道にチャレンジ 
礼儀作法を学び、茶道を体験

した。300 円。 
8 人 【協力】なごみ会 5.0 

2 7月23日(水) 和裁にチャレンジ 小物入れを作った。１00 円 8 人 
【協力】紫香和裁＆和洋

リフォーム研究会 
4.8 

3 7月28日(月) 陶芸にチャレンジ 小皿と置物を作った。500 円。 17 人 
【協力】陶芸彩遊＆作陶

ひろせ会 
5.0 

4 7月31日(木) 
着付けにチャレン

ジ 

着付け体験をした。 

無料。 
5 人 

【協力】紫香和裁＆和洋

リホーム研究会 
4.8 

5 7月31日(木) 
ギターにチャレン

ジ 

ギター演奏を体験した。 

無料。 
5 人 

【協力】広瀬ギター同好

会 
4.0 

6 8 月8 日(金) 書道にチャレンジ 書道を体験した。500 円。 13 人 
【協力】書道愛好会 

 
4.8 

7 8月28日(木) 
カーレットにチャレ

ンジ 

カーレットを体験。ゲームを楽

しんだ。無料。 
8 人 

【協力】狭山カーレットク

ラブ「まぜこぜ」 
4.8 

8 8月30日(土)  機織りにチャレンジ  
機織りの体験。織について学

んだ。200 円。 
10 人 【協力】狭山遊糸会 4.8 

●ねらい 子どもたちに様々な体験学習の機会を提供すると 共に、地域で挨拶を交わしあえる異世代の関

係の輪を広げる。協力サーク ルにと っては、学習成果の還元などにより 地域貢献の機会と なる。 

●重点目標 1、 2、 3、 4、 5 ●総合評価 4. 7 

●感想（ 抜粋） 「 初めて陶芸で粘土をさ わった。出来上がり が楽しみ。（ 陶芸）」「 難しかったけどやっていく う

ちに楽しく なった。（ ギター）」  

 

    

 

 

 

★ピッ ク アッ プ事業★ あそびの広場 
～ 家族や友だちと 様々な遊びや工作を体験し ながら 交流を楽しむ地域ふれあいイベント  ～ 

実施日 内 容 参加人数 参加費 協力団体 

7 月27 日（ 日） 

射的ゲーム、さ かなつり ゲーム、スライム作り 、スー

パーボールロケッ ト 工作、ヨ ーヨ ー釣り 、ボールプー

ル、バルーンアート 、段ボールポッ ク リ 、など家族で

体験できる広場を開催した。  

116 人 無料 

埼玉県家庭教育

アド バイザー 

ｉ ｎ 狭山 

広瀬保育所 

●ねらい 0 歳から小学生の子ども をも つ家族を対象に、 様々な遊び体験を通じて社会的なルールを学

び、 地域交流を図るこ と を目的に実施する。  

●重点目標 1、 2、 3、 4 ●総合評価 ／ 

●感想（ 抜粋） 「 親子で工作づく り を楽しめた。」「 楽しめる場がたく さ んあり 良かった。」「 素敵な工作が出来

上がった。」「 スタッ フの方に学生がいてほほえましかった。」  
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分
類

終了時期

3月 9 回 383 人 100 円

【ねらい】

4.5 1、2、3、4

6月 3 回 79 人 0 円

【ねらい】

1～5

8月 8 回 74 人 0～500 円

【ねらい】

4.7 1、2、3、5

3 件 20 回 536 人

3月 12 回 40 人 0 円

【ねらい】

1、2、4

3月 12 回 154 人 0 円

【ねらい】

1、2、3、4

母親のリフレッシュやママ友づくりを通じて、子育て
中の母親が安心して暮らせるまちづくりに寄与す
る。また、子育て支援の人材育成も図る。
【総合評価】

令和７年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

青
少
年

【共催】 1 WAKU☆DOKI　はっぴー 【継続】 4月

【内容】
遊び（外遊びや室内遊び）、学び（学習ボランティアに
よる学習ルーム）、食（児童とボランティア全員で昼食）
による事業と、夏休みの学習支援を実施した。

青少年の健全育成及び地域の人材発掘と教育力
の向上。地域で子どもたちが見守られ安心して暮ら
せるまちづくりを推進する。
【総合評価】

【内容】
学校教育と社会教育の連携事業（学社連携）、茶道
サークルの指導による広瀬小学校3年生児童の茶道体
験を実施した。

日本茶及び狭山茶の学習の一環として茶道を体験
し、茶道の心や礼儀礼節について学び理解する。

【総合評価】
【共催】広瀬小学校　【講師】なごみ会

【重点目標】

備
考

【共催】NPO法人地域教育ネットワーク、青少年
育成水富地域会議、水富公民館　【協力】地域
のボランティア、平野明雄　【協賛】地元複数企
業

【共催】 2 ＜広瀬小＞茶道体験授業 【継続】 6月

1 夏休みに、陶芸、茶道、和裁手芸、機織り、ギター演
奏、カーレット、着付け、書道のキッズチャレンジ。

日頃体験できない取組を通じて参加する子どもたち
の生きる力や自尊感覚を養う。公民館はサークルの
学習成果を地域還元、異世代交流も図る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】公民館活動8サークル

【主催】 3 キッズチャレンジ 【継続】 7月

【内容】

【重点目標】

備
考

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【共催】 1 広瀬斜子サロン 【継続】 4月

【内容】
機織り談義、機織り見学及び体験、広瀬斜子織に関す
る説明及び質疑応答など交えサロンを実施した。

明治時代の特産品で、今は幻の絹織物となった広
瀬斜子織を広く周知し、地域の歴史に触れ郷土愛
を深める。サロンにおける交流も図る。

【重点目標】

備
考

【共催】狭山遊糸会

成
人
一
般

【重点目標】

備
考

【協力】ボランティアスタッフ、総合子育て支援セ
ンター、ぴーちゃんず、広瀬保育所、押し花の会
あすなろ【講師】奥村照明、石川育代

【総合評価】

【主催】 2 親子サロンすまいる 【継続】 4月

【内容】
月1回乳幼児から3歳位の子どもと保護者を対象とした
自由参加型の親子サロン。4月バルーンアート、5月パ
ネルシアター、6月ママの骨盤体操、7月お話劇、8月ミ
ニ縁日、9月木のおもちゃで遊ぼう、10月ハロウィン、11
月腹話術、12月手形アート、1月たこ作りとたこあげ、2
月押し花作品作り、3月ちぎってはって遊ぼうを実施し
た。
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分
類

終了時期

令和７年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

1月 4 回 76 人 0 円

【ねらい】

1、2

12月 10 回 53 人 10,000 円

【ねらい】 （テキスト代別）

3

2月 6 回 1 人 0 円

【ねらい】

1、3

2月 2 回 20 人 300～500 円

【ねらい】

4.8 1、2、4

10月 2 回 99 人 200～400 円

【ねらい】 （1株あたり）

1、2、4

講義、パソコン実習、前回の復習などスタッフがサポー
トしながら実施した。

初級の応用編。セキュリティも含めてパソコンの操作
を習得し、安全かつ便利にICT活用ができる技能の
習得を図る。受講者交流も図る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】狭山パソコン支援の会

【共催】 4　Word応用編パソコン教室 【継続】 9月

【内容】

基本操作、インターネット検索、LINE操作を学習する
事業を実施した。

主に初めての方を対象として、基本操作の習得を図
り、便利なツールとして活用していこうとする契機と
する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【講師】ソフトバンク株式会社スマートフォンアドバ
イザー

【共催】 3 初心者スマホ講座 【継続】 7月

【内容】

【共催】 6 暮らしの談話室 【継続】 4月

【内容】

【主催】 7 たのしい食育講座 【新規】 6月

備
考

【共催】樋口農園

【共催】 8 自然ふれあい事業

地域住民の相談事（生活上の心配ごとや困りごと）を専
門の相談員（CSW/コミュニティーソーシャルワーカー）
が伺い、解決・軽減の手助けを行う事業。屋外でコー
ヒーを提供し、サロン形式で気軽に相談できる場を設
け実施した。偶数月に開催。

地域づくりの支援、地域交流の場となる。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】社会福祉協議会、水富公民館

【内容】
食育、市内の農産物について学ぶ事業を実施した。
1 茶育と食育、茶摘みを体験（6月）
2　サツマイモをテーマに食育、調理実習、会食（2月）

幼児から小学生と保護者を対象に、食育の大切さを
収穫や調理体験をしながら学ぶことを目的とした体
験型学習講座。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】「農と食育」Kids ＆ Jｒ．、1水富公民館
【講師】1広瀬古谷園、2家庭教育アドバイザース
タッフ

【継続】 7月

【内容】
次の事業を実施した。
1 じゃがいも掘り（7月）
2 さつまいも堀り（10月）

家族や地域の中でのふれあいを図りながら、自然の
恵みに感謝していもほりを体験する。

【総合評価】 【重点目標】

成
人
一
般

-127-



分
類

終了時期

令和７年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 1 回 42 人 0 円

【ねらい】

4.5 1、3

8月 1 回 39 人 0 円

【ねらい】

4.84 1、3

12月 1 回 34 人 0 円

【ねらい】

１，３

10 件 51 回 609 人

3月 23 回 769 人 0 円

【ねらい】

1、2、3

9月 6 回 235 人 500 円

【ねらい】

4.1 1、2、3

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】NPO法人地域教育ネットワーク

【共催】 9 防災講座 【継続】 11月

【内容】
災害リスクや「もしもの備え」を講義形式で講義を実施
した。 WAKU☆DOKI　はっぴーと共催で実施した。

大規模な自然災害の発生に備え、日頃の心構えと
準備、そして災害発生時に命を守るためのポイント
を学ぶ。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】水富公民館【協力】横山美衣、ユニット音
祈鶴（おりづる）

【共催】 10 平和講座 【継続】 8月

【内容】
登録サークルによる琴の演奏と、ユニット音祈鶴（おり
づる）による朗読を実施した。

今も世界で繰り広げられている紛争の現状、現実を
意識し、世界、日本、地域の平和のために、私たち
に出来ることは何かを考える。

季節を感じるモチーフを描いた。 手書きの良さを体験し、交流を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【主催】関東地方郵便局長会
【講師】梅坪仁実

【共催】 19 絵手紙講座 【新規】 12月

【内容】

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

高
齢
者

【共催】 1 ひろせ青空サロン 【継続】 4月

【内容】
脳トレ、体操、ダンス、ゲーム、合唱などを行い、歓談交
流の場として実施した。

主に高齢者を対象に、健康寿命を伸ばすための楽
しいサロンとして実施する。あわせて、地域の中での
交流を図る。

【内容】
次の事業を実施した。
1 世界の珍しいお金とお金の歴史を学ぼう（4月）
2 資産形成の方法と日米経済情勢（5月）
3 すこやか体操（6月）
4 コミュニティーコーピング体験（7月）
5 狭山市の民芸芸能（8月）
6 狭山市の遺跡（9月）

実年世代の学習欲求に応え、様々な現代的課題や
地域課題について考えると共に、地域の中での同
世代の仲間づくりを促進する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】１SBI証券、２SBI証券、３健康づくり支援
課、４社会福祉協議会、５博物館、６社会教育課

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】青空の会

【主催】 2 ひろせ寿大学（前期講座） 【継続】 4月

成
人
一
般
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分
類

終了時期

令和７年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 12 回 12 人 0 円

【ねらい】

1、2

3月 6 回 337 人 500 円

【ねらい】

4.11 1、2、3

4 件 47 回 1,353 人

5月 1 回 329 人 0 円

【ねらい】

1～5

6月 1 回 239 人 0 円

【ねらい】

1～5

7月 1 回 88 人 0 円

【ねらい】

1、2、3、4

高
齢
者

【主催】 3 ひろせ生活よろず相談室 【継続】 4月

【内容】
相続、遺言、成年後見などの相談対応。守秘義務を遵
守徹底し、相談者のプライバシーに配慮して実施した。

遠くの相談機関まで出かけることが困難な高齢者を
対象に、行政書士が対応する身近な相談室として
実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】堀江誠（行政書士）

次の事業を実施した。
1 交通規則改正と狭山市の現状（10月）
2 テレビニュースと災害報道の舞台裏（11月）
3 悪質商法の被害にあわないために（12月）
4 カラダは食べた物からできている（1月）
5 宮瀧教授による歴史を学ぶ（2月）
6 循環器病にたいする心構え、NISA資産運用（3月）

実年世代の学習欲求に応え、様々な現代的課題や
地域課題について考えると共に、地域の中での同
世代の仲間づくりを促進する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

1狭山警察署、２テレビ朝日、３消費生活セン
ター、４株式会社明治、５大東文化大学、６明治
安田生命

【主催】

3 あそびの広場 【継続】 7月

絵画、押し花作品、水墨画、書などの作品やお箏演
奏、二胡演奏などのホール発表を実施した。期間にサ
ロンコンサートを開催した。

恒例の広瀬公民館独自の芸術祭。活動サークルに
学習成果の発表の場を提供すると共に、地域にお
ける豊かな交流を促進する。

【内容】
押し花作品づくり、お話手遊び、カーレット・モルック体
験、昔遊び、アマチュア無線体験、交通安全あそびを
体験をした。

5 ひろせ寿大学（後期講座） 【継続】 10月

【内容】

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【共催】 1 広瀬芸術祭 【継続】 5月

【内容】

【内容】
ヨーヨー釣り、ボールプール、バルーンアート、段ボー
ルポックリ、スライム作りを家族で楽しく体験できる広場
を開催した。

0歳から小学生の子どもをもつ家族を対象に、様々
な遊び体験を通じて社会的なルールを学び、地域
交流を図ることを目的に実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】埼玉県家庭教育アドバイザーｉｎ狭山

【共催】広瀬芸術祭実行委員会

【共催】 2 だがしや楽校 【継続】 6月

【共催】

地域のグループや個人の趣味や特技を披露する自
分店（見せ）の機会を提供し、豊かな交流を図る地
域づくり事業として実施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】だがしや楽校実行委員会【協力】押し花
の会あすなろ、面白屋お話たんぽぽ、狭山カー
レットクラブ「まぜこぜ」、交通防犯課

【総合評価】 【重点目標】

備
考

イ
ベ
ン
ト

-129-



分
類

終了時期

令和７年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

10月 1 回 1,200 人 0 円

【ねらい】

1、2、3

11月 2 回 1,653 人 0 円

【ねらい】

1～5

3月 1 回 102 人 0 円

【ねらい】

2、4

6 件 7 回 3,611 人

3月 3 回 874 人 0 円

【ねらい】

1、2、4

1 件 3 回 874 人

7月 3 回 97 人

【ねらい】

1、4

備
考

【共催】水富地区自治会連合会、水富公民館
【講師・協力】さやまキッチンカー協会、狭山気功
太極拳水富会、3B体操、市スポーツ推進委員、
狭山アゼィリアFC、狭山ライオンズ

【共催】 5 水富祭ウオーキングフェスティバル 【継続】 10月

【内容】

芸術作品づくりサークルの作品展示、発表活動サーク
ルのホール発表、押し花絵作り、健康体操などの館内
ワークショップ体験を実施した。

文化振興を図る恒例の市民文化祭。活動サークル
に学習成果の発表の場を提供すると共に連帯を深
め、地域における交流を促進する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】広瀬文化祭実行委員会　【協力】狭山緑
陽高校美術部、青空の会

【共催】 6 市民文化祭広瀬公民館会場 【継続】 10月

【内容】

広瀬橋から笹井堰までの区間のウォーキングを中心
に、ダンスや楽器、演奏、出店（キッチンカーなど）、公
民館講座（太極拳体験、3B体操体験、モルック体験、
サッカー体験、少年野球体験）などの催しを実施した。

地域住民の交流と健康増進や交流を目的に水富地
区自治会連合会が主催する事業。

【総合評価】 【重点目標】

アンサンブルコンサートを開催。 音楽の持つプラスの力を活用して、音楽の楽しさを
実感すると共に、地域におけるあたたかい交流を図
る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【出演】さやま管弦楽クラブ

【主催】 7 音楽ふれあいイベント 【継続】 3月

【内容】

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

展
示

【共催】 1 ロビー作品展 【継続】 10月

【内容】
次の事業を実施した。
1 かよう会展（10月）
2 あすなろ展（11月）
3 ベンチのある風景展（12月）
4 富士山の絵柄を楽しむ会展（3月）

活動サークルや有志個人に学習成果の発表の機
会を提供し、作品展示を通じて地域における交流を
促進する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】かよう会、押し花の会あすなろ、まちの縁
側プロジェクト、有志個人

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】 1 各種実行委員会  【継続】 4月

【内容】
次の会議を実施した。
1 広瀬芸術祭実行委員会（4月）
2 だがしや楽校作戦会議（4月）
3 市民文化祭実行委員会（7月）

大型イベントの実行委員会。当該イベントの趣旨、
実行体制、準備内容と役割などを決定し、参加団体
の連帯を深めて円滑な実施を図る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【主催】各実行委員会

イ
ベ
ン
ト

会
議
等
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分
類

終了時期

令和７年度　広瀬公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

12月 2 回 11 人

【ねらい】

1、4

3月 1 回 68 人

【ねらい】

　 1、4、5

3 件 6 回 176 人

3月 12 回

【ねらい】

1、2、4

3月 12 回

【ねらい】

1、2、4

3月 12 回

【ねらい】

1、2、4、5

3 件

【主催】 2 事業運営委員会 【継続】 4月

次の会議を実施した。
1 令和6年度の運営管理全般の振り返り。今年度の運
営計画および課題についての説明。意見交換。
2 令和7年度上半期の運営管理の実施結果の説明。
意見交換。

客観的な視点により公民館の施設運営や事業を検
証し、PDCAの精度を高め、より良い公民館運営を
図る。問題や課題に対する提案を得る。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【内容】

事業予定及び募集要項の掲載、休館日及び夜間閉館
日の掲載、サークル会員募集情報の掲載、その他必
要なお知らせを掲載した。

公民館の事業予定や取組を広報し、市民にとって
有用かつ必要な情報を広報すると共に、広く広瀬公
民館の存在をPRする。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】広報課、近隣自治会ほか

【内容】

【主催】 3 利用者懇談会 【継続】 3月

【内容】
広瀬公民館だよりの掲載、個別の事業予定及び募集
要項の掲載、休館日及び夜間閉館日の掲載、事業実
施後の速報レポートの掲載、登録サークルの掲載、取
組事業の掲載、その他必要なお知らせを掲載した。

タイムリーな掲載により、事業予定や取組を広報す
る。事業実施後の速報も積極的に行うことにより、広
く広瀬公民館の存在をPRする。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 2 広瀬公民館ホームページ更新 【継続】 4月

『広報』事業（件数）小計

【内容】
近隣商業施設等への広報依頼、近隣学校や公共施設
等への公民館だより配布、公民館利用案内や事業広
報の掲示・配布・配架などを行った。新たにSNSを活用
し公民館活動を周知した。

公民館だよりの自治会を通じての配布ルート以外
に、様々なチャネルを活用して広報力を高め、イベ
ントの集客を促進する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】広報課、近隣の公共機関及び商業施
設、公民館サークルほか

【主催】 3 その他の広報活動 【継続】 4月

広
報

会
議
等

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】 1 広瀬公民館だよりの制作・発行 【継続】 4月

令和７年度の事業報告及び振り返り、利用者満足調査
結果報告及び改善計画説明、令和8年度方針、スロー
ガン、事業計画説明及び承認、登録団体更新手続き
説明などを行う。

定例の利用者懇談会。事業結果や事業計画の理
解を図ると共に、要望、意見、提案をヒヤリングす
る。登録団体どうしの連帯や親睦も深める。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】
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◆

（昭和４８年３月３１日完成）

鉄筋コンクリート造 ・地上２階建

㎡

事務室 ㎡

人 ㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

人 ㎡

㎡

人 ㎡

人 ㎡

付属施設 弓道場

施設等の整備状況 耐震補強工事

第２学習室・事務室天井改修工事 令和元年度

職員配置

◆

mizt-kom@city.sayama.saitama.jp

交通

E-mail

電話

所在地

04-2954-7885

西武バス（狭山グリーンハイツ行）根岸新道下車徒歩５分

1 1 2 1

施設案内

狭山市根岸２丁目１７番１３号

04-2954-4730 ＦＡＸ

平成２５年度

館長 副館長 主査 主事 社会教育主
事有資格者

1

合計 200 650.01

調理台５台（講師用含む）

その他 － 65.67

スクリーン

第２学習室

小計 50 291.69

15 32.6

ホール 80 138.15 ｱｯﾌﾟﾗｲﾄﾋﾟｱﾉ、ｽｸﾘｰﾝ、鏡

第１学習室 30 60.95

２０畳敷、水屋有り94.4340

区分 定員 面積 備考

18.79

その他 145.97

会議室 10

－

公民館・地区センター窓口

水富公民館

施設概要

昭和４８年４月１日

1,582

施設内容

敷地面積

構造 ・規模

開館年月日

和室

１
階

２
階

－ 32.5

調理実習室 25 60.95

小計 150 358.32

（R8.4.1時点）

-133-

mailto:mizt-kom@city.sayama.saitama.jp


令和 7 年度 水富公民館 振り返り（評価・課題） 

 

水富公民館では、4 つの重点目標を掲げ、事業を実施した。各重点目標についての

振り返りは次のとおりである。 

 

重点目標 1 現代的課題・地域課題への取組の強化 

地域課題となっている防災について、例年行っている災害への基本的な備え方に加え、

市が保有するダンボールベッドや仮設給水槽の組立てを体験する講座を実施した。また、

高齢者世代の需要が高いスマートフォンの操作について、誰一人取り残さない考え方から、

基礎的な学びを重視したほか、おりぴぃ健康マイレージ（歩数計アプリ）の登録方法を学ぶ

体験講座を実施した。 

 

重点目標 2 幼 児から高齢者 まで、ライフステージにふさわしい事 業の拡 充 

地区で活動する NPO 法人や学校、企業と協働し、各事業を実施した。夏休みに開催した子

ども体験講座は、利用サークルと子どもたちとの世代間交流と子どもの居場所作り、サークルの

活性化などを図ることを目的として、卓球サークルの活動に地域の子供たちが参加する体験型

講座を実施したものです。 

高齢者対象事業では熟・年・楽・校の中で「終活講座これからの人生を元気に楽しく(全３回)」

を実施した。高齢者の生きがい創出や生活のちょっとした不安、悩みの解消を図るため実施し

たもので、終活を前向きに考えながら今後を見つめなおすきっかけになったとの感想をいただ

いた。今後も利用者ニーズを捉えた事業展開を図るとともに、世代間交流や地域交流を深める

事業を推進していく。 

 

重点目標 3 地域活動の維持や地域行事の再構築、見直しの支援 

公民館事業協力者や地域の今後を担う人材発掘、後継者の育成は特に重要であると

考える。各種イベントなど参加者及び事業協力者の負担を軽減することで、事業を継続し

実施する環境を整え、引き続き各種団体と連携しながら、これまでの事業の再構築や見直

しも検討しながら事業を実施していく。 

 

重点目標 4 公民館利用者・サークルの支援 

絵本の読み聞かせ講座の歴代の受講修了者から、継続的に活動を続けたいとの意向

があり、令和 7 年度から交流会形式で情報交換するほか、水富地区内の幼稚園・保育所

等で読み聞かせを行うサークル活動に発展することができた。また、利用団体の希望に応

じ、公民館だよりなどによるサークル紹介や新規会員募集、サークル見学会を行い、サーク

ル活動を肌で感じていただくなど、様々な方法で支援を行った。 

今後も引き続き、公式 SNS や公民館だより、ホームページなどを活用することで、幅広い

世代へ案内を続けていく。 
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水富公民館ピックアップ事業

（成人一般対象）大人体験講座
◆ねらい：新しい生きがいの発見や仲間づくりのために体験型講座を
◆ねらい：実施する。

◆総合評価：4.77点 ◆参加者数：112人 ◆重点目標：1、2、3

★ピックアップ事業★

Ｎｏ 講座名 上段：共催 下段：協力・講師

1 韓国語（入門編）体験教室
イムハンセン

2
絵本の読み聞かせ講座

 （計8回） 野村和（武蔵野短期大学）

3
ダンボール燻製器と
スモークチーズ作り講座 久下泰一

4 キムチ作り講座
NPO法人FROM THE...

5 アメリカの冬の家庭料理講座
高橋マチュリナ

◆事業内容

2025.4－2026.3

（青少年一般対象）子ども体験講座
◆ねらい：体験学習を通じた経験を基に将来設計や夢の実現、学習
◆ねらい：意欲の向上に寄与する。

◆総合評価：4.8１点 ◆参加者数：187人 ◆重点目標：1、2

★ピックアップ事業★

Ｎｏ 講座名 上段：共催 下段：協力・講師

1 茶摘み体験講座
広瀬公民館

広瀬古谷園 

2
プログラミング体験講座
（計4回） 齋藤大輔

3 小岩井乳業工場見学
小岩井乳業東京工場

4 カラーサンドアート体験講座
渡辺かずな

5
おりぴぃキーホルダー作り
講座

6
オリジナルプレート絵付け
講座

青少年育成水富地域会議

竹内晴美

7 卓球体験講座(全4回)
水富卓球ゲンデル会

8 フラワーアレンジメント講座
髙橋勝則

9 食育講座
青少年育成水富地域会議

渡邊千陽

◆事業内容

各事業の様子は当館公式SNS
からもご覧いただけます。

▼Instagram ▼Facebook

▼絵本の読み聞かせ講座
絵本の持ち方や読むときのトーンなどを学び、水富地区の幼稚園・保育所の

子どもたちの前で絵本の読み聞かせを実践。

▼キムチ作り講座
13種類の材料を使い、本場の

 キムチ作りを学ぶ講座。

▼韓国語（入門編）体験教室
初心者向けの韓国語講座を開催。

サークルの会員も同時に募集。

1 2

3

6 8

5

7

2

4 1
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（成人一般対象）地域課題解決事業
◆ねらい：将来の地域づくりに向けた人材発掘や地域交流を目的とした
◆ねらい：事業を実施する。

◆総合評価：4.87点 ◆参加者数：192人 ◆重点目標：1、2、3、4

★ピックアップ事業★

▲まちの縁側カフェ

おしゃべりで気分をリフレッシュするほか

誰かに話したい暮らしの困りごとがあれば

社会福祉協議会の専門の相談員が個別

相談も対応。

Ｎｏ 講座名 上段：共催 下段：協力・講師

1 まちの縁側カフェ
社会福祉協議会

2
地域会議研修会 発達障害

 の理解と支援について

青少年育成水富地域会議

山下浩

3
まち探検！発見！
水富スカベンジャーハント

狭山青年会議所

4 みずとみ川柳

◆事業内容

（イベント）公民館利用者・運営委員協働事業

◆ねらい：地域の賑わい創出などのため文化祭や地域イベントを
◆ねらい：利用者や事業運営委員と協力し実施する。

◆総合評価：-点   ◆参加者数：1015人   ◆重点目標：1、4

★ピックアップ事業★

▼市民文化祭（10月30日から11月3日）

▼みずとみイルミネーション
 （12月19日から1月13日）

▼みずとみ遊び横丁 
 （3月15日）

SNS「Facebook・Instagram」活用

◆ねらい：地域コミュニティの希薄化を防ぐこと及びタイムリーな情報発信を図る。 ◆総合評価：-点 ◆参加者数：-人 ◆重点目標：1、2、3、4

★ピックアップ事業★

◆内容：公益社団法人全国公民館連合会が主催する第6回全国公民館インターネット活用
コンクールにて特別賞を受賞したもの。今回は第5回の奨励賞受賞に続き、2回   
連続の受賞である。

 コンクール結果報告の講評（抜粋）

 SNSやホームページを活用しながら、デジタルデバイドの解消と地域コミュニティの

活性化を同時に進めている先進的な事例を行っています。FacebookやInstagramを

おおむね3日に1回という高い頻度で更新し、講座情報にとどまらず、地域の風景や

文化、日常の出来事を発信することで、公民館や地域の様子を「見える化」しています

  引用：公益社団法人全国公民館連合会（2026）.月刊公民館 令和8年3月号.通巻第826号

（高齢者対象）熟・年・楽・校

◆ねらい：高齢者の生きがい創出や生活のちょっとした不安・悩みの
解決を図る事業を実施する。

◆総合評価：4.37点 ◆参加者数：122人 ◆重点目標：1、2

★ピックアップ事業★

Ｎｏ 講座名 上段：共催 下段：協力・講師

1 スマホ体験講座（計4回）
ソフトバンク株式会社

2
エンディングノート＆
若さの保ち方 佐野智美（株式会社セレモア）

3 睡眠・生活リズム健康講座
恵比須誠

4
笑顔で安心

 「相続税対策」と「遺言」 宮浦佳純（明治安田生命保険相互会社）

5
健康講座

 認知症について考えよう

社会福祉協議会

西武文理大学看護学部学生

▲ まち探検！発見！
水富スカベンジャーハント

1 5

3 1

◆事業内容
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分
類

終了時期

3月 通 年 4 人 0 円

【ねらい】

1、2

3月 9 回 502 人 100 円

【ねらい】

2月 12 回 187 人 0～1,700 円

【ねらい】

4.8

3 件 22 回 693 人

3月 9 回 178 人 0～500 円

【ねらい】

5.0

3月 9 回 192 人 0 円

【ねらい】

4.9 1、2、3、4

成
人
一
般

【継続】 4月

【内容】

【総合評価】

1 水富親子講座はっぴーを実施した。
2 水富子育てルームを実施した。
3 ワクワク水富ひろばを実施した。

乳幼児とその保護者を対象に孤立化防止や子育
ての悩みを解決するために実施する。

【重点目標】

備
考

『青少年』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【共催】1 広瀬公民館、6，9  青少年育成水富地域
会議 【講師】1 広瀬古谷園、2 齋藤大輔、3 小岩井
乳業株式会社東京工場、4 渡辺かずな、6 竹内晴
美、7 水富卓球ゲンデル会、8 髙橋勝則

学区を越えた子供同士の交流と地域の大人との
世代間交流を促進し、一緒に遊びや学び、食事を
することで顔の見えるつながりを構築する。
【総合評価】 【重点目標】 1、2、3、4

備
考

1 まちの縁側カフェ（奇数月第3水曜日）を実施した。
2 地域会議研修会「発達障害の理解と支援について」
を実施した。
3 まち探検！発見！水富スカベンジャーハントを実施
した。
4 みずとみ川柳を実施した。

2 地域課題解決事業 【継続】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】1 社会福祉協議会、2 青少年育成水富
地域会議、3 狭山青年会議所 【講師】2 山下浩

将来の地域づくりに向けた人材発掘や地域交流を
目的とした事業を実施する。

令和7年度　水富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【主催】   1 学習ルーム提供事業 【継続】 4月

青
少
年

【内容】

体験学習を通じた経験を基に将来設計や夢の実
現、学習意欲の向上に寄与する。

・公民館施設のうち、利用予約の入っていない部屋を
学生などの学習の場として提供した。

【総合評価】

備
考

公民館施設のうち、利用予約の入っていない部屋
を学生などの学習の場として提供し、青少年の居
場所づくりや公民館の認知度向上を図る。

【重点目標】

【内容】

【共催】

ピックアップ事業で紹介！

【共催】1 NPO法人地域教育ネットワーク、3 総
合子育て支援センター

1、2

5月【主催】

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

2 WAKU☆DOKIはっぴー 【継続】 4月

【内容】
・子ども食堂発展型事業及び夏季休暇の学習支援を
実施した。

【共催】NPO法人地域教育ネットワーク、青少年
育成水富地域会議、広瀬公民館

6月【共催】 3 子ども体験講座 【新規】

【共催】 1 乳幼児支援事業

1 茶摘み体験講座を開催した。
2 プログラミング講座(4回)を開催した。
3 小岩井乳業工場見学を開催した。
4 カラーサンドアート体験講座を開催した。
5 おりぴぃキーホルダー作り講座を開催した。
6 オリジナルプレート絵付け講座を開催した。
7 卓球体験講座(全4回)を開催した。
8 フラワーアレンジメント講座を開催した。
9 食育講座を開催した。

【総合評価】 【重点目標】 1、2

備
考
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分
類

終了時期

令和7年度　水富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 13 回 112 人 0～1,600 円

【ねらい】

4.8 1、2、3

3月 6 回 602 人 0 円

【ねらい】

4.4 1、2、3、4

4 件 37 回 1,084 人

3月 8 回 122 人 0 円

【ねらい】

5.0 1、2

1 件 8 回 122 人

3月 通 年 263 人 0 円

【ねらい】

1、2

1月 3 回 260 人 0 円

【ねらい】

1、2、3、4

【主催】 3 大人体験講座 【継続】 5月

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

1 韓国語（入門編）体験教室（計2回）を実施した。
2 絵本の読み聞かせ講座（計8回）を実施した。
3 ダンボール燻製器＆スモークチーズ作り講座を実施
した。
4 キムチ作り講座を実施した。
5 アメリカの冬の家庭料理講座を実施した。

新しい生きがいの発見や仲間づくりのために体験
型講座を実施する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

 【協力・講師】1 イムハンセン、2 野村和（武蔵
野短期大学）、3 久下泰一、4 NPO法人FROM
THE...、5 高橋マチュリナ成

人
一
般

【主催】

高
齢
者

1 スマホ体験講座（全4回）を実施した。
2 終活講座これからの人生を元気に楽しく！（全3回）
を実施した。
3 健康講座認知症について考えようを実施した。

・概ね４か月に１回開催、令和7年度開催日は下記のと
おり。
5月18日（日）、9月7日（日）、1月25日（日）

1 水富レンタルブック～絵本に親しもう

【共催】

現代的課題の解決のための事業を実施する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】1，5 広瀬公民館、2 社会福祉協議会水
富支部、3市人権推進室 【協力・講師】1 市危
機管理課、2 メディカルデイつむぎ、4 市障が
い者福祉課、6 古谷敏之

『成人一般』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【総合評価】

備
考

【共催】3 社会福祉協議会 【講師】1 ソフトバン
ク株式会社、2 佐野智美（株式会社セレモア）、
恵比須誠、宮浦佳純（明治安田生命保険相互
会社）3 西武文理大学看護学部学生

【継続】

『高齢者』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】 4月

備
考

水富地域で活動している各種団体が一堂に会し、
歌や舞踊、演奏などを発表する。教育機関や各種
サークルなどと連携し、イベントを開催する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

【共催】音楽の里実行委員会

4 現代的課題解決事業 【継続】 7月

【内容】
1 防災講座を実施した。
2 元気に運動習慣！健康づくり講座を実施した。
3 人権パネル展を実施した。
4 人権教育講座を実施した。
5 平和講座を実施した。
6 環境講座を実施した。

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

イ
ベ
ン
ト

【主催】 1 熟・年・楽・校

高齢者の生きがい創出や生活のちょっとした不
安・悩みの解決を図る事業を実施する。

【重点目標】

6月【継続】

2 水富音楽祭・歌声広場 【継続】

【内容】

【内容】
・絵本を館内１階ロビー3ヶ所及び会議室に設置し、登
録した地域住民がセルフサービスで借りる。

地区の立地上、図書館に足を運びにくい乳幼児を
持つ保護者を対象に地域内で集めた絵本を貸し
出し育児や親子の触れ合いの時間に役立てる。
【総合評価】

　
【重点目標】

5月
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分
類

終了時期

令和7年度　水富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

10月 1 回 1,200 人 0 円

【ねらい】

1、2、3

3月 7 回 1,015 人 0 円

【ねらい】

1、4

4 件 12 回 2,738 人

3月 通 年 - 人

【ねらい】

2、3

3月 通 年 - 人

【ねらい】

　 4

2 件 - 回 - 人

3月 3 回 - 人

【ねらい】

 1、2、3、4

展
示

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

会
議
等

【主催】 1 公民館事業運営委員会 【継続】 5月

【内容】
・年間行事計画に対する意見交換や協力体制を調整
した。
・終了した事業を評価した。
・公民館事業運営委員主体の事業を企画した。

各分野で経験豊富な運営委員の意見を取り入れ
事業を行うとともに、生涯学習の目標とする市民自
らが事業を主体的に行っていく体制を確立する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【内容】
・公民館利用団体の活動成果物を一定期間展示し
た。

公民館利用団体の活動発表機会として実施する。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【協力】あずみ苑狭山、切り絵同好会、トールペ
イントクラブ

【内容】
・水富幼稚園、笹井保育所、広瀬保育所の園児の作
品を公民館玄関横掲示板にて一定期間展示した。

地域の幼稚園などとの連携を図るとともに、子供た
ちの作品から利用者が元気を得ることを目的に実
施する。
【総合評価】 【重点目標】

備
考

　

【主催】 2 公民館利用サークルの作品展示 【継続】 4月

1 市民文化祭水富公民館会場（10月30日～11月3日）
を実施した。
2 みずとみイルミネーション（12月～1月）を実施した。
3 遊び横丁（3月15日）を実施した。
※その他実施に向けた会議を行った。 【共催】1 市民文化祭水富公民館会場実行委

員会 【協力】1 水富公民館利用サークル、1、
2、3　公民館事業運営委員

備
考

【総合評価】

【共催】 1 近隣保育所・幼稚園の作品展示 【継続】 4月

地域の賑わい創出などのため文化祭や地域イベ
ントを利用者や事業運営委員と協力し実施する。

【重点目標】

10月

【内容】
・広瀬橋から笹井堰までの区間のウォーキングを中心
に、ダンスや楽器、演奏、出店（キッチンカーなど）、公
民館主催講座（太極拳体験、3B体操体験、モルック体
験、サッカー体験、少年野球体験）などの催しを実施し
た。

地域住民の交流と健康増進や交流を目的に水富
地区自治会連合会が実施する。

【共催】水富地区自治会連合会、広瀬公民館
【協力・講師】さやまキッチンカー協会、狭山気
功太極拳水富会、3B体操、市スポーツ推進委
員、狭山アゼィリアFC、狭山ライオンズ

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

【継続】

【総合評価】 【重点目標】

備
考

『イベント』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【共催】

イ
ベ
ン
ト

6月4 公民館利用者・運営委員協働事業【共催】

3 水富祭ウオーキングフェスティバル 【継続】
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分
類

終了時期

令和7年度　水富公民館　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

2月 2 回 - 人

【ねらい】

1、2、3、4

2 件 5 回 - 人

3月 12 回

【ねらい】

1、2、3、4

3月

【ねらい】

1、2、3、4

3月

【ねらい】

1、2、3、4

3 件

備
考

令和7年度公益社団法人全国公民館連合会が
主催する第6回全国公民館インターネット活用
コンクールにて特別賞を受賞した。

広
報

【主催】 3 SNS「Facebook・Instagram」活用 【継続】 4月 随時

備
考

【内容】 ピックアップ事業で紹介！

・地域コミュニティの醸成及び新たな年代への情報発
信手段として活用した。
・地域の事柄や事業報告などを発信した。

地域コミュニティの希薄化を防ぐこと及びタイムリー
な情報発信を図る。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

会
議
等

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【主催】

公民館の総合的な情報を提供し、利用者を増や
す。

【総合評価】 【重点目標】

『広報』事業（件数）小計

【主催】 2 公民館ホームページ更新 【継続】 4月 随時

【内容】
・公式ホームページを更新した。
・事業報告の記事を掲載した。
・講座やイベントの開催を周知した。
・公民館だよりを掲載した。
・その他、広報活動として公式SNSの取組を周知した。

イベント・事業などの情報を幅広く周知し、公民館
の情報をいつでも伝えられるようにする。

【総合評価】 【重点目標】

1 公民館だより発行 【継続】 4月

【内容】
・毎月6,500部発行した。
・地域に関する情報及び公民館事業を周知した。
・公民館利用サークルの紹介や会員募集を行った。
・7、11、3月号は地域団体にご協力いただき、カラー版
を地区全戸配布した。

【総合評価】 【重点目標】

備
考

【内容】
・基本方針や重点目標などの意見を聴取した。
・文化祭協力体制を調整した。
・公民館利用や団体登録の更新事務を案内した。
・その他、公民館事業への協力依頼した。
※原則、書面で事前通知の上、質問がある場合のみ
参加とした。

利用者同士の交流を図るとともに、公民館職員と
のコミュニケーションの場とする。公民館のあり方、
役割について確認、啓発する。

【主催】 2 公民館利用者懇談会 【継続】 9月
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令和 8 年度 

狭山市公民館基本方針・ 重点目標 
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令和８年度 狭山市公民館基本方針・重点目標 
 

 第４次狭山市教育振興基本計画に掲げる生涯学習の基本方針「学びが人を育み 

社会をつくる生涯学習社会の推進」及び施策の基本目標Ⅴ「自己を磨き社会を支える

豊かな学びの振興」を踏まえ、令和８年度における狭山市公民館基本方針及び重点

目標を次のように定める。 

 

基本方針 1 現代的課題や地域課題への取組の推進 

人権・平和・環境・防災・防犯・少子高齢化・子育て・健康・国際化・情報格差など、

複雑化する現代的課題やそれぞれの地域が抱える地域課題の解決に向けた取組を推

進し、豊かな地域社会の発展に資する事業に積極的・計画的に取り組む。 

【重点目標】 

（１）人権・平和・環境・防災・防犯・少子高齢化・子育て・健康・国際化・情報格差な 

ど、複雑化する 現代的課題の解決に向け た 事業の推進  

（２）地域が抱える課題の解決に向けた事業の推進 

（３）防災意識の向上や災害時などの有事に生かすことも想定した、地域コミュニティづ 

くりに資する事業の推進 

（４）情報格差の解消や効果的かつ効率的に情報提供を行うことを目的とした、ＩＣＴを 

活用した事業の推進 

 

基本方針 2 ライフステージに応じた学びと交流を促進する取組の推進  

青少年期から高齢期にわたり、自己を磨き、高めながら、生きがいや充実感、達成 

感を味わい、社会の変化に対応して豊かな人生を送ることができるよう、ライフステージ

に応じた各種取組を推進する。 

また、市民一人一人の学びとともに、事業を通じて住民相互の理解や交流を深め、

豊かな地域コミュニティづくりに資するよう、幅広い世代の交流を促進する取組を推進

する。 

【重点目標】 

（１）幼児とその家族、青少年を対象とした事業の推進 

（２）成人を対象とした事業の推進 

（３）高齢者を対象とした事業の推進 

（４）幅広い世代の交流を図る事業の推進 

（５）障害のある市民の社会参加につながる事業の推進 

 

基本方針 3 大学などの教育機関や関係団体などと連携した取組の推進  

大学などの教育機関をはじめ、図書館や博物館などの生涯学習関連施設、地域

の企業や学習サークルなどと連携し、幅広い分野や専門性の高い取組を推進する。 
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また、豊富な知識や技能、経験を有する地域の優れた人材の発掘と育成に努め、

こうした人材と連携した取組を推進する。 

【重点目標】 

（１）高校や大学などの教育機関と連携した事業の推進 

（２）図書館や博物館などの生涯学習関連施設と連携した事業の推進 

（３）さやま市民大学やＮＰＯ法人、企業などと連携した事業の推進 

（４）学習サークルと連携した事業の推進 

（５）豊富な知識や技能、経験を有する地域の人材の発掘と育成及びこうした人材と 

連携した事業の推進 

 

基本方針 4 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の推進  

地域の歴史や文化を学び、郷土に対する愛着を育む取組を推進するとともに、学

校・家庭・地域が一体となり、こどもの豊かな心と体を育む取組を推進する。 

また、自治会をはじめ地域の各種団体や関係機関などと連携を図り、まちづくりにつ

ながる取組を推進する。 

【重点目標】 

（１）地域に伝わる伝統文化に関する事業の推進及び民俗芸能振興団体の支援 

（２）こどもの生活体験や社会体験などに関する事業の推進 

（３）学校や地域などと連携した地域学校協働活動の推進 

（４）地区体育祭や音楽祭など、地域で行なわれる行事などの推進及び関係団体 

などの支援 

 

基本方針 5 学習サークルへの支援並びに職員の資質向上  

会員の高齢化などにより学習サークルの中には解散をする事例も見受けられること

から、学習サークルの学びの成果を地域に還元する地域貢献活動を促進し、新規会

員の加入の機会につなげるなど、継続して活動ができるよう支援するとともに、新たな

学習サークルの立ち上げにつながる取組や、充実した活動に向けて施設の機能やサ

ービスの充実を図る。 

また、公民館職員としての資質をより一層高めるため、生涯学習や社会教育に関す

る幅広い知識の習得及び事業の企画立案能力などの向上に努める。 

【重点目標】 

（１）学習サークルの継続的活動支援と地域貢献活動の促進 

（２）学習サークルの充実した活動に向けて施設の機能やサービスの充実 

（３）利用登録団体懇談会などの場を活用した公民館に関する研修などの実施 

（４）職員の資質向上を図るための研修の実施並びに各種研修会への参加 
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開始時期 終了時期

6月 6月 1 回

6月 7月 1 回

4月 3月

4月 3月 16 回

6月 2月 3 回

4月 3月 12 回

6月 3月 2 回

4月 3月 1 回

イ
ベ
ン
ト

会
議

【主催】 1 館長・所長会議 【継続】

相互の情報交換、連絡調整を目的として、市内全11館の公民館及び富士見集会所の職員(主幹以下)に
より構成する会議を実施する。また、利用者を対象としたアンケート調査を実施する。

研
修

【主催】 1 職員研修会 【継続】

【主催】 2 第43回狭山市民展

広
報

【主催】 1 冊子「狭山市の公民館の取り組み」の作成 【継続】 　

効果的に情報発信を行うことを目的として、市内11公民館及び入曽地域交流センター分の事業報告や事
業計画を取りまとめた、冊子「狭山市の公民館の取組」を作成する。

　

相互の情報交換、課題検討を目的として、市内全11館の館長及び富士見集会所長による会議を実施す
る。※原則、毎月第3水曜日の午前

【主催】 2 連絡調整会議（職員部会） 【継続】 　

【継続】

公民館相互の情報交換、連絡連携により、運営の向上を図ることを目的として、入間地区9市町で構成す
る入間地区公民館連絡協議会に参加する。

【共催】 3 入間地区公民館連絡協議会主催研修への参加 【継続】 5-(4)

3-(5)

広く市民の芸術文化に対する意識の普及と創造意欲の高揚を図ることを目的として、展示会を実施する。

公民館職員の資質向上を目的として、入間地区公民館連絡協議会が開催する職員研修に参加する。

5-(4)

公民館等職員の資質向上を目的として、研修会を実施する。

【共催】 2 入間地区公民館連絡協議会への参加 【継続】 5-(4)

随時

【主催】 1 公民館利用サークル入会体験月間 【継続】 3-(4)

サークル活動の支援とともに、広く市民への生涯学習機会の拡充を図ることを目的として、6月を入会体
験の月と位置づけ、公民館だよりなどで周知し、活動しているサークルの情報を発信する。

令和8年度　狭山市公民館連絡協議会　事業計画

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

-144-



 

 

令和 8 年度 

公民館別重点目標・ 事業計画 
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令和 8 年度 中央公民館 重点目標 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題の解決に向けた取組の推進 

価値観の多様化や社会環境の変化に伴う、人権・平和・環境・防災・防犯・少子高齢化・ 

子育て・健康・国際化・情報格差などの「現代的課題」や「地域課題」の解決をテーマとし 

た、住みやすく魅力的な地域づくりにつながる事業を実施する。 

住民のニーズに対応した事業を実施することで、地域の学習拠点として、多くの住民が集 

い、学び合い、支え合える公民館を目指す。 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた全ての人々の居場所づくりの推進 

学習、体験及びレクリエーション活動などを通して、青少年から高齢者まで、世代を問わ 

ず、住民一人一人の「居場所」の創出につながる事業を実施する。 

また、居場所づくりとともに、地域コミュニティの醸成や世代間交流を促進する事業を実施 

する。 

 

重点目標 3 地域力を生かした取組の推進 

地域の教育機関、各種団体、ＮＰＯ法人、企業、生涯学習関連施設などと連携し、地域 

力を生かした専門性の高い事業を実施する。 

また、多くの人のつながりをつくるとともに、地域への愛着を高め、一人一人が積極的に 

課題解決、まちづくりに取り組む機運を醸成する。 

 

重点目標 4 学びの成果を地域で生かす地域貢献活動の推進 

学びの成果を発表する場を設けることや共催で事業を実施することなどを通して、地域貢 

献活動につなげる支援をし、住みやすく魅力的なまちづくりにつなげる。 
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開始時期 終了時期

4月 3月 300 回

8月 8月 15 回

8月 8月 1 回

10月 10月 1 回

1月 1月 1 回

5月 5月 1 回

5月 5月 1 回

7月 3月 4 回

10月 10月 1 回

11月 12月 1 回

1月 1月 1 回

1月 3月 2 回

1月 3月 2 回

2月 2月 1 回

2月 3月 2 回

令和8年度　中央公民館　事業計画　

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

【継続】 1、2、3

【主催】 1 学習スペース「独習」 【継続】 1、2

青少年の居場所づくりに寄与することを目的として、予約の入っていない施設を宿題や受験などの学習用
スペースとして開放する。

【共催】 2 ぼく、わたしの夏休み 【継続】

【共催】 5 入間川地区中学生百人一首かるた大会

1、2、3、4

地域の大人から様々な事を学び、世代間交流を図ることを目的として、夏休み期間の小学生を対象とし
た、中央公民館登録サークルによる体験教室を実施する。

【主催】 3 人にやさしい人権講座 【継続】 1、2、3、4

一人一人が人権を尊重し、多様性を認め合いながら、誰もがいきいきと暮らせる社会づくりを目的として、
夏休み期間の小学生を対象とした人権講座を実施する。

【主催】 4 アーティスト(芸術家)から学ぶ芸術講座 【新規】 1、2、3

地域力を生かして専門的な知識を学ぶ機会を提供すること及び青少年の健全育成を図ることを目的とし
て、小学生及び中学生を対象とした芸術に関する講座を実施する。

百人一首かるたの伝統や文化を学ぶとともに、大会を通じて、青少年の交流や健全育成を図ることを目的
として、中学生を対象とした百人一首かるた大会を実施する。

【共催】 1 郷土の歴史文化講演会 【継続】 1、2、3

郷土意識の高揚を図ることを目的として、源頼朝の追手に入間河原で討たれた清水義高を題材とした、講
演会を実施する。

【主催】 3 あけぼの教室 【継続】

【共催】 2 楽しくエクササイズ講座 【継続】

1、2、3、4

障害者の自立、社会参加の促進とボランティアの育成を図ることを目的として、障害者を対象に体験学習
や交流事業を実施する。

【共催】 7 初心者スマートフォン講座 【継続】 1、2

情報格差の解消及びスマートフォンを使用した情報発信・情報収集などができるようになることを目的とし
て、スマートフォンの基本的な使い方を学ぶ講座を実施する。

【共催】 4 Hello Hello Halloween　おはなし会 【新規】 1、2、3

本に触れ、親しむ機会を提供すること及び親子で「楽しい」を見つけてもらうことを目的として、ハロウィーン
に関連したおはなし会(読み聞かせ等)を実施する。

【継続】 1、2、4

情報格差の解消及びパソコンを使用した情報発信・情報収集などができるようになることを目的として、パソ
コンの基本的な使い方を学ぶ講座を実施する。

【共催】

【継続】 1、2、3

子育てについての悩みや不安を解消する一助とすること及び地域で子育てを応援することを目的として、
子育てに関連する講座を実施する。

男女共同参画社会を実現するための意識啓発を目的として、講座を実施する。

9 ステップアップセミナー

【主催】 10 お茶の楽しみ方　エトセトラ 【継続】 1、2、3

狭山市の特産品であるお茶を生かし、健康で豊かな生活を送ることを目的として、「狭山茶」について学
び、様々な楽しみ方を体験する講座を実施する。

成
人
一
般

青
少
年

【共催】

1、2、3

心身の健康、運動不足の解消及び世代間交流を目的として、入門レベルのエクササイズ（運動）講座を実
施する。

1、2、3

環境に対する市民の意識啓発を図ることを目的として、身近な環境問題（ごみ問題、温暖化、電力問題、
入間川再生プロジェクト、環境まちづくりなど）を学ぶ講座を実施する。

【継続】 1、2、3

5 環境にやさしいライフスタイル講座 【継続】

【共催】

8 初心者パソコン講座

【共催】

6 子育て応援講座
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開始時期 終了時期

令和8年度　中央公民館　事業計画　

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

4月 3月 12 回

10月 3月 5 回

9月 9月 1 回

10月 3月 6 回

9月 9月 1 回

10月 10月 1 回

10月 10月 1 回

10月 11月 1 回

11月 11月 1 回

11月 11月 1 回

11月 11月 1 回

2月 2月 1 回

2月 2月 1 回

2月 2月 1 回

【継続】

【共催】 3 狭山市美術家協会展・県展入選作展

1、2、3、4

【継続】

【共催】 6 入間川地区ソフトボール大会 【継続】 1、2、3

地域住民の交流及び親睦を図ることを目的として、自治会対抗のソフトボール大会を実施する。

【共催】 5 市民交流コンサート 【新規】 1、2、3

【共催】

1、2、3

認知症予防を目的として、日常生活で気軽に行うことができる認知症予防に関する講座を実施する。

地域住民の写真活動を促進すること及び芸術文化の普及啓発を図ることを目的として、狭山市写真連盟
による展示会を実施する。

【継続】

1、2、3、4

9 写真連盟展 【継続】 1、2、3、4

【共催】 7 入間川まちづくりコンサート

1 狭山市囲碁大会団体戦

【共催】 4 健康講座 【継続】

【共催】 10 茶の花講演会 【継続】 1、2、3

狭山市に関連のある詩人・吉野弘の作品と生涯を紹介することを目的として、講演会を実施する。

【共催】

地域住民の音楽、芸術文化活動の普及啓発及び狭山市駅西口周辺のにぎわいづくりを目的として、地域
の保育所、幼稚園、小学校や社会人などが出演するコンサートを実施する。

【継続】 1、2、3

スポーツによる健康増進及び参加者の交流、親睦を図ることを目的として、体育祭を実施する。

市民文化の向上及び市民相互の交流を図ることを目的として、中央公民館利用者（団体）の日頃の成果を
発表する文化祭を実施する。

1、2、3

【共催】 4 市民文化祭中央公民館会場

参加者の健康づくりや仲間づくりなどを支援することを目的として、健康に関する講座を実施する。

1、2、3、4

【共催】

芸術文化の普及啓発を図ることを目的として、展示会を実施する。

参加者の交流と囲碁人口の拡大を図ることを目的として、囲碁大会を実施する。

2 入間川体育祭

【共催】 【継続】 1、3

【継続】 1、2、3

【共催】 2 すこやか体操教室 【新規】

【共催】 3 認知症予防講座

地域の高齢者の健康維持、仲間づくりを目的として、体操、ゲーム、脳トレ、レクリエーションダンスなどのレ
クリエーションを月１回実施する。

1 オレンジカフェ 【継続】 1、2、3

多くの市民が生涯学習活動を始めるきっかけとすることを目的として、コンサートを実施する。

高
齢
者

認知症の人とその家族が安心して過ごすことができることを目的として、誰もが気軽に集い、情報交換や相
談ができる場として、認知症カフェを月１回実施する。

イ
ベ
ン
ト

【共催】 8 狂言講演会

室町時代から続く伝統文化を地域に広め、次世代への伝承を図ることを目的として、狭山市に関連する狂
言（演目「狂言入間川」）を学ぶ講演会を実施する。

【継続】 1、2、3、4
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令和 8 年度 富士見公民館 重点目標 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題への取組の推進 

人権、平和、環境、防災、防犯、少子高齢化、子育て、健康などに関わる現代的課題や地

域が抱える固有の課題の解決に向けた事業を実施する。また、災害に強いまちづくりに繋がる

事業や地域力の強化に向けたコミュニティづくりの活動を推進する。 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた公民館事業の充実 

ライフステージに応じ幼児から高齢者まで、障がいの有無などに関わらず、幅広い世代の

誰もが参加できる事業の充実と、合わせて異世代交流を踏まえた事業も実施する。 

 

重点目標 3 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる公民館事業の推進 

地域の歴史や文化を学び、郷土に対する愛着を育む事業の推進と、地区体育祭や音楽祭

をはじめとした地域で行われる行事を推進し、関係団体等の支援を行う。 
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開始時期 終了時期

4月 3月

7月 8月

7月 8月

7月 3月

4月 7月

4月 3月

4月 3月

6月 3月

7月 3月

7月 3月

9月 9月

2月 2月

4月 3月

4月 3月

4月 3月 11回

地域での仲間づくりと健康増進を図ることを目的に、簡単なストレッチやレクリエーションを中心とした講座
を実施する。

2

4 手作り遊びとお話し会

学習の場としてロビー、遊びの空間として保育室をそれぞれ定員数を設けた上で提供し、小・中学生を対
象として学習や子ども同士のふれあいの場を提供する。

【主催】 2 東雲大学 【継続】

男女共同参画社会を実現するための意識啓発を目的として、講座を実施する。

【主催】

3回

12回 1

就園前の親子同士のふれあいを深めることを目的に、親子で楽しめるレクリエーションによる子育て応援
講座を毎月第3金曜日に実施する。

【新規】 21回

48回

2

【共催】 3 親子サロン「すくすく」

10回

1回 2

世界的環境問題を理解し、日頃の生活に取り込めるような実践に役立つ講座を実施する。

令和8年度　富士見公民館　事業計画　

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

【主催】 1 ふじみっこベース 【新規】 200回 1、2

青
少
年

【主催】 2 みんなで作る七夕飾り 【継続】 1回 2、3

入間川七夕まつりに合わせて七夕飾りを作成し、館内に飾ったあと、まつり会場に展示する。

【主催】 3 子ども陶芸教室 【継続】 1回 2、3

2、3

【共催】 1 いきいき百歳体操しののめ 【継続】 2

高齢者の健康維持を目的に、元気な老後を目指して「いきいき百歳体操」を開催する。

【継続】

【共催】 5 プレイルーム 【継続】

【主催】 3 ひまわり元気塾 【新規】

【継続】 1、23回

ものづくりを通じて地域の世代間交流を図ることを目的として、夏休み期間の小学生を対象に富士見公
民館登録サークルによる陶芸体験教室を実施する。

小学生までの親子を対象に、親子同士の触れ合いを深めるとともに、子どもの読書に対する関心を高め
ることを目的に、工作と物語の読み聞かせの2部構成で実施する。

1回 1

社会課題となって久しい「認知症」について学習し、地域社会での暮らしをより豊かにするための講座を
実施する。

【主催】 6 生涯学習支援講座 【継続】 3回 1

陶芸やそば打ちなど、ものづくりや食文化を通じて幅広い年齢層の交流を図ることを目的としてワーク
ショップを開催し、生きがいや仲間づくりの場を提供する。

【主催】 2 環境講座 【継続】

フルーツカッティング、スモールボールストレッチなど女性が楽しみながら、日々の生活をより豊かにする
ための講座を実施する。

【共催】 7 認知症勉強会 【新規】

【共催】 8 ステップアップセミナー

成
人
一
般

高
齢
者

【共催】 1 パソコン実用講座 【継続】 12回 1、2

情報格差の解消及びパソコンを使用した情報発信・情報収集などが出来るようになることを目的として、
パソコンの基本的な使い方を学ぶ講座を実施する。

【主催】 4 女性講座 【継続】 5回 1

高齢者の生きがいづくり、健康づくりを推進することを主として、健康、環境、人権、金融など、様々なジャ
ンルの中からテーマを選択し、第３木曜日に実施する。

未就学児と保護者を対象に春夏冬それぞれ季節を味わう遊びや体験を提供する。
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開始時期 終了時期

令和8年度　富士見公民館　事業計画　

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

6月 3月

1月 3月

1月 3月

5月 5月

5月 2月

6月 6月

10月 10月

10月 11月

11月 11月

11月 11月

地域に賑わいをもたらし、地域社会のつながりを深めることを目的に、食・体験・音楽を通じて誰もがいっ
しょに楽しめる交流の場を提供する。

【共催】 6 入間川まちづくりコンサート 【継続】 2、3

【共催】 4 入間川体育祭 【継続】

1回

【主催】 1 富士見フェスタ 【新規】

音楽を通じて地域住民のつながりを深めることを目的に「山吹の会歌祭り」「富士見ミュージックフェスティ
バル」「ふじみコンサート」「音の響演奏会」の4事業を実施する。

【共催】 2 地域の音楽家による演奏会 【継続】 4回

1回

1回

1回

【新規】 3回 2

1回

2回 1、2

情報格差の解消及びパソコンを使用した情報発信・情報収集などが出来るようになることを目的として、
パソコンの基本的な使い方を学ぶ講座を実施する。

2

2、3

3館（水野・広瀬・富士見）合同事業として歴史探索や体験学習を盛り込んだバス旅を実施する。

【共催】 3 バス旅 【新規】 3

2、3

スポーツによる健康増進及び参加者の交流、親睦を図ることを目的として、体育祭を実施する。

【共催】 5 市民文化祭富士見公民館会場 【継続】 2

【共催】 7 入間川地区ソフトボール大会 【継続】 1回 2、3

ソフトボールを通じて自治会内の活動を促し、他自治会との交流と親睦を図ることで、相互の協力、協調
の意識を育て、生き生きとした元気な地域づくりのために開催する。

公民館サークルに発表の場を提供し、地域文化の高揚を図ることを目的に、公民館全館を会場として
サークルの活動発表および作品展示を実施する。

地域住民の音楽、芸術文化活動の普及啓発及び狭山市駅西口周辺のにぎわいづくりを目的として、地
域の保育所、幼稚園、小学校や社会人などが出演するコンサートを実施する。

【共催】 6 初心者パソコン講座 【新規】

4 電動シニアカー体験講座

情報格差の解消及びスマートフォンを使用した情報発信・情報収集などが出来るようになることを目的と
して、スマートフォンの基本的な使い方を学ぶ講座を実施する。

イ
ベ
ン
ト

高
齢
者

【共催】 5 初心者スマートフォン講座 【新規】 2回 1、2

交通弱者となりやすい高齢者の交通安全意識を高める。日々の生活を安全に過ごしてもらうことを目的に
試乗体験を通じてルールの周知を図っていく。

【主催】
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令和 8 年度 入曽公民館 重点目標 

入曽公民館では公民館事業と入曽地域交流センター事業と各々の重点目標を設け事業

に取り組む。 

  

重点目標 1 現代的課題への取組及び人材の活用 

人権、平和、環境、少子高齢化、健康、国際化、防災、情報格差解消など、地域住民がより

よい生活を営む上で解決が必要な課題について学ぶ事業を実施する。 

また、事業の実施については関係団体と連携を図り、地域の人材等の活用に努める。 

 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた事業と世代間交流の促進 

幼児から高齢者まで、変化しつづける生活環境の中で豊かな人生を歩めるよう、ライフステ

ージに沿った事業の計画及び実施をする。 

併せて、世代間の交流を促進する事業を展開する。 

    

重点目標 3 様々な関係団体と連携した事業の実施 

地域の関係団体、活動サークル及び社会教育施設等と連携し、それぞれが活躍できる講

座や、地域の魅力を高める事業の実施に努める。 

    

 重点目標 4 地域を知り、郷土愛を深める事業の充実 

入曽の歴史や伝統文化、入曽ゆかりの文化人等に関する学習機会を充実するとともに、地

域の文化活動や伝統文化の継承などを支援し、文化を通じて地域がつながる事業を推進す

る。 
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開始時期 終了時期

4月 3月 5 回

5月 12月 1 回

5月 3月 10 回

5月 11月 3 回

5月 12月 1 回

5月 2月 3 回

6月 2月 1 回

6月 2月 2 回

7月 2月 1 回

6月 2月 5 回

5月 5月 1 回

10月 10月 1 回

10月 11月 1 回

日頃の創作活動などの成果発表の場を提供し、市民文化の向上を図るとともに、そこに集う市民相互の交
流を図る。

イ
ベ
ン
ト

【共催】 1 入曽地区自治会対抗ソフトボール大会・ボッチャ大会 【継続】 3

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民相互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高める。

【共催】 2 第70回入曽地区体育祭 【継続】 3

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民相互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高める。

【共催】 3 市民文化祭 【継続】 3、4

高
齢
者

【主催】 1 いりそカレッジ 【継続】 1、2

地域の高齢者が毎日の生活を心豊かに快適に過ごせるよう、教養の向上や健康の増進などにつながる講
義や技術習得などの機会を提供する。

地域の医療機関や団体と連携し、健康に関する講座を実施する。

【主催】 4 人権・平和講座 【継続】 1

個の違いを認め合い、お互いの人権や平和が尊重される地域社会づくりを目指し、人権や平和に関する
学習を行う。

【共催】 5 地域福祉・防災・防犯講座 【継続】 1、3

地域福祉の増進や防災・防犯意識の向上を目的に、地域団体等と協力し、福祉、医療、防災、防犯関連
の講座を実施する。

【共催】 6 健康講座 【継続】 1、3

3 入曽をまなぶ 【継続】 3、4

地域への理解や郷土愛を深めることを目的に、入曽の歴史・文化、ゆかりのある文化人などについて学
ぶ。

【主催】 2 国際交流講座 【継続】 1

長期休暇など、学校が休みの期間における子供の自主性の育成と世代間交流の促進を図るために、専門
家や地域の大人などによる体験学習を行う。

令和8年度　入曽公民館　事業計画

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

青
少
年

1

入曽地区の小・中学校及び利用者団体を対象に、一人一人が互いに尊重し合える社会を実現するために
実施する。

【共催】 3 げんキッズ 【継続】 2、3、4

成
人
一
般

【主催】 1 こどもチャレンジ教室 【継続】

【主催】 2 第25回人権標語 【継続】

入曽地区内の小学生を対象に、体験学習を通して異年齢の交流と仲間づくりの促進を図る。

異なる文化や言語を学ぶ機会を提供し、国際理解の推進と異文化交流への意識向上を図る。

【主催】 1 スマートフォン教室 【継続】 1

情報収集や、コミュニケーションの手段として使いこなせるようにすることを目的に、スマートフォンでできるこ
とを学ぶ。

【共催】

1、2、3
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令和 8 年度 水野公民館 重点目標 

 

重点目標 １  

現代的課題や地域課題への取組の強化 

人権、平和、環境、防災、防犯、少子高齢化、子育て、健康等に関わる現代的課題や

地域が抱える課題の解決に向けた事業を充実させる。また、実施する事業において、豊

富な知識や技能及び経験を有する人材の活用を図る。 

 

重点目標 ２  

ライフステージに応じた学びと交流を促進する事業の充実 

青少年から高齢者等の幅広い世代が活動できるよう、ライフステージに応じた事業を実

施する。異世代間交流の機会を提供する事で、相互理解を深め、より豊かな地域コミュニ

ティづくりを目指す。 

 

重点目標 ３  

地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の推進 

地域行事や地域伝統文化に関わる事業を行い、地域の行事の再構築や団体の支

援を推進する。また、子供の豊かな心と体を育むために、自治会、地域の各種団体、

地域の学校と連携し、公民館事業に取り組む。 
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開始時期 終了時期

4月 3月

6月 2月 5 回

3 カブト虫観察会・里山の落ち葉はき 7月 2月 2 回

7月 8月 3 回

10月 10月 1 回

11月 11月 1 回

11月 11月 1 回

12月 12月 1 回

4月 4月 1 回

4月 7月 12 回

4月 9月 10 回

4月 3月 1 回

6月 7月 1 回

6月 6月 1 回

6月 1月 3 回

【継続】

【共催】 2 おでかけ ぱれっとさん 【継続】 1、2、3

未就学児、保護者や妊産婦を対象に、ふれあい遊びや身体測定などの育児相談の場を提供する。

小学生を対象に地域団体と連携して、里山の自然に親み　環境への理解を深めることを目的に「カブト虫
観察会」「里山の落ち葉はき」の2事業を実施する。

【共催】

6  南小・水野公民館交流事業

1、2

【継続】5  南小 町たんけん 1、2

【共催】 6 人権講座 【継続】 1、2、3

個性の違いを認め合い、お互いの人権が尊重される地域社会づくりを目指すことを目的に人権に関する講
座を行う。

成
人
一
般

行程に時事に関することや歴史探訪、伝統芸能や地域の名物などの学びを含めたバスツアーを地域発着
で実施する。

地域団体などと連携して、水野の里山を散策しながら自然環境や里山の歴史、散策マナーを学ぶことを目
的に実施する。地域の自然に親しみ、里山の現状を知ることで地元への関心を高める。

【共催】 【新規】 1、2、3

【主催】

【主催】

令和8年度　水野公民館　事業計画（案）

分
類

事業名 回数 重点目標

【主催】 1 開放教室 【継続】 2

ねらい／内容

随時

青
少
年

小学生～大学生を対象に空き部屋を活用して良好な学習環境を提供し、集中して勉強に取り組むことを
目的に実施する。

小学生を対象に、夏休み期間中にドキドキする体験やわくわくする物作りを行う。地域の学び対象とし、
サークル団体に指導者となってもらう。

8  書き初め学習会

【継続】

南小学校の２年生が学校の授業として行う「町たんけん」の中に公民館も見学先として加え、子どもたちに
公民館の存在や役割を知ってもらう。

【主催】

中学校・高校の現役化学教諭を講師に招き、身近な物を使って実験を行う。青少年が科学に親しみ、興
味・関心を深めるきっかけを提供する。

1、2、3

【継続】

7  科学実験教室

小学佼3～6年生を対象に実施する。公民館サークルの指導で書初めの練習をし、上達を目指す。
完成した作品は、ロビーに展示し、地域住民に成果を披露する。

【主催】

【新規】

通年実施の主催事業の中で、一般にも公開した方が良いと思われる講座を選び、広く案内や募集を行う。

2 パソコン 実用講座

2【共催】 5 大人の社会科見学 【継続】

4  一般公開講座 【継続】 1、2、3

1、2、37 スマートフォン講座(実用編）

3 ゆるやかヨガ＆エクササイズ 【継続】 1、2、3

働く世代を対象に、簡単に誰でも出来るヨガ＆エクササイズを実施する。夜間に実施する事で、夜間利用
の促進と働く世代の参加増加を目指す。

【主催】 4 夏休みのわくわく体験 【新規】 1、2、3

狭山パソコン支援の会の指導で、Word に特化した講座を行う。中級者程度の内容とし、より便利な機能も
使えるように学ぶ。

【主催】

【共催】

【共催】 1 環境講座「里山自然観察会」 1、2【継続】

1、2、3

【共催】

南小学校の６年生を対象に戦中戦後の生活体験を聴く会を行う。戦争体験者が語り部となり、小学生に戦
争の悲惨さや平和の大切さを学んでもらう。また 地域の世代間交流も目的とする。

1、2、3【継続】

開催ごとに実施するテーマを決め、都度募集を行う。自分のスマートフォンを使って操作、習熟してもらい
活用を図る。
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開始時期 終了時期

令和8年度　水野公民館　事業計画（案）

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

6月 6月 1 回

2月 2月 1 回

4月 3月 11 回

4月 3月 12 回

4月 4月 1 回

4月 3月 10 回

4月 3月 11 回

4月 3月 11 回

10月 12月 2 回

7月 10月 2 回

10月 10月 1 回

10月 11月 1 回

11月 11月 1 回

12月 12月 1 回

成
人
一
般

【共催】 3  入曽地区体育祭 2、3【継続】

2  水野の森の音楽会 【継続】【共催】

6 水野実年大学 【継続】 1、2

高齢者の知的好奇心を充足し、充実した時間を過ごすために実施する。参加者同士の繋がりを重視し、座
学講座・館外学習・調理等の様々な内容を実施する。

健康に関する様々な講習と簡単なストレッチ体操を通じて健康の維持・増進を図る。

【継続】 2、31 公民館清掃【主催】

【主催】

【継続】【主催】 3 シニア料理教室 「千客万来」

1、2、3【継続】【共催】 4 市民文化祭水野会場

【継続】 2、3

地域住民が交流し、明るい元気なまちづくりを目指すことを目的に開催する。

地域住民を対象に、音楽に親しみ楽しんでもらう機会提供する。また　音楽を通して地域の交流を図ること
を目的に実施する。

【共催】 5 いりそフェスタ2026

スポーツを通して地域の連帯意識と親睦を深めるために開催する。

【共催】 5  さんぽ 【継続】 1、2

公民館サークルが日頃の学習成果を発表し、地域の交流と文化の継承やサークル活動の発展を図ること
を目的に実施する。

高
齢
者

2、3

文化祭前と年末の計２回、公民館内外の清掃と懇談を行う。公民館の利用意識を高め、自主的な参加を促
すことを目的に実施する。

イ
ベ
ン
ト

【共催】 6 水野の森クリーン作戦

近隣3自治会と連携して水野の里山の清掃を行なう。地域の自然環境への理解を深め、住民の交流と連携
を図ることを目的に実施する。

【継続】 1、2

1、2

高齢者の孤立化を防止するため料理教室・食事会を行い、地域とのつながりを促進する。対象は、一人暮
らしの高齢者を中心として実施する。

【主催】 4 いきいき百歳体操 【継続】 1、2

高齢者の健康維持を目的に、元気な老後を送ることを目指して実施する。

講習を通して認知症予防の意識付け、行動を促すこと及び地域のコミュニティづくりを目的に実施する。

【継続】 1、2

【共催】 9 防災講座 【継続】 1

【共催】 1 笑ってはつらつ認知症予防講座

近年の災害から起こりうる災害を想定し、地域団体と一緒に防災の意識向上に努める。

【主催】 8 ハッピーベビー　手形・足形アート 【新規】 1

未就園児と保護者を対象に子どもの手形や足形の記念になるようなプレート作品を作成する。
指導を陶芸サークルに依頼し、世代交流も図る。

【新規】

ノルディックウォーキングなどの運動や高齢者の居場所作りをすることで、健康維持、増進を目的として実
施する。また、この講座により、地域コニュニティの形成を図る事も目的とする。

【共催】 2 水野はつらつ広場 1、2
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令和８年度 堀兼公民館 重点目標 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題への取組の強化及び人材の発掘と育成 

人権、平和、防災などの現代的課題や地域社会の発展に寄与する事業を積極的に実施し、

地域の優れた人材を発掘し、育成することに努める。 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた事業の充実 

子どもから高齢者まで、すべての世代が主体的に学び、活動し、生きがいを感じられるよう、

ライフステージに応じた事業の充実を図るとともに、幅広い世代間の交流を促進する事業を展

開する。 

 

重点目標 3 大学などの教育機関や関係団体などと連携した学習機会の充実 

学校、図書館、博物館、公民館サークルなどと連携し、多様な分野で専門性の高い事業を

実施し、学習機会の充実を図る。 

 

重点目標 4 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の推進 

地域の歴史や文化を学び、郷土愛を育む事業を推進するとともに、公民館の基本的な機能

である「つどう・まなぶ・むすぶ」を活かし、自治会や地域団体、関係機関との連携を強化し、ま

ちづくりにつながる事業を実施する。 

 

重点目標 5 学習サークルへの支援並びに職員の資質の向上 

会員の高齢化などにより学習サークルの存続が難しくなっている現状を踏まえ、継続的に

活動ができるよう支援するとともに、学習成果を地域で活かす場の拡充を図る。また、利用者

から信頼される公民館職員を目指し、企画立案能力の向上など自己研鑽に努める。 
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開始時期 終了時期

4月 3月 1 回

5月 5月 1 回

5月 3月 2 回

6月 3月 2 回

8月 8月 1 回

8月 8月 1 回

11月 3月 3 回

1月 1月 1 回

1月 1月 1 回

4月 4月 1 回

7月 9月 3 回

8月 3月 2 回

8月 3月 1 回

12月 12月 1 回

12月 12月 1 回

【継続】

1、4

8 堀兼冬まつり

【主催】 9 親子で紙ひこうきづくり 【継続】 2

紙ひこうきづくりを通してこどもの想像力を養うとともに親子の絆を深める。

【共催】

成
人
一
般

【継続】

【共催】 6 お正月門松作り教室 【継続】 2、3、4

伝統文化の継承を目的に、堀兼産の材料を使った門松作りを学ぶ。

【主催】 2 ひょうたんランプ講座

堀兼地域の青少年に広く公民館を知ってもらい新たな利用者を増やすことを目的に、予約の入っていない
施設を自主学習する場として活用する。

1、2、3、4

市の特産品に親しむことを目的に、親子で茶摘みを体験する。

【主催】

【継続】 2、3

自然の素材を使用したクリスマスリース作りを通して、参加者の創造力を養う。

1 竹林整備と竹の子掘り体験講座

6 マジック教室

【共催】 4 学社融合「 ほりかね　ふるさと学習」

1、2、3

身近な環境問題や環境にやさしいライフスタイルを考えるきっかけを作ることを目的に、上赤坂公園内やさ
いたま緑のトラスト9号地にて雑木林の保全や省エネなどについて学び、環境に対する意識の向上を図る。

【継続】

3 人権に関する講座

同和問題をはじめ、子供、高齢者、女性、外国人、障がい者など様々な人権問題への理解を深めることを
目的に、講座や研修会を実施する。

【共催】

【継続】 2、3、5

令和8年度　堀兼公民館　事業計画

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

【主催】

【主催】 1 開放学習室ほりかね

2 親子でお茶摘み体験　 【継続】 1、2、4

2

青
少
年

【主催】

【共催】

【共催】 3 学社融合「 地域事業に参加しよう」 【継続】

【継続】

【継続】

マジックを通して、子どもの創造力を養い、新しいことにチャレンジする楽しさを学ぶ。

【継続】

世代間交流や地域交流を図ることを目的に、昔の遊び体験などを実施する。

【主催】

2

1、2、3、4

堀兼中学校の生徒が地域事業へボランティアとして参加することで、地域との関わり方を学び、地元の方々
とのつながりを深めることを目的とする。

健全な里山の維持管理と竹林の美化清掃を行うことの意義を知ることを目的に、竹林清掃や竹の子掘りの
体験をする。

1、2、3

【継続】 2、4

堀兼産の食材を使ったパン作りを通して、親子の絆を深める。

【主催】 5 クリスマスリース作り教室　

【継続】 1、2、3、4

5 親子でパン作り教室

堀兼地域への理解を深め、ふるさとへの誇りや愛着心を醸成し、地域を活性化することを目的として、民話
の語りや読み聞かせなどを実施する。

堀兼産のひょうたんを使ったひょうたんランプ作りの体験を通して地域の魅力に触れる。

【主催】 4 平和に関する講座 【継続】 1、2、3

平和への理解を深めることを目的に、講演会を実施する。

7 環境講座
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開始時期 終了時期

令和8年度　堀兼公民館　事業計画

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

1月 3月 1 回

2月 2月 1 回

3月 3月 1 回

5月 11月 3 回

5月 10月 2 回

11月 11月 1 回

6月 1月 2 回

7月 7月 1 回

10月 10月 1 回

10月 11月 1 回

12月 12月 1 回

成
人
一
般

アウトドア体験として燻製作りを学ぶ。

【主催】

火災、地震、洪水などの防災に対する備えの重要性を学習することを目的に、研修などを実施し、防災意
識を高める。

【主催】 8 燻製作り体験 【継続】 2

1 堀兼ふれあいサロン　 【継続】

2 堀兼ふる里まつり　 【継続】 4

1

【継続】 1、2、3

9 防災講座

3 グランドゴルフ大会

【共催】

1、2

堀兼産の食材を使ったお菓子づくりを通して、参加者相互の交流を図るとともに、公民館活動に関わるきっ
かけとする。

【継続】

1 ほりかね寿大学　

【共催】

参加者同士の交流を図り公民館活動に関わるきっかけ作りをするとともに、地域住民の外出機会の創出、
孤立の防止を目的として、社会福祉協議会や地域団体と連携して実施する。

1、2、3

高齢者の健康増進と参加者同士の交流、生きがいづくりを目的に、各地区寿会の運営委員とともに事業を
企画し、実施する。

高齢者の健康増進と参加者同士の交流、生きがいづくりを目的に、ペタンク大会を実施する。

【共催】 2、4

高
齢
者

2 ペタンク大会　

【共催】

高齢者の健康増進と参加者同士の交流、生きがいづくりを目的に、グランドゴルフ大会を実施する。

【継続】

イ
ベ
ン
ト

【継続】

【共催】

夏祭りを通して郷土意識の高揚と地域住民の親睦を図ることを目的に、自治会、学校、地域施設などと連携
しふる里まつりを実施する。

【共催】

【共催】 3 市民体育祭 【継続】 4

4 市民文化祭堀兼公民館会場　 【継続】 3

スポーツを通じて健康増進と地域住民同士の交流、連帯意識を深めることを目的に、自治会、地域団体な
どと連携し市民体育祭を実施する。

公民館登録団体の活動成果を発表し、団体会員や地域住民の交流を図ることを目的に、各団体などと連
携し文化祭を実施する。

公民館登録団体の活動成果を発表する場を設けることで、サークル活動の活性化、及びサークル間の親睦
を図るとともに、地域住民が音楽に親しむ機会を提供する。

【共催】 5 音楽サークルクリスマスコンサート　 【継続】 1、2、3、5

2、4【主催】 7  お菓子づくり教室 【継続】
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令和８年度 狭山台公民館 重点目標 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題への取組の推進 

（1）人権・平和・環境など、現代的課題に関わる事業の推進 

（2）少子高齢化や障がいのある市民の社会参加など地域が抱える課題に関わる事業の推進 

（3）防災・防犯意識の向上に関わる事業の推進 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた学びと交流を促進する事業の推進 

（1）幼児とその家庭及び青少年を対象とした事業の推進 

（2）高齢者及び成人を対象とした事業の推進 

（3）幅広い世代の交流を図る事業の推進 

（4）ＩＣＴを活用した情報格差の解消を図る事業の推進  

 

重点目標 3 地域資源を活用した学習機会の充実 

（1）地域団体等と連携した事業の推進 

（2）公民館利用団体と連携した事業の推進 

 

重点目標 4 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の推進 

（1）子供の生活体験や社会体験等に関する事業の推進 

（2）地域にある学校との協働活動の推進 

 

重点目標 5 学習サークルへの支援並びに職員の資質向上                                                                                                                             

（1）公民館サークルの継続的活動の支援と、学習成果を活かした地域貢献活動の促進 

（2）職員の資質向上を目的とした各種研修会への参加 
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開始時期 終了時期

4月 12月 3 回

7月 3月 4 回

7月 3月 1 回

12月 12月 1 回

3月 3月 1 回

5月 3月 1 回

5月 3月 3 回

5月 3月 1 回

5月 3月 1 回

5月 3月 1 回

4月 3月 6 回

4月 3月 12 回

4月 3月 24 回

6月 7月 1 回

青
少
年

環境に対する意識の向上を図るとともに、森の保全活動を体験する。

令和8年度　狭山台公民館　事業計画

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

狭山台地区スポーツ推進委員と連携し、健康に役立つ講座を実施する。

高齢者の介護予防を目的に、管理栄養士による栄養講座と調理実習を実施する。

【共催】 1 親子リトミック

【共催】 2 おはなし会 【継続】 1、2、3、4、5

子どもの情操育成と参加者相互の交流を図る。

【共催】 3 子ども料理教室

【共催】

スマートフォンのしくみ及び操作方法を学習し、日常生活に役立てる。

5 シイタケのコマ打ちとシイタケ狩り 【継続】 1、2、3、4

自然と触れ合いながら雑木林の有効活用を学習する。

4 暮らしに役立つスマホ講座 【継続】 1、2、3

【継続】 1、2、3、4

【継続】 1、2、3、4、5

食の大事さ及び調理の楽しさを学習する。

【共催】

1、2、3

4 65歳からの栄養講座 1、2、3

【共催】 1 子育て応援講座

【共催】 3 スマホ基本講座 【継続】 1、2、3

1 狭山台寿大学 【継続】 1、2、3、4、5

1、2、3、4

親子で音楽を楽しむとともに体を動かしスキンシップを図る。

【継続】

人・環境・社会から遊びを引出し、子育てを考える講座等を実施する。

【継続】

【共催】 4 森の木を切る体験学習 【継続】

【共催】 5 健康づくり講座 1、2、3

【継続】

【共催】 2 さやまだいスクール（介護予防教室） 【継続】 1、2、3

住み慣れた場所で元気に生活を続けていくことを目的に、健康や生活について学習する。

【共催】 3 65歳から始められるヨガ教室 【継続】 1、2、3

健康増進と社会参加の場を提供することで、加齢に伴う孤立の予防を図る。

高
齢
者

成
人
一
般

【主催】

【共催】

楽しく料理を学習し、仲間づくりや家族との交流に役立てる。

【共催】 2 料理教室 【継続】 1、2、3、5

情報格差の解消を目的に、身近な場面で活用できる「暮らしに役立つＩＣＴ」を学習する。

健康や歴史、環境問題など幅広く学習するとともに、参加者相互の交流と教養の向上を図る。
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開始時期 終了時期

令和8年度　狭山台公民館　事業計画

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

4月 5月 1 回

4月 5月 1 回

7月 3月 1 回

7月 7月 1 回

8月 3月 1 回

9月 3月 1 回

10月 10月 1 回

10月 11月 1 回

11月 11月 1 回

11月 11月 1 回

12月 3月 1 回

3月 3月 1 回

【共催】 11 オカリナミニコンサート 【継続】 1、2、3、5

公民館利用団体の発表の場を設けることでサークル活動の活性化を図り、地域住民に音楽に親しむ場を
提供する。

イベントを通じて、住民相互の交流を図り、明るく住みやすいまちづくりを進めることを目的に地域団体が連
携し実施する。

【共催】 12 春フェスタ狭山台 【継続】 1、2、3、4、5

朗読グループの熟練された朗読を通し、日本語の美しさや作品の楽しさ、面白さを感じられる場を提供す
る。

朗読を通し、平和の尊さを再認識する。

【主催】 2 狭山台グラウンドゴルフ大会 【継続】 1、2、3

3 狭山台ふるさと祭り 【継続】

【継続】 1、2、3、5

【共催】 4 童句翁忌句会 【継続】 1、2、3、5

【共催】

【共催】 5 平和への祈り朗読会

イ
ベ
ン
ト

9 狭山台OVER130テニス～ダブルステニスの集い～ 【継続】 1、2、3、4

【主催】 １ 狭山台ペタンク大会 【継続】 1、2、3

ペタンクを通し、地域住民の健康増進と相互の交流を図る。

【共催】 7 狭山台地区体育祭

グラウンドゴルフを通し、地域住民の健康増進と相互の交流を図る。

誰もが楽しめる体育祭をコンセプトに、ゲーム感覚の競技を通して地域の人々の交流と健康増進を図る。

シニアテニス愛好者の技術の向上、健康の増進を図るとともに交流の場を提供する。

【継続】 1、2、3、4、5

10 狭山台ふれあい音楽祭 【継続】 1、2、3、4、5

音楽に親しむ機会を提供するとともに地域住民の交流を図る。

1、2、3、4、5

【共催】

狭山台地区全体の祭りを実施し、ふるさと意識の醸成と地域住民の交流を図る。

狭山台発祥の童句の募集・選考を通して、地域で生まれた文化の継承と発展を目指す。

【共催】

【共催】 6 朗読と語りの会 【継続】 1、2、3、5

【共催】 8 市民文化祭狭山台公民館会場 【継続】 1、2、3、4、5

団体活動における日頃の学習成果を発表するとともに、鑑賞の場を提供することで生涯学習の促進と地域
文化の振興を図る。
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令和 8 年度 新狭山公民館 重点目標  

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題への取組の推進 

（1）人権・平和・環境など、現代的課題に関わる事業の推進 

（2）地域課題の解決に向けた事業の推進 

（3）防災意識の向上並びに地域コミュニティづくりに資する事業の推進 

（4）ICT を活用したデジタルデバイド解消に向けた事業の推進 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた学びと世代間交流の促進 

（1）青少年から高齢者までライフステージに応じた事業の実施 

（2）幅広い世代の交流を図る事業の推進 

（3）障がいのある方との共生社会実現に向けた事業の推進 

 

重点目標 3 地域の教育機関や関係団体等と連携した事業の推進 

(1)地域の教育機関と連携した事業の推進 

(2)さやま市民大学や NPO 法人、企業等と連携した事業の推進 

(3)学習サークルと連携した事業の推進 

(4)地域の人材の発掘と育成及び連携した事業の推進 

 

重点目標 4 地域のつながりを重視した事業の推進 

(1)地域と連携したこどもの生活体験や社会体験等に関する事業の推進 

(2)学校や地域等と連携した地域学校協働活動の推進 

(3)地域の特性を生かした自治会等地域団体と連携した事業の実施 

  

重点目標 5 学習サークルへの支援並びに職員の資質の向上 

(1)学習サークルの継続的活動の支援と発表の場の提供 

(2)学習サークルの充実した活動に向けた施設の機能やサービスの充実 

(3)職員の資質向上を図るための各種研修会への参加 
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開始時期 終了時期

4月 3月 200 回

4月 3月 1 回

4月 3月 1 回

4月 3月 1 回

11月 11月 1 回

11月 3月 1 回

1月 1月 1 回

2月 2月 1 回

4月 3月 1 回

4月 3月 1 回

5月 2月 3 回

5月 3月 1 回

5月 3月 1 回

5月 3月 1 回

6月 3月 1 回

【共催】

【継続】 2、3、4

【継続】

成
人
一
般

1、2、3、4

【主催】 7 初心者スマホ教室

【主催】

地域の保育施設と連携し、同年代のこどもを持つ保護者の交流と地域コミュニティの形成を図る。

工作や様々なあそびを通して、こどもの創造力や協調性を養うとともに、親子のふれあいの場を提供する。

【共催】 5 餅つきの広場

【共催】 2 こども環境講座

昔遊びを通してこどもの創造性や協調性、社会性を育むとともに、地域の教育力を高める。

8 子育て支援広場｢あそびのおもちゃ箱｣

【共催】 6 新狭山こどもフェスティバル 【継続】 1、2、3、4、5

親子のふれあいとこどもの創造性を育むとともに、子育て中の保護者の地域交流の場を提供する。

1、2、3、4、5

【継続】

【共催】 4 学社融合「地域事業に参加しよう」 【継続】 1、2、3、4

地域住民と協力し事業を成し遂げることから、世代間交流を図るとともに、地域全体の教育力向上に寄与
する。

1、2、3、4【共催】

家庭でも取り組める環境に配慮したライフスタイルについて学び、地球環境を守る意識を高める。

【継続】 1、2、3

令和８年度　新狭山公民館　事業計画

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

【主催】 1 開放教室 【継続】 2、4

【共催】 7 新狭山げんきっ子「昔遊び」 【継続】 1、2、3、4、5

【主催】 3 こども料理教室

利用のない部屋を学生の勉強部屋として通年開放し、公民館に立ち寄る機会を増やすことで、青少年層
の公民館利用の関心を高める。

料理を楽しく学習するとともに、仲間づくりや家族との交流に寄与する。

きねと臼を使った昔ながらの餅つきを地域団体と協力し行うことにより、こどもの社会性を育むとともに、地域
全体の教育力を高める。

スマホの基本操作を学び、生活に便利なツールとしての認知度を高めるとともに、デジタルデバイドの解消
を図る。

6 健康ウオーキング

2 障がい者スポーツ・レクリエーション教室 【継続】 1、2、3、4

障がい者のスポーツ活動の振興を図り、体力の維持、向上を目指すとともにスポーツやレクリエーション活
動を通して様々な人との交流及び障がい者の社会参加を促進する。

【継続】

【継続】

交通事故が起きるメカニズムや交通ルールを再確認し、多様化している特殊詐欺の手口や現状を学習す
ることで、地域ぐるみで被害に遭わないための地域防犯力を高める。

【共催】 5 異食文化料理教室 【継続】 2、3

料理を通して世界と日本の食文化の違いや作法を学ぶとともに、仲間づくりに寄与する。

【継続】

1、2、3

1、2、3

【共催】 3 子育て応援講座

青
少
年

1 地域活動連携講座 【継続】 1、2、3、4

地域の市民団体や商店会、企業などと連携した事業を実施することにより、地区のまちづくりに寄与すると
ともに、全体の親睦・交流を深める。

【共催】 4 防犯・交通安全教室 【継続】 1、2、4

狭山市内のウオーキングを通して、その地域の歴史や自然等を学ぶとともに、心身の健康増進と交流を図
る。

【共催】
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開始時期 終了時期

令和８年度　新狭山公民館　事業計画

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

7月 3月 5 回

7月 7月 1 回

8月 8月 1 回

8月 10月 3 回

9月 3月 1 回

12月 3月 1 回

1月 3月 5 回

4月 3月 21 回

5月 12月 2 回

6月 6月 1 回

7月 7月 1 回

10月 10月 1 回

10月 11月 1 回

全身運動から期待できるフットワークの向上や日頃のストレス解消など、心身の健康増進を図る。

【主催】 11 手作りひょうたんランプ講座 【継続】 1、2

ものづくりと展示発表の場を提供することから、趣味の幅を広げる機会と仲間づくりに寄与する。

1、2、4

【主催】 13 ボクシング体験講座 【継続】 1、2

防災教育を地域全体で受けることにより、進んで命を守る行動がとれるよう災害への備えや発災時の対応
など、地域の防災意識を高める。

【継続】

聴覚障がい者との意思疎通を図るための大切な手段である手話を学習し、障がい者福祉への関心と理解
を深め、地域支援者の輪を広げる。

中原公園に咲く新狭山地区のシンボル｢あじさい｣の剪定講習を通して、地域に対する愛着心を深めるとと
もに、地域活動への理解と参加促進を図りながら、地域の担い手を育む。

【共催】 9 あじさい剪定講習会 【継続】

1、2、3、4

【共催】 2 あじさい祭り並びに国際交流の集い 【継続】 1、2、3、4、5

4 新狭山地区体育祭

5 市民文化祭新狭山公民館会場

1、2、3、4

【継続】

スポーツを通して地域住民の健康増進を図るとともに、生涯スポーツへの参加促進並びに住民相互の親
睦と連帯意識の高揚を図る。

【共催】 1、2、3、4、5

【共催】 【継続】

学習サークルの活動成果発表の場を提供するとともに、地域の生涯学習の促進と住民相互の親睦・交流を
図る。

様々なゲームや競技を通し、地域住民の交流の機会を提供するとともに、心身の健康増進と加齢に伴う孤
立化予防を図る。

ソフトボール競技を通して、参加者の健康増進を図るとともに、親睦・交流を深める。

地域のシンボル「あじさい」を愛でながら、地域住民と諸外国の方々との文化交流から多様性を理解し、地
域住民相互の親睦を深め、より一層の地域の活性化を図る。

【継続】 1、2、3

【共催】

【主催】 1 ひだまり学級「あじさい」

【継続】 1、2、3、41 新狭山小学校区ソフトボール大会

【共催】 12 地域防災講座 【継続】

【共催】 8 手話講座 【継続】 1、2、3

地域教育機関と共に戦時中の暮らし・体験を学び、戦争の悲惨さや平和の尊さについて考える。

10 平和祈念講演会

1、2、3、4

【共催】

成
人
一
般

【共催】 3 あじさい祭り写真展 【継続】 3、5

学習サークルの活動成果発表の場を提供するとともに、地域を代表するイベントを振り返り住民相互の親
睦・交流を図る。

イ
ベ
ン
ト

高
齢
者

【共催】 14 要約筆記体験講座 【継続】 1、2、3

聴覚障がいについての理解を深めるとともに、サポート手段としての要約筆記の基本を学習する。
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令和 8 年度 奥富公民館 重点目標 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題への取り組みの推進 

人権・平和・環境・少子高齢化・子育て支援・地域防災など、様々な現代的課題や地域 

課題の解決を目的とした事業に取り組む。 

また、地域の有識者や経験者の人材活用を図るとともに、人材の発掘と育成に取り組む。 

 

重点目標 2 地域住民の学びと交流の推進 

年齢や障がいの有無に関わらず、ライフステージに応じた学びの機会を創出するとともに、 

特に高齢者を対象とした事業では、ＩＣＴの活用を積極的に取り入れ、デジタル化を実感で 

きる事業を実施する。 

 

重点目標 3 教育機関や地域の各種団体等と連携した事業の推進 

教育機関や企業、地域の各種団体などと連携し、幅広い分野で専門性の高い事業を実施

する。 

 

重点目標 4 伝統文化の継承と、まちづくりにつながる事業の推進 

地域の伝統文化の継承や地域性を生かした体験学習の機会を創出し、青少年から高齢者

までの世代間交流を充実させ、地域の愛着を深めながら豊かなまちづくりを醸成する。 

  

重点目標 5 サークルによる地域貢献活動の推進と職員の資質向上 

サークル活動による学びの成果を地域で生かせるよう、サークルの支援や地域貢献活動を 

推進する。 

また、生涯学習や社会教育に関する幅広い知識を習得するために、職員は自己研鑽
さ ん

に 

努め、効果的な事業を企画立案するとともに、的確に事業を実施する。 

-166-



開始時期 終了時期

ねらい／内容

4月 3月 9 回

4月 3月 200 回

4月 3月 4 回

4月 3月 15 回

4月 3月 4 回

4月 3月 2 回

4月 3月 40 回

4月 3月 12 回

4月 3月 16 回

5月 3月 1 回

6月 6月 1 回

10月 10月 1 回

10月 11月 1 回

11月 11月 1 回

2月 3月 1 回

シニア世代を対象に事業を実施し、交流、課題解決や健康増進を促す。
事業例：スマホ教室、ウオーキング、茶話会、じいじとばあばなど

【主催】

高
齢
者

【共催】 4 学社融合事業 【継続】

学校と地域と公民館とで連携し、地域との交流や理解を深めつつ、相互が発展することを目指す。
事業例：田植え・稲刈り体験、奥富の伝統的かかし作り、防犯講座、パンの販売実習体験など

元気で長生きするために体力を維持し、生き生きとした生活を送るための健康づくりの場を提供する。

【継続】 2、3、5

ゲームや体操をとおして、高齢者同士のコミュニケーションと健康づくりを促進する。

2 趣味発見事業 【継続】

【共催】 2 奥富サロン

成
人
一
般

1 現代的・地域課題解決事業 【継続】 1、2、3、4

【共催】

【継続】 1、2【共催】 1 いきいき百歳体操

3 熟年かがやき事業 【継続】 1、2、3

【共催】

より健康で文化的な生活を目標に、趣味の発見を手伝う事業を実施する。
事業例：冬の寄せ植え教室、サークル体験講座など

イ
ベ
ン
ト

【共催】 4 市民文化祭奥富公民館会場 2、4、5

子どもの健やかな成長を祈る節句の行事を地域のイベントとして実施し、奥富地区をPRするとともに地域文
化の活性化を図り、地域住民の交流の場とする。

【継続】 2、4

地域住民の健康維持・増進と交流・親睦を図る。

【継続】

【共催】 5 奥富かかし祭り 

1、4、5【共催】 6 奥富ひなまつり 

1、4

3 奥富地区体育祭 【共催】

地域住民の交流と親睦を深め、ふるさと意識の高揚と青少年の健全育成を図る。

【共催】 1 子どもチャレンジ 【継続】 1、2、3、4

青
少
年

2

【継続】

体験学習をとおして、異年齢間交流を図り、自主性や協調性の育成を図る。
事業例：お弁当・お菓子・パン作り、映画会、七夕飾り、地域防災、英語やプログラミングなどの講座

【主催】

【主催】 2 開放教室 【継続】

1、2、4

利用予定のない部屋を個人学習スペースとして提供し、自主性を育む。

3 奥富田んぼの一年プロジェクト

1、3、4

令和8年度 奥富公民館 事業計画

分
類

事業名 回数 重点目標

地域性を生かし、地域資源である田んぼを活用し、地域交流、地域文化と食に対する理解を促進させる。
事業例：田んぼリンピック、田植え、稲刈り体験、繭玉飾り

人権、福祉、環境、防犯、防災などの現代的課題や地域課題に対する取り組み講座を実施する。
事業例：奥富deお下がり交換会、天体観測、子育て講座、サギカモ運動など

2、3、5

【継続】

2、4

【共催】 2 写ってる会合同写真展 【継続】 2、4

ソフトボール、ボッチャなどの大会を主催することで、地域住民の健康維持・増進と交流・親睦を図る。

【主催】 【継続】

日頃の活動及び学習成果の発表の場を用意し、地域文化の向上と市民相互の交流を図る。

【継続】

1 スポーツ大会

地域文化の向上と市民相互の交流を図る。
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令和８年度 柏原公民館 重点目標 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題への取り組みの推進 

人権・環境・少子高齢化等の「現代的課題」、「地域が抱える課題」の解決に向けた事業、

及び、防災意識の向上を図るなど地域のコミュニティづくりに資する事業を推進する。 

   

重点目標 2 ライフステージに応じた事業の充実 

乳幼児期から高齢期にわたるライフステージに応じた各種事業の充実を図るとともに、 

   幅広い世代間の交流を促進するような取り組みを進める。 

   

  重点目標 3 地域の人材や資源を有効活用した学習機会の充実 

   地域の各種団体や教育機関・社会教育施設などと連携して、高度で幅広い分野の学び 

  の機会を提供するとともに、学習サークルなどと連携した事業を促進する。 

 

  重点目標 4 地域のまちづくりにつながる事業の推進 

   学校・家庭・地域が一体となり、地域ぐるみで子どもの豊かな心と体を育む取り組みを 

推進するとともに、まちづくりにつながる取り組みを推進する。 

    

  重点目標 5 公民館学習サークルへの活動支援 

    公民館学習サークルへの新規会員の加入や新たな学習サークルの立ち上げなどの支 

  援を行うとともに、学びの成果を地域で活かせるよう、地域への貢献活動を支援する。 
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開始時期 終了時期

4月 3月 24 回

4月 3月 1 回

5月 12月 2 回

7月 8月 7 回

7月 3月 2 回

8月 8月 1 回

12月 12月 1 回

12月 12月 2 回

4月 3月 22 回

4月 3月 2 回

4月 11月 6 回

5月 3月 6 回

11月 11月 1 回

12月 12月 1 回

1月 1月 2 回

1、2、3、4

共働き世帯が増え、少子化により児童が減少する中、小学生が放課後集える場所を提供することで公民館
利用を促進し、地域交流や仲間づくりの機会とする。

令和８年度　柏原公民館　事業計画

分
類

事業名 回数

【共催】 8 こども書初め教室　 【継続】

【主催】 2 開放教室　 【継続】

【主催】 1 みんなの居場所「ポッカぽか」 【継続】

重点目標

ねらい／内容

【継続】

【主催】 7 こども凧づくり・凧揚げ教室 【継続】

1、3

1

家族でものづくりや料理などを楽しむ。

青少年に個人学習や交流の場を提供することにより、利用のない空き部屋の有効活用を図る。

1、2、3

卓球・陶芸・工芸・料理などの教室を体験し、スポーツやもの作りを楽しむとともに、異世代間の交流を図
る。

1、2、3

映画の鑑賞を通じて子供たちの情緒を育み、創造的かつ個性的な発想を豊かにし、道徳的な意識を養う。
また、平和や人権問題などへの理解を深める。

【主催】 4 夏休みこども教室　

5 こども映画会　 【継続】

1、3、4

地域団体と連携し、小学生を対象に防災意識の向上を図る。

【主催】

【主催】 3 親子で楽しむ体験教室 【継続】 1、2、3、4

【共催】 6 防災教室 【継続】

書初め教室を通じて書道に親しむことを目的とする。

1、2、3、5

子育てを地域で支え、乳幼児を持つ親などが気軽に育児相談や交流のできる場を提供する。

1、2

パソコン、スマートフォンなど情報機器の基本機能を体験しながら、操作や便利な使い方を学ぶ。

2 パソコン講座　 【継続】

【主催】 7 料理教室　

青
少
年

１、2、3

凧の製作、凧あげを体験しながら、科学的な原理を学ぶ。

1、3

柏原小・中学校のＰＴＡと連携し、人権を尊重する心を育てるための講演会を実施する。

【継続】5 環境講座

【継続】

【主催】

【共催】

成
人
一
般

3 福祉講座 【継続】

【共催】 【継続】1 子育て広場　

環境問題について意識向上を図る。

1、3

【主催】 4 大人の体験講座 【継続】 1、2、3、4

様々な体験を通じて、参加者の交流を深めるとともに、新しい趣味を発見できるような講座を開催する。

1、3

【共催】 6 人権講演会　

【共催】

高齢化社会の中で、前もって知っておきたい介護保険制度や認知症の方への接し方などを学び、福祉に
ついて知識と理解を深め、日々の生活に活かす。

1、2、3、4

キムチづくりなどを通じて、参加者の交流を深めるとともに、「食」の楽しさを体験する。

【継続】
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開始時期 終了時期

令和８年度　柏原公民館　事業計画

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

5月 5月 1 回

5月 3月 3 回

2月 2月 1 回

3月 3月 1 回

5月 5月 1 回

6月 2月 2 回

7月 8月 1 回

10月 10月 1 回

10月 10月 1 回

10月 11月 1 回

3 暮らしの安全・安心教室【主催】

生涯自立した生活を送るための健康づくり教室を実施する。

【共催】 1 柏原地区ソフトボール大会　

多彩な文化活動の発表の場を提供し、地域文化の高揚と文化活動の発展を図るため実施する。

【継続】3 七夕祭り「やらい」出展　

イ
ベ
ン
ト

6 市民文化祭柏原公民館会場　　

【継続】

【主催】 【継続】2 囲碁大会　

5 柏原祭り　

1、2、3

安全・安心に生活ができるよう、消費生活に関するトラブルや防犯などの知識を深め、被害を未然に防止
する。

【継続】【共催】

【継続】

【継続】 1、3

1、3

【共催】

参加者相互の親睦を図るとともに、愛好者人口の拡大を図る。　

1、3、4

竹飾り「やらい」を作製して七夕祭りに出展し、地域の連携を図り、柏原地区をアピールする。

1、2、4

4 シニアドライバー安全教室　【主催】

4 柏原ふれあい体育祭　 【継続】

【共催】

健康と体力の増進を図り、地域住民の交流を深める。

1、2、3、4、5

元気の出る地域づくりのために、地域住民が集い、交流のできる祭りを実施する。

1、2、3、5

【共催】

健康と体力の増進を図り、地域住民の交流を深める。

1、2

自転車の安全利用や高齢者ドライバーへの安全啓発及び事故対応、自動車免許証返納の制度などを学
ぶ。

1、2、3

レクリエーションや歴史・文化・芸術などの講座を通じて、健康増進、生きがいづくり及び参加者の交流を深
める。

【主催】 2 まだまだ青年講座　 【継続】

【主催】

高
齢
者

【継続】

1 健康講座　 【継続】 1、2、3

-170-



令和 8 年度 広瀬公民館 重点目標 

 

重点目標 1 現代的課題や地域課題への取組の推進及び人材の発掘と育成 

1 豊かで暮らしやすい地域の実現を目指し、人権、平和、環境、防災、防犯、少子高齢化、

子育て、健康、国際化等に関わる現代的課題や、地域課題の解決につながる事業取

組を充実させる。 

2 豊富な知識や技能及び経験を有する人材の発掘と活用を図る。 

3 ICT を活用した事業の推進を図る。 

 

重点目標 2 ライフステージに応じた学びと交流を促進する事業の充実 

1 学び新たに幼児とその家族、青少年、成人一般、高齢者、障害のある方も含めた幅広

い世代に向けた講座やイベントを実施する。 

2 幅広い世代の交流の機会とする。 

 

重点目標 3 大学等の教育機関や関係団体等と連携した学習機会の充実 

1 地域の保育園、学校、大学や NPO 法人、行政機関の各部署、学習サークル、企業、他

の公民館などと連携し、幅広い分野や専門性を持つ講座を実施し、学習機会の充実

や今の情報を知る機会を図る。 

 

重点目標 4 地域の教育力を高め合い、まちづくりにつながる事業の推進 

1 まちづくりにつながる地域行事や地域伝統文化に関わる事業・団体の支援を推進する。 

2 子供の豊かな心と体を育むために自治会をはじめとする関係団体や地域の学校と連携

し、公民館事業を実施する。 

3 地域学校協働活動の推進や後継者育成を図る。 

 

重点目標 5 学習サークルへの支援並びに職員の資質の向上 

1 学習サークルの継続的活動と新規立ち上げの支援、さらに学びの成果を活かす地域貢

献活動を促進する。 

2 職員の資質を高めるため、社会教育に関する幅広い知識の習得や企画立案を図る。 
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開始時期 終了時期

4月 3月

4月 3月 12 回

6月 11月 3 回

7月 8月 7 回

4月 2月 6 回

4月 3月 12 回

4月 3月 12 回

4月 7月 12 回

6月 2月 2 回

7月 10月 2 回

8月 8月 1 回

10月 10月 1 回

9月 2月 2 回

11月 11月 1 回

11月 11月 1 回

【共催】 10 文化財めぐり 【継続】 1、3

【共催】 11人権啓発講座 【継続】 1、3

人権に関する現状の問題や課題を理解し、人権が尊重され誰もが安心して暮らせる社会をどうすれば
実現できるかを考えるために実施する。

地域の歴史や文化を学び、郷土への理解と愛着を深めることを目的に実施する。

【継続】 1、2、4

0歳から3歳位までの乳幼児と保護者のためのママ友づくりの一助になる自由参加の親子サロン。毎回、
計画的に遊びや交流のプログラムを用意して地域のボランティアスタッフの協力で実施する。

【共催】

【共催】

【共催】 1、3

パソコン実習を中心に学ぶ。WordやExcel、POPやポスターなどの制作の操作等をマスターする。

1、3

【継続】

令和8年度　広瀬公民館　事業計画 

分
類

事業名 回数 重点目標

【主催】 1 開放教室 【継続】 2、4

ねらい／内容

青
少
年

年間を通して公民館の利用の無い部屋を学生の勉強の場として無料で開放する。

1、2、4、5

【主催】 4 キッズチャレンジ事業 【継続】

3 学社連携・協働の事業 【継続】

【共催】 2 WAKU☆DOKI はっぴー事業

随時

【継続】 1、2、3、4

小・中学生を対象に通年実施する、遊びと学びと食の体験・交流による青少年健全育成事業。地域のボ
ランティアや地元企業などの協力を得て実施する。

近隣の学校において、サークルがゲストティーチャーを務めて茶道、水墨画、サークル体験及び成果発
表などの事業を実施する。校外活動とのかかわりを学習する機会を実施する。

1、2、4、5

【共催】

主に小学生対象。サークルや地域団体の協力で、夏休みや冬休みを利用して日頃できない様々な体験
を行う機会を提供する。児童と協力サークルや地域団体との異世代交流も図る。

1、3

【共催】 8 囲碁及び将棋大会（館長杯） 【継続】 2、5

7 平和講座 【継続】

【共催】 6自然ふれあい事業 【継続】 1、2、4

主に幼児や児童のいる公民館利用者の家族を対象に、じゃがいも、さつまいもの収穫と交流イベントを
実施する。

成
人
一
般

公民館の囲碁サークルとの共催で実施する館長杯。サークル会員をはじめ一般からの参加者を募り、大
会を通じて勝敗にこだわりながらも楽しく愛好家の交流を図る。

【共催】 9 防災講座 【継続】 1、3

大規模な自然災害の発生に備え、日頃の心構えと準備、そして災害発生時に命を守るためのポイントを
学ぶために消防、防災訓練を実施する。

3 広瀬斜子（ななこ）サロン　

幻の絹織物となってしまった明治時代の特産品である「広瀬斜子」の復元を目指す市民団体との共催
で、広瀬斜子織や機織りの談義を楽しむ自由参加サロンを実施する。

【共催】 5 食育講座

児童及び保護者を対象に実施。食育や狭山で採れる農産物について学びながら調理を行う体験学習
型食育事業。季節に合わせて実施する。

【継続】 1、2、4

4 パソコン実用講座 【継続】

戦争の悲惨さが薄れつつある中、今も世界で繰り広げられている紛争の現状、現実を意識し、世界、日
本、地域の平和のために、私たちに出来ることは何かを考える。

1、3、4、5

1 まちの縁側カフェ 【継続】

サロン形式で気軽に暮らしの悩みごと、心配事を相談できる場を設け、内容により個別対応も行う。

【共催】

【主催】 2 親子サロンすまいる
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開始時期 終了時期

令和8年度　広瀬公民館　事業計画 

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

12月 12月 1 回

12月 12月 1 回

4月 3月 11 回

4月 3月 11 回

4月 3月 12 回

4月 1月 8 回

6月 6月 1 回

9月 9月 1 回

7月 7月 1 回

10月 10月 1 回

11月 11月 1 回

5月 12月 2 回

6月 6月 1 回

4 音楽ふれあいイベント 【継続】 2、4

サークルや市民団体の学習の成果の発表の場として、コンサートを開催する。音楽の素晴らしさを実感
するとともに、地域における交流の機会を提供する。

頻繁する詐欺から身を守るために、65歳以上を目安（ご家族も参加可）として交通防犯課との共催により
実施する。

高
齢
者

1、2、3

2 ひろせ生活よろず相談室

【主催】

1ウェルネスひろせサロン

【主催】

高齢者が避けて通れない遺言、相続、成年後見などの問題に対し、行政書士が親切に対応する相談
室。予約制で実施する。

1、2

1、2、3

【共催】 6 詐欺防止講習会 【継続】 1、2、3

【継続】

【新規】【共催】

【継続】 1、2、3、4

親子や家族で楽しめる、あそびの広場を開催する。学生がボランティアに参加し交流を図る。

5 社会科見学 【継続】 2、4【共催】

イ
ベ
ン
ト

参加サークルに学習成果発表の場を提供し来場者との交流を図る。また、参加サークル及び公民館の
連帯を深める。安全で配慮とあたたかさに満ちたおもてなしで来場者の感動と満足を目指す。

地域住民の健康増進や交流を目的した水富祭の事業に協力支援する。

3 市民文化祭広瀬公民館会場 【継続】 1、2、3、4、5【共催】

3館合同事業(水野・富士見・広瀬) 歴史探索や伝統芸能を知るバス旅を実施する。

【共催】

【共催】 2 水富祭事業 【継続】 1、2、4

【主催】 1家族ふれあいイベント

1、313 金融商品の基礎知識講座 【新規】

成
人
一
般

【主催】 5 フレイル予防講座 【継続】 1、2、3

高齢者がこれからの生活を安心して過ごすために、フレイルについて正しい理解をすると共に、予防のこ
とについて必要なことやもしもの介護などの知識を得る。

【主催】 4 スマホ講座 【継続】 1、2

初心者向けスマホ講座。ニーズに応えて回数を増やして、デジタル化の学習を実施する。

60歳以上の実年世代を対象にしたシリーズ講座。地域での様々な取組や、地域に貢献する市民の思い
を主に学び、その他地域課題、現代課題等の学び、理解も図る。

【継続】

【共催】

3 ひろせ寿大学（前期・後期講座）

健康寿命を伸ばすためのサロン。心と体と頭の元気度を高め、地域での交流を促進するためのルームと
して開催する。

12 環境講座 【継続】 1、3

NPO法人などとの共催で実施。環境問題の現状を理解し、個人として、また地域として環境保護に貢献
するためのポイントを理解する。

個人や家族の生活の安定と楽しく、より良い暮らしのための知っておきたいマネープランを学ぶ。

【主催】
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令和 8 年度 水富公民館 重点目標 

 

重点目標 1 現代的課題・地域課題への取組の強化 

1 市公民館基本方針に挙げる現代的または地域的課題の解決に向けた取組を実施する。 

2 高齢者にとって課題であるインターネットでの情報取得を目的としたスマートフォン操作 

体験講座などの学習機会を提供する。 

◆地域課題：防災（水害・大地震）への備えやデジタル機器による情報格差の解消など 

 

重点目標 2 幼児から高齢者まで、ライフステージにふさわしい事業の拡充 

1 各対象のライフステージやライフスタイルに適した事業を実施する。 

2 世代間交流を促す事業を実施する。 

3 企業や NPO 法人、教育機関等と連携し学習機会の拡充を図る。 

4 その他、ICT 活用など学習ニーズを捉えた事業の実施や生涯学習の場の先進事例等を

注視し、新たな視点を取り入れた事業の展開を図る。 

◆地域課題：駅から遠く、交通手段も限られる環境における貴重な体験や学習の提供 

 

 重点目標 3 地域活動の維持や地域行事の再構築、見直しの支援 

1 地域行事やイベント実施における負担軽減や必要な見直しを支援する。 

2 地域を担う人材の発掘や後継者の育成を図る。 

◆地域課題：行事等における負担増加や後継者不足 

 

重点目標 4 公民館利用者・サークルの支援 

1 利用団体の負担軽減や継続性を考慮した事業の見直し及びイベントの省力化を図る。 

2 活動や成果を発表する場を提供する。 

3 利用団体の希望に応じてサークル活動体験や講座を実施する。 
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開始時期 終了時期

4月 3月 通 年

4月 3月 9 回

7月 3月 5 回

4月 3月 4 回

5月 3月 5 回

6月 2月 5 回

5月 3月 5 回

4月 3月 5 回

4月 3月 通 年

5月 3月 3 回

10月 10月 1 回

11月 3月 3 回

地域で活動するNPO法人や市総合子育て支援センターなどと連携し、子育て世代を支援する。
（講座例）◆水富親子講座はっぴー

3 子ども体験講座 【継続】 1、2

子どもの主体的・対話的な学びを育むとともに学習への意欲向上や世代間交流を図る事業を実施する。
（講座例）◆プログラミング体験　◆夏休みサークル体験　など

【共催】 3 乳幼児支援事業 【継続】 1、2

令和8年度　水富公民館　事業計画

分
類

事業名 回数 重点目標

ねらい／内容

水富地区自治会連合会が主催する地域住民の交流と健康増進を目的とするイベントを実施する。
※令和4年度から従来の地区体育祭の形を変えて実施しているイベント

【共催】 4 公民館利用者・運営委員協働事業 【継続】

青
少
年

【主催】 1 学習ルーム提供事業 【継続】 1、2

利用予約の入っていない部屋を学生などの学習の場として提供し、青少年の居場所づくりや公民館の認
知度向上を図る。

【共催】 2 WAKU☆DOKIはっぴー 【継続】 1、2、3、4

子供同士の交流と地域の大人との世代間交流を促進し、一緒に遊びや学び、食事をすることで顔の見える
つながりを構築する。

【主催】

【継続】 1、2、3、4

【主催】 【継続】

1、2、3

1、21 水富レンタルブック～絵本に親しもう～

1、2、3、4

【共催】 3 水富祭ウオーキングフェスティバル

イ
ベ
ン
ト

【継続】

水富地域で活動している各種団体が一堂に会し、歌や舞踊、演奏などを発表する。教育機関や各種サー
クル等と連携しイベントを開催する。

地域のにぎわい創出等のため文化祭や地域イベントなどを利用者や事業運営委員と協力し実施する。
（事業例）◆市民文化祭　◆遊び横丁　◆その他地域イベント　など

図書館が近くに無い当地域の乳幼児をもつ家庭のために公民館所有の絵本の貸出しや図書室の整備を
行い、地域の子供の情操教育・知育、及び親子のふれあいの時間に役立てることを目的に実施する。

【共催】 2 水富音楽祭・歌声広場

【継続】 1、2【主催】 1 熟・年・楽・校高
齢
者

高齢者の生きがい創出や生活のちょっとした不安・悩みの解決を図る事業を実施する。
（講座例）◆スマホ体験　など

成
人
一
般

【継続】 1、2、3、4

人権、防犯、防災などの現代的な課題の解決を図る事業を実施する。
（講座例）◆防災講座　◆交通安全教室　など

1、2、3、4

地域の郷土愛醸成や地域活動を主体的に行う後継者の発掘、育成を図る事業を実施する。
（講座例）◆まちの縁側カフェ　など

【主催】 2 地域課題解決事業 【継続】

【主催】 1 現代的課題解決事業

【主催】 4 大人体験講座 【継続】 1、2、3

新たな趣味や健康維持を通じた仲間作りを目的とした事業を実施する。
（講座例）◆サークル体験　◆絵本の読み聞かせ体験　など
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令和７年度 入曽地域交流センター 振り返り（評価・課題等） 

 

入曽地域交流センターでは、豊かな地域づくりを進めるため、３つの基本方針を掲げ、

事業を実施した。各項目についての評価、課題は次のとおりである。 

 

 地域のまちづくり活動の促進 

地域がつながる事業を実施するとともに、地域住民の主体的なまちづくり活動を支援

し、賑わいのある地域づくりに寄与した。 

 

 住民の学習活動を促進する事業の充実 

 文化活動やスポーツをはじめとした多種多様な学習機会を提供した。また、センター

利用者による講座など、学びの成果を活かす取組を実施した。 

今後も、地域住民のニーズに対応し、主体的に参加できる事業を展開していくととも

に、学びの成果を地域社会で活かせる環境づくりに努める。 

 

 幅広い世代の交流等の促進 

地域の団体と協力し、各団体の特性を生かすことで、幅広い世代が集う事業を実施

した。 

引き続き、地域住民の交流や連携の促進に資する事業を実施していく。 
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分
類

終了時期

5月 1 回 462 人 0 円

【ねらい】

8月 1 回 290 人 1,000 円

【ねらい】

10月 1 回 517 人 0 円

【ねらい】

11月 1 回 363 人 0 円

【ねらい】

11月 1 回 3,102 人 0 円

【ねらい】

東日本大震災の映像を基にした当時の説明と、気仙
沼市東日本大震災遺構・伝承館の語り部と防災士の2
名による実体験を基にした地震の恐ろしさ等について
語る講演会をひこばえホールにて実施した。

実体験を基にした話により地域防災の意識向上を
図る。

【総合評価】

備
考

【共催】若葉台自治会防災講演実行委員会、水
野公民館
【講師】菊田俊勝、福岡麻子（けせんぬま震災伝
承ネットワーク）

【内容】
御狩場小学校の体育館及び校庭に分かれ７競技を実
施した。
レクリエーション大会形式とし、一部自治会対抗玉入
れを実施した。

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民相
互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高め
る。
【総合評価】

備
考

【共催】入曽地区自治会連合会

【共催】 4 防災講演会 【新規】 11月

地
域
づ
く
り

【共催】いりそフェスタ2025実行委員会

地域で活動する団体等によるアトラクション及び出店を
実施した。（発表ステージ、あそび広場、地域防災、敬
老事業、飲食コーナー）

11月

【共催】 1 入曽地区自治会対抗ソフトボール大会・ボッチャ大会 【継続】

【共催】入曽地区自治会連合会
【協力】ソフトボール大会実行委員会、入曽ミニ
スポーツ推進倶楽部

5月

【内容】
14自治会がソフトボールに、9自治会がボッチャに分か
れて対戦した。（会場：山王中学校）

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民相
互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高め
る。
【総合評価】

親しみのある地域の季節行事として定着させること
を目標としつつ、地域団体などとの協働の運営によ
り、地域住民の交流の輪が広がる催しや賑わいを
創出し、全世代の交流を図る。
【総合評価】

備
考

【共催】 2 笑ってつながろう地域芸能 【継続】

【継続】 10月

【内容】

令和7年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

【内容】

【継続】

備
考

【共催】 5 いりそフェスタ2025

8月

【内容】
「令和の抜てき真打　林家つる子師匠　落語会」を実施
した。

笑いをとおして、つながりを広め、安心・安全の地域
社会をつくる。

【総合評価】

備
考

【共催】笑ってつながろう地域芸能実行委員会
【協力】どじょう掬いを楽しむ会、
【講師】林家つる子(日本落語協会真打）

【共催】 3 第69回入曽地区体育祭

-179-



分
類

終了時期

令和7年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 1 回 90 人 1,000 円

【ねらい】

4.6

3月 1 回 581 人 0 円

【ねらい】

7 件 7 回 5,405 人

3月 12 回 109 人 0～5,500 円

【ねらい】 （一部実費）

4.6

6月 1 回 27 人 0 円

【ねらい】

4.6

地
域
づ
く
り

学
習
・
文
化
活
動

【内容】

【共催】 【継続】

野菜の地産地消及び有機給食に関する講演会を実施
した後、新鮮な地元野菜の軽トラ市を実施した。

3月7 第20回入曽ふれあいコンサート

農業の魅力発信のための講演会や地元野菜など
の軽トラ市などを実施し、食と地域農業を通じた全
世代の交流を図る。
【総合評価】

備
考

【共催】食と農まちづくりの会
【講師】靏理恵子(専修大学教授)

6 食と農のまちづくり事業 【新規】 11月【共催】

「ボッチャ交流大会」を実施した。大ホールにコートを
作成し、ゲームを楽しみながらボッチャのルールを学ん
だ。県大会予選とし、優勝者は県主催大会に出場し
た。

地域団体、出演団体から選出された実行委員が運営
するコンサートを開催した。
入曽地区を中心に活動する27組が出演した。

【内容】

【総合評価】

【継続】 4月

6月

誰もが気軽に参加できるスポーツを広めるとともに、
参加者の健康増進と交流を図る。

【内容】

地域団体などとの共同の運営により、入曽地区の団
体などによるコンサートを実施し、音楽を通して世代を
超えた交流を深める。

【総合評価】

備
考

【共催】入曽ふれあいコンサート実行委員会

【共催】 2　ミニスポーツ体験会 【継続】

備
考

『地域づくり』事業（件数、回数、延参加者数）小計

1「初夏のフラワーアレンジメント教室」を実施した。
2 「大人の社会科見学」を実施した。
3 「枕草子入門講座」を実施した。
4 「そば打ち体験教室」を実施した。
5 「寄せ植え教室」を実施した。
6 「彫刻体験教室」を実施した。

新しい学びを通じて、日常生活を豊かにすることを
目的に、教養を深める学習講座を実施する。

【内容】

1 大人の学び講座

【総合評価】

【主催】

備
考

【共催】2 水野公民館
【協力・講師】1 フラワーサークルばらの実、3 及
川道之、4 狭山蕎麦文化研究倶楽部、5 狭山市
都市緑化植物園、6 狭山仏像彫刻会

【共催】入曽ミニスポーツ推進倶楽部
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分
類

終了時期

令和7年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

7月 1 回 36 人 0 円

【ねらい】

11月 1 回 44 人 300 円

【ねらい】

11月 1 回 2,401 人 0 円

【ねらい】

1月 1 回 12 人 1,000 円

【ねらい】

4.6

6 件 17 回 2,629 人

3月 9 回 1,292 人 0 円

【ねらい】 （大人200円）

交
流
連
携

備
考

【共催】にこにこクラブ

【内容】

【継続】

【共催】

6 入曽deクッキング！

「世界の薬膳料理教室」を実施した。　台湾・エチオピ
ア・日本の薬膳料理の調理方法を学び、調理した。

1 にこにこ食堂

『学習・文化活動』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【継続】

【共催】

学
習
・
文
化
活
動

【総合評価】

【内容】
各組に分かれてホールを回る個人戦を実施した。

7月

【内容】
令和7年6月5日「特殊詐欺に係る狭山市緊急担当者
会議」を踏まえ、当該会議で講義した内容の録画動画
を視聴した。
また、防犯周知用のチラシなどを配布した。

高齢者が特殊詐欺の手口を理解し、自分を守る力
の向上を図る。

【総合評価】

備
考

【共催】入曽アポック

【主催】 3 防犯講座（特殊詐欺） 【新規】

【主催】

【協力】入曽地区老人クラブ連合会
【総合評価】

11月

【内容】

高齢者を対象としたグラウンドゴルフ大会を通じて、
参加者の健康増進と親睦を深める。

4 グラウンドゴルフ大会 【継続】 11月

備
考

【主催】

5 市民文化祭入曽地域交流センター会場

4月

【内容】

【総合評価】

大ホールで会食会を実施した。
食べ終わった児童を対象に、ゲーム等を行い交流する
場とした。

子どもから高齢者までを対象に、食を通して多世代
が集える場を提供し、地域ぐるみで子どもの学びや
成長を支援する。

備
考

食文化や調理法などを学ぶとともに、食を通じた参
加者同士の交流を図る。

1月

備
考

【共催】市民文化祭入曽地域交流センター会場
実行委員会

入曽地域交流センター利用団体による日頃の芸術文
化活動の成果を発表した。（作品展示、発表、模擬店）

日頃の活動成果を発表するとともに、市民相互の交
流と文化活動の発展を図る。

【総合評価】

【講師】土田丹智子

【新規】
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分
類

終了時期

令和7年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月 13 回 137 人 0～500 円

【ねらい】

3月 8 回 142 人 0 円

【ねらい】

4.8

1月 3 回 45 人 0 円

【ねらい】

3月 22 回 391 人 0 円

【ねらい】 （一部実費）

4.8

10月 1 回 75 人 0～1,000 円

【ねらい】

5

交
流
連
携

「パパママカフェ特別講座」と題し、分離保育を実施し
て保護者がコーヒーの淹れ方を学び、試飲した。
「秋・春のミニスポーツフェスティバル」を実施した。

【新規】

備
考

【共催】入曽児童館、入曽ミニスポーツ推進倶楽
部
【講師】田中隆文

2 子育てたっち

【内容】

【継続】 4月

【内容】

絵本の読み聞かせ、パネルシアター、紙芝居等を実施
した。
7月・１月は子育てプレイス入曽で実施した。

6 児童館・子育てプレイス連携事業 9月

子どもと保護者が身近な場所で遊びを通じて集う機
会を提供する。

【総合評価】

・親子と遊びながらコミュニケーションをとり、育児相談
を受けた。
・パネルシアター、紙芝居、読み聞かせを行った。

4 おでかけぱれっとさん

【内容】

【共催】

【共催】

【新規】

キッズルームにて未就学児と保護者が楽しめる交流ひ
ろばを開催した。
子育て支援スタッフによるスポットタイム講座を実施し
た。

【内容】

未就学児と保護者を対象として、子育ての相談や
参加者同士が交流する場を提供する。

【総合評価】

備
考

【共催】「子育てたっち」キッズルーム対応班
（NPO法人いりそ支えあいたっち内）

【主催】 3 読み聞かせ会 【継続】 5月

【共催】

【共催】 5 こどもチャレンジ教室 【継続】 7月

【内容】
・夏休み期間中に「夏休み☆こどもチャレンジ」と題し、
思い出作り、自由研究向けの講座を開催し（キャンプ、
バスツアー、ダンス、文化財、絵手紙、プログラミング、
工作、理科実験、ミニスポーツ等）、複数回参加者に記
念品や賞状の授与を行った。

長期休暇など、学校が休みの期間における子ども
の自主性の育成と世代間交流の促進を図る。

【総合評価】

5月

備
考

【協力】ふじみおはなし会、子育てプレイス入曽

子育て世代の育児相談と参加者同士の交流の場と
して、参加者同士のコミュニケーションを図る。

【総合評価】

備
考

【共催】入曽保育所

備
考

【共催、協力】青少年育成入曽地域会議、入曽
児童館、狭山カーレットクラブまぜこぜ、入曽ミニ
スポーツ推進倶楽部、スワンバレエアートサーク
ル、秋草学園高等学校、絵手紙玉葉の会　ほか

主に未就学児を対象に、絵本の読み聞かせをする
ことで、楽しみながら仲間作りやキッズルームの利
用促進を図る。

【総合評価】
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分
類

終了時期

令和7年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 4 回 19 人 0 円

【ねらい】

5

7 件 60 回 2,101 人

3月 8 回

【ねらい】

1 件 8 回
2 件

4月 1 回 60 人

【ねらい】

3月 3 回 45 人

【ねらい】

1月 4 回 75 人

【ねらい】

交
流
連
携

会
議

【内容】

【継続】

屋外でヨガを行うことにより、健康な心と体づくりを推
進し、参加者同士の交流を図る。

【総合評価】

『展示』事業（件数、回数、延参加者数）小計

6月

【内容】
いりそフェスタ2025の開催に向けた各部会の進捗状況
の報告や、実務の確認などを目的に、実行委員会会
議を実施した。

事業関係者を対象として、事業の目的達成と円滑
に運営することを目的に実施。

【総合評価】

備
考

【共催】いりそフェスタ実行委員会

3 いりそフェスタ実行委員会 【継続】

入曽地区まちづくり推進事業助成金の概要、審査につ
いて確認を実施した。
令和７年度入曽地域交流センター、入曽公民館のイベ
ント及び地域づくり事業についての確認を実施した。

備
考

【協力】入曽地区まちづくり推進協議会委員

【共催】

4月

センターの運営等について必要な協議等を行うとと
もに、地域住民が主体に行うまちづくり活動の調整
等を行うために実施。
【総合評価】

【内容】

【主催】 2 入曽地区まちづくり推進協議会 【継続】

【内容】
実行委員会（1回）、合同会議（1回）を実施した。 事業関係者を対象として、事業の目的達成と円滑

に運営することを目的に実施。

【総合評価】

備
考

【共催】入曽地区自治会連合会
【協力】ソフトボール大会実行委員会

【共催】 1 自治会対抗ソフトボール・ボッチャ大会合同会議 【継続】 4月

展
示

【主催】

地域住民に作品を展示する場所を提供することに
より、地域における芸術文化の振興、地域住民の交
流や連携を促進する。

【共催】 7 空とつながるヨガ教室 【新規】

【講師】白井智子

4月

9月

『交流連携』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【内容】
年間を通じて交流スペース・大ホール前廊下を活用
し、写真や絵画等の作品の展示した。

備
考

1 展示スペース

備
考

【総合評価】

屋外でヨガを実施した。
ヨガ教室終了後、会場を参加者同士が交流する場とし
た。
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分
類

終了時期

令和7年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

11月 6 回 216 人

【ねらい】

3月 5 回 125 人

【ねらい】

3月 2 回 15 人

【ねらい】

6 件 21 回 536 人

3月 12 回

【ねらい】

3月

【ねらい】

会
議

広
報

地域住民に対し、事業や講座、また地域の行事に
ついて周知することで、事業の充実と地域の活性化
を図る。

様々な媒体で情報を発信することで、より多くの人
が情報を目にできることを目的に行う。

【総合評価】

備
考

　

事業や講座の周知、実施報告、施設の利用案内など
を掲載した。

備
考

入曽公民館だより合同

【主催】 2 公式ホームページ更新 4月 随時

【主催】 1 入曽地域交流センターだより発行 【継続】 4月

備
考

【共催】市民文化祭入曽地域交流センター会場
実行委員会

11月【主催】 6 防火訓練 【継続】

【継続】

事業や講座の周知、実施報告、施設の利用案内など
を掲載した。

【内容】

自衛消防隊を対象に、避難経路や消火器・消火栓の
確認を11月・３月に実施した。

消防法に基づき、消防用設備や機器について理解
し、出火時に適正な対応ができるように実施。

【総合評価】

備
考

【協力】狭山消防署水野分署

『会議等』事業（件数、回数、延参加者数）小計

【内容】

【内容】

【総合評価】

【内容】
事業関係者を対象として、事業の目的達成と円滑
に運営することを目的に実施。

【総合評価】

7月

【内容】
実行委員会（3回）、部会会議（3回）を実施した。 事業関係者を対象として、事業の目的達成と円滑

に運営することを目的に実施。

【総合評価】

【継続】

コンサートの開催に向けた実務の確認や、出演団体と
の調整などを実施した。

【共催】 5 入曽ふれあいコンサート実行委員会 【継続】 9月

【共催】 4 市民文化祭に関する会議

備
考

【共催】入曽ふれあいコンサート実行委員会
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分
類

終了時期

令和7年度　入曽地域交流センター　事業一覧

事業名 開始時期 回数 （延）参加者数 参加費

3月

【ねらい】

3月

【ねらい】

4 件

広
報

【内容】
事業や講座の周知、実施報告、施設の利用案内など
を掲載した。

様々な媒体で情報を発信することで、より多くの人
が情報を目にできることを目的に行う。

【総合評価】

備
考

　

【継続】

『広報』事業（件数）小計

【主催】 4 いろいろいりそフォトギャラリー 【新規】 4月

【内容】
入曽地区の写真を募集し、投稿写真をSNSなどの媒体
を使用して掲載した。

入曽地区の見どころを募集し紹介することで、地域
への愛着を育むとともに、入曽地域交流センターの
認知度向上を図る。
【総合評価】

備
考

　

【主催】 3 公式Instargram更新 4月 随時

随時
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令和 8 年度 入曽地域交流センター事業 基本方針・重点目標 

 

当施設は、従来の地区センターと公民館の機能を継承しつつ、狭山市地域交流センター

条例に基づき、地域住民の様々な活動や交流を促進する事業を実施することとしている。 

公民館の事業は、地域の歴史や文化、現代的課題等に関する学びを通して人づくりや豊

かな地域づくりを進めていくのに対して、地域交流センターの事業は、地域住民が交流できる

様々な機会を提供して豊かな地域づくりを進めていくものである。 

地域のまちづくりを進める上で、住民の学習や文化等の活動は欠かせないものであることか

ら、公民館の事業と地域交流センターの事業は表裏一体のものとして捉え、令和 8 年度にお

ける入曽地域交流センター事業の基本方針及び重点目標を次のように定める。 

 

 基本方針 １  地域のまちづくり活動の促進 

 住民同士のつながりを強化し、地域の課題を解決するため、まちづくり活動に取り組む団体

の活動を支援し、元気で活力のある地域づくりを促進する。 

 また、様々な分野で地域のために活動している団体の連携を促進する。 

【重点目標】 

  （１）住民主体のまちづくり活動の促進及び支援 

（２）地域の団体との連携による地域行事の開催 

 

 基本方針 ２   住民の学習活動を促進する事業の充実 

 学習を通じて、自己を磨き高めるとともに、学びの成果を地域社会のなかで活かせることが

できるよう、多様な学習の機会を提供する。 

 また、人々のライフスタイルの多様化に対応して、地域住民が主体的に活動することができる

場を提供する。 

【重点目標】 

（１）住民の教養の向上、いきがいづくりに寄与する事業の充実 

（２）文化活動やスポーツ活動を促進する事業の充実 

（３）学びの成果を地域に活かす事業の充実 

 

基本方針 ３   幅広い世代の交流の促進 

  住民同士の相互理解と交流を深め、豊かな地域コミュニティを形成できるよう、子供から高

齢者まで幅広い世代が集い、地域住民の交流や連携の促進が図れる事業を実施する。 

【重点目標】 

    （１）子供から高齢者まで、幅広く参加できる事業の実施 

（２）関係団体等と連携し、子育て世代を支援する事業の実施 
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対象者
公民館事業

と共催 開始時期 終了時期

全年齢 ○ 5月 5月

全年齢 6月 3月

全年齢 ○ 10月 10月

全年齢 11月 11月

全年齢 3月 3月

成人 4月 3月

成人 ○ 10月 11月

青少年 〇 4月 3月

全年齢 4月 3月

全年齢 4月 3月

全年齢 4月 3月

全年齢 5月 3月

交
流
連
携

【共催】 2 あいぱれっと（いりそ次世代支援センター）連携事業 【継続】 8回

入曽児童館・子育てプレイス入曽・入曽保育所と連携し、交流センター利用者や地域団体と児童館・プレイ
ス・保育所利用者が交流できる事業を実施し、同世代の仲間づくりに繋げるとともに多世代交流を図る。

【主催】 1 こどもチャレンジ教室 【継続】 5回

長期休暇など、学校が休みの期間における子供の自主性の育成と世代間交流の促進を図るために、専門
家や地域の大人による体験学習を行う。

キッズルームにて未就学児と保護者が楽しめる交流ひろばを開催し、子育ての相談や参加者同士が交流
する場を提供する。

【共催】 3 にこにこ食堂 【継続】 12回

学
習
・
文
化
活
動

農業の魅力発信のための講演会や地元野菜を使った料理講座、有機野菜などの軽トラ市やマルシェなど
を実施し、食と地域農業を通じた全世代の交流を図る。

令和8年度　入曽地域交流センター　事業計画

分
野

事業名 回数

ねらい／内容

地
域
づ
く
り

【共催】 1 入曽地区自治会対抗ソフトボール・ボッチャ大会 【継続】 1回

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民相互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高める。

【共催】

新しい学びを通じて、日常生活を豊かにすることを目的に教養を深める学習講座を実施する。
また、地域住民への多様な学習機会の提供とサークル活動等の活性化を図る。

2 食と農のまちづくり事業 【継続】 1回

地域団体などとの共同の運営により、入曽地区の団体などによるコンサートを実施し、音楽を通して世代を
超えた住民の交流を深める。

【共催】 3 第70回入曽地区体育祭 【継続】 1回

参加者の健康増進を図り、スポーツを通して住民相互の交流と親睦を深め、地域の連帯意識を高める。

【共催】 4 いりそフェスタ2026 【継続】 1回

親しみのある地域の行事として定着させることを目標としつつ、地域団体などとの協働の運営により、地域
住民の交流の輪が広がる催しや賑わいを創出し、全世代の交流を図る。

【共催】 【継続】 1回

【主催】 1 大人の学び講座 【継続】 6回

5 第21回入曽ふれあいコンサート

【共催】 2 市民文化祭 【継続】 1回

日頃の創作活動などの成果発表の場を提供し、市民文化の向上を図るとともにそこに集う市民相互の交流
を図る。

子供から高齢者までを対象に、食を通して多世代が集える場を提供し、地域ぐるみで子供の学びや成長を
支援する。

【共催】 4 子育てたっち 【継続】 10回

【主催】 5 読み聞かせ会 【継続】 10回

主に未就学児の親子を対象に、絵本の読み聞かせをすることで、楽しみながら仲間作りを図る。
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公民館等施設一覧 

 

中央公民館 富士見公民館 

  

入曽地域交流センター（入曽公民館） 水野公民館 

  

堀兼公民館 狭山台公民館 
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新狭山公民館 奥富公民館 

  

柏原公民館 広瀬公民館 

  

水富公民館  

 

 

 

新狭山公民館 
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